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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　五年前の冬の日。

　十歳の真ま白しろは入院着のまま病院を抜ぬけ出した。

　身体からだをあちこち検査されるのが嫌いやだった。

　お父さんとお母さんに、奇き妙みような生き物を見るような目を向けられるのが嫌だった。

　でも、一番嫌だったのは、自分がどういう存在なのか分かってしまっていたこと。

　──お願いだから。

　周す防おう真白は〈生命体〉の〝端ガジエ末ツト〟。

　──あたし、お父さんとお母さんの子供なんだから。

　──そんな、変な生き物を見るみたいな目で、見ないで。

　交通事故で骨を折っても、三日で治ってしまう子供。

　インフルエンザで学級閉へい鎖さになっても、一人だけけろりとしている子供。

　カッターで掌てのひらをざっくり裂さいても、傷口がその日のうちに消えてしまう子供。

　健康すぎる子供に喜んでいた両親は、やがて真白に怯おびえた目を向けるようになった。

『この子は自分たちの子供じゃないんじゃないか』

『この子は何か異常な体質を持っているんじゃないか』

　怯えが疑いに変わり、両親は真白を病院に連れていった。

　ＤＮＡ鑑かん定ていから始まり、血液検査、レントゲンに体液採取。

　そこから続く一週間の検査入院。けれど特別な証しよう拠こなどなにも出てこない。

　──もう、やだ。もうやだ。もうやだぁ！

　季節は冬、零れい時じを過ぎ。十歳の子供が起きているには遅おそすぎる時間。

　雪が降っていた。

　厚い雲が空にかかっていた。

　病院の正門を出ると、雪をかぶったススキ野原が見えた。薄うすい街灯に照らされ、ほんのり光る雪明かり。病院に沿って伸のびる片側二車線の道路。

　スリッパの踵かかとを、ぴちゃん、ぴちゃん、と鳴らして、真白は湿しめった道を横断していく。

　──検査したってなにも見つからないのに。

　──どうやって分かってもらったらいいの？　あたし、人間じゃないってこと。

　──この世界を作った神様の道具だって──こと。

　この世界は偉い大だいなる〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟の夢。

　真白は〝精デイヴ霊アイン〟に作られた〝端ガジエ末ツト〟の一人、〈生命体〉。

　役目は『繁はん殖しよく』。

　生命力に優すぐれた子孫をたくさん残し、この世界の人口を増やすのが仕事だった。

〝端末〟の頭の中には『果実』が埋うめ込まれている。〝端末〟を〝端末〟たらしめている、医学的な検査では見つけることができない、プログラムの塊かたまり。

『果実』は転生を繰くり返す。

　先代の〝端末〟が死ぬと、『果実』は〝精デイヴ霊アイン〟の調整を受けた後、生まれる前の胎たい児じに取り憑つく。その子の身体を作つくり替かえ、脳内に〝端末〟としての情報を埋め込んでしまう。

　だから真白は、生まれた時から自分の使命を知っている。

　知りながら──いつか『衝しよう動どう』に目覚めて、本当の〝端末〟になる日に怯えている。

　──あたしの未来も、運命も、なにもかも決まっちゃってるのに。

　──どこに行けばいいの……？

　ぴちゃん　ぴちゃん　ぴちゃん

　スリッパの足音だけが、真白の後をついていく。




　橋のたもとで、真白は足を止めた。

　橋の欄らん干かんに背中を預けて、膝ひざを抱かかえて。

　自分と同じくらいの、小さな子供がうずくまっているのが見えたから。

「──うあ、ううううううううううううううううううあああああ」

　押し殺したような声で、彼は泣なき叫さけんでいた。

　短い髪かみ。赤黒いものが染しみこんだジャケットとジーンズ。

　顔は、膝の陰かげに隠かくれて見えない。

「……だぁれ？」

「……う、うぁああああああああああああああああああああああああああああああ」

　彼は答えない。

　真白は彼の前に、ぺたん、と座った。

　自分と同じくらいの、泣いている少年。

　病院を抜け出してきた、人間じゃない自分。

　寂さびしかったから。

　温かいものに、触ふれたかった。

「どうして泣いてるの？」

　真白は、小さな掌で彼の髪に触れた。

「哀かなしいことがあったの？」

「…………妹が死んだんだ」

　少年は、膝に埋めた顔を上げて、呟つぶやいた。

「事故で、爆ばく発はつに巻き込まれて──でも、どうしてそんなところにいたのか分からない」

「……うん」

「血がいっぱい出てたんだ。お腹なかに大きな穴が空いてた。焼やけ焦こげた、肉のにおいがした。僕がちょっと目を離はなした隙すきにいなくなってたんだ」

「うん」

「もしかしたら助かるかもしれないって思った。でも、やっぱり駄だ目めだった。死んでるって──言われた。そこの病院で、だから──だから！」

　少年はジーンズに覆おおわれた足に爪つめを立てる。ずっと、長い時間そうしてきたんだろう。あちこち生き地じが裂けて、彼の爪にも血が滲にじんでいた。

「お願いだよ──かみさま。ほのかを──返して」

「……ごめんなさい、この世界のかみさまはとても意地悪だから」

　どうしてそうしようと思ったのか、自分でもわからなかった。

　真ま白しろは腕うでを伸のばし、少年の身体からだを抱だきしめていた。

「この世界の神様は、笑って見ているだけなの」

「……え？」

「この世界は〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟の夢だから。神様を楽しませるために、あたしたち〝端末〟が、あなたたち〝普エ通キのス人ト間ラ〟をいじめてる。痛いことしてる。死なせちゃったりしてる。あなたの妹が死んじゃったのも、そのせいかもしれない」

「……なに言ってるんだよ!?」

　少年が、目を見開いた。

「そんなことあるわけないだろ!?　あれは事故で──誰だれのせいでもなくて──。

　僕は誰かを恨うらんじゃいけないんだ。そうしないと、ほのかが眠ねむれないって父さんが──」

「あたしも、人間じゃないの」

　──あったかい──ううん、熱い。

　──あたしが〝普通の人間〟だったら、ずっとこうしていられるのに。

　──どうして駄目なの？　どうして〈生命体〉は、抱きしめる人を自分で選べないの……？

　真白は名残なごり惜おしそうに、少年から手を放した。

　息がふれあう距きよ離りで、二人はじっと、互たがいの顔を見つめる。

　真白は寂さびしそうな笑えみを浮うかべて、

　少年は小刻みに震ふるえる目を、呆ぼう然ぜんと見開いて──。

　真白は少しためらってから、氷のように冷えた欄干に、白い掌てのひらを滑すべらせる。古い、ささくれだった鉄が皮ひ膚ふを裂さき、真白の掌から血が、ぽたり、と落ちた。

「な、なにしてるんだよ！」

「あたし、人間じゃないの。こんなのすぐに治っちゃうんだよ？」

　真白の言葉の通り、浅く切った傷はすぐに塞ふさがり、ただの白い線に変わる。

　少年が驚おどろいたように真白を見た。

　真白は彼から離れて、冷えた欄干に腰こし掛かけた。

「あたしは死ねないの。それが〈生命体〉の〝端ガジエ末ツト〟の運命。

　この世界はとっても残ざん酷こくなシステムで動いてるの。だから──ごめんなさい」

　──誰も信じてくれないこと。

　──ううん……信じてくれてもくれなくても、あたしが人間じゃないのは同じだもの。

　──この子も、化け物ってあたしを呼ぶんだ……。

「……もしも、その話が本当なら」

　泣きすぎて真っ赤になった目を見開いていた少年が、微かすかに呟くのが聞こえた。




「……ほのかの仇かたきが、世界のどこかにいるんだ」




　予想外だった。

　考えもしなかった。

　掌を切って見せたのに、それがすぐに治ってしまったのに、少年はまっすぐな瞳ひとみで真白を見つめてくる。〝普通の人間〟が知らないはずの世界の秘密を聞いたのに、不気味がってもいないし、怯おびえてもいない。

「探しに行きたい──やっつけに──行きたい──わからない。どうしたらいいんだよ！」

　頭を抱かかえて、髪かみを振ふり乱みだしながら、彼は立ち上がろうとしていた。

　──あ、あたし、いけないこと言った？

　真白は混乱していた。こんなこと、想像もしてなかった。

　少年の上着についている赤黒い染しみと黒い焦げ跡あと。たぶんそれは爆発事故に遭あったときのもの。赤い染みは彼の妹の血。さっきまで泣いてたのに。神様に呼びかけてたのに、変わった。

「……ほのかを殺した、やつ──なんか、やっつけて──世界がそんなふうになってるなら──ぼくが、こわす──」

　熱にうかされたような言葉に、真白の顔が火ほ照てっていく。

　両親の自分を見る怯えた視線のことも、病院で受けた身体の隅すみ々ずみまでむきだしにされるような検査のことも、意識から消えていく。

　──世界を変えるなんて絶対無理なのに。すぐに絶望するのわかってるのに──。

　その手を取ってしまったらどうなるんだろう。

　あたしも一いつ緒しよに戦うことになるの？　〈生命体〉の〝端末〟の運命と、世界を変えるために。

「あ……あたし、あたしは」




「……ましろー」




　びくん

　病院の方から自分を呼ぶ声。

　それが聞こえた瞬しゆん間かん、真ま白しろは反射的に逃にげようとした。

　けれど、彼女が座っていたのは狭せまい欄らん干かんの上だったから、バランスを崩くずした。

　橋の突とつ起き物を握にぎりしめればなんとかなったかもしれないけれど──でも、

　──別に、いいかな。

　真白は手を、ゆるめてしまった。

　──だって、落ちても死なないもの。風邪かぜ引いても一日で治っちゃうし。

　──病院に戻もどっても、同じなんだもん。

　上半身が、後ろに倒たおれていく。お尻しりが欄干から外れて、両足が上を向く。

　──ごめんね。あたし、死んじゃったりできないから。

　──あなたの妹さんに、あやまりに行けないの……。

　そして、真白の身体からだは支えるものをなくした。




「うあああああああああああああああああああああああっ！」




　甲かん高だかい叫さけび声が響ひびいた。

　川に落ちるはずだった真白は、自分をつなぎ止めている熱いものに気づいた。

　顔を上げると、そこにさっきの少年がいた。

　橋の欄干から、限界まで身を乗り出して、

　怒おこったような顔で──でも、涙なみだをぽろぽろ流しながら、

「やめて、やめて──お願いだから僕の目の前で死んだりしないでよっ！」

　両りよう腕うでをいっぱいに伸のばして、彼は真白の腕うでを摑つかんでいた。

　──あ。

　殴なぐりつけられたような、気がした。

　寂さびしさでいっぱいだった頭の中が鮮せん明めいになって、真白は、自分が少年にどれほどひどいことをしようとしていたのかに──気づいた。

　──このひと、妹さんを亡なくしたばっかりなのに。

　──あたし、わからなかった。

　目の前で血を流してみせて、橋から川に身を投げ出すこと。

　そのことが、家族を失ったばかりの彼をどれだけ傷つけるか。

　──わからなかったんだ、あたし。

　お父さんとお母さん。身近な二人に化け物扱あつかいされてきたから、分からなかった。

〝端ガジエ末ツト〟だってこと。人じゃないってことに囚とらわれすぎて。

　心を閉とざして──冷えた殻からに閉じこもっていたのは、自分の方だった。

「ごめんなさい！　ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！」

「いいから、早くあがってきて──」

　真白は、彼を抱だきしめた瞬間に気づいていた。

　彼の、異常に熱い身体に。

　爆ばく発はつ事故に巻き込まれたと彼は言った。どこで？　いつから橋の上でうずくまっていた？　何時間？　高熱を発している身体。意識も朦もう朧ろうとしているはずなのに、それでも少年は真白を助けようとしている。

　やがて彼の足が震ふるえ、宙に浮ういた。

　熱に浮かされた少年には、同年代の少女の身体は支えきれなかった。

　橋の欄干から乗り出していた彼の身体が滑すべり、そして──。




　真白の家族が駆かけつける前に、真白と少年は暗い水面へと落下を始めていた。




　──ごめんなさい！

　自分はこのくらいじゃ死なない。そのことは痛いほど分かってる。

　──でも、この子は？

　真白は腕に力を込める。水面に叩たたきつけられるまでの短い時間、必死で彼の身体を引き寄せる。ふくらみかけの胸の中に、少年の熱い身体を抱きしめようとする。

「……お願いだから、僕の目の前で、いなくならないで……」

「いなくならないよ、あたし」

　真下に黒い水面が迫せまっているのに。

　十二月の終わりの真夜中なのに。

　吹ふきさらしの風に晒さらされているのに。

　──あったかい。こんなの、初めて。

　真白は初めて誰だれかと繫つながる温かさを感じていた。

　──神様。この世界の神様。〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟。ひとつだけお願いをします。

　──あたしに、誰かを選ぶことが許されるなら。

　──あたしは──この子を守ってあげたいです。




　そして身体が粉々になるような衝しよう撃げきが襲おそい、真白はなにもかもわからなくなった。







「──きゅむうっ？」

　ベッドから転げ落ちた衝撃で、真ま白しろは目を覚ました。

　時間を飛び越こえたような感覚に、思わず目の前で手をひらひらさせる。白くて、長い指。ついでに薄うすいパジャマに包まれた胸に触ふれる。地球の重力が恨うらめしくなるほど豊かに発達した胸。

「……変な夢」

　ここにいるのは、十五歳の周防真白。

　時計を見ると午前三時半。真白は大きな目を瞬またたかせながら部屋を見回す。使い慣れた机に、雑誌と画材が詰つめ込まれた本ほん棚だな。フローリングの床ゆかに敷しいた黒くろ乃のの布ふ団とん。さっきまで自分が眠ねむっていたベッド。

　ここは、いつもの真白の部屋だった。

　真白は黒くろ乃のの布団に、ぱたん、と横になる。

　隣となりで双ふた子ごの妹が眠っている。大きく口を開けた無む垢くな寝ね顔がおに、思わず真白は笑えみを浮かべる。黒乃がパジャマ代わりにしているＴシャツは、ぎりぎり胸が見えないあたりまではだけている。どんな夢を見てるのか、黒乃は足を天てん井じようへと振ふり上げる。その拍ひよう子しに膝ひざまで落ちていたショートパンツが、真上に向かって飛んでいく。

「もう、黒乃ってば……」

　子犬のような表情で首をかしげて、真白は身体からだを起こした。黒乃のＴシャツを直し、ベッドの上に落ちたショートパンツを穿はかせる。毛布を肩かたまでかけて、最後に、ぽんぽん、と、黒乃の胸を軽く叩いて、満足そうに笑う。

　──夢だよね？　だって、黒乃がいないもの。

　真白は立ち上がり、うーん、と身体を伸のばした。

　小さい頃ころ、病院に検査入院したのは覚えている。病院を脱だつ走そうしたことも。

　真白の頭に浮かぶのは断だん片ぺん的な記き憶おく。真白の隣の病室で、四十度以上の熱を出して死にかけていた少年のこと。誰かに怒おこられたような記憶もある。でも、思い出そうとすると──すぅ、と薄れていく。まるで見えないフィルターがかかっているかのように。

　真白は机の上のカレンダーに視線を向けた。

　もうすぐ文化祭。真白のクラスは喫きつ茶さ店てんをやることになっている。

　──天あま巡めぐりくん、ほめてくれるかな。

　真白の親友、芙ふ蓉よう崎ざき花か壇だんのデザインで作ることになったメイド服。それを着て見せたら翔かけるがどんな顔をするか、考えただけで真白の心臓は三割増しの速度で鼓こ動どうをはじめる。

「……だから寝ね不ぶ足そくになっちゃうんです。天巡くん……」

　真白は黒乃を起こさないように、息を殺して部屋の隅すみに置かれた椅い子すに座った。

　机の上には、描かきかけのケント紙。

　──がんばろ。うん。

　それは色いろ鉛えん筆ぴつで塗ぬり始めたばかりのポスターだった。上の方にはサインペンで『ようこそ！　１─Ｄメイドカフェへ！』と描いてある。そこから下は配色もデザインもぐちゃぐちゃなカオス状態。ポスターの中央には手を繫いだ小さな男の子と女の子が描かれ、その周りに三角形や円えん筒とう形のなにか──真白のイメージではケーキとコーヒーカップ──が飛び交かっている。

「うん、いい出来」

　翔が見たら突つっ込みどころ満まん載さいの感想を漏もらして、真白は色鉛筆を手に取った。カッターで削けずり、色を塗り始めようとした──とき。

　──こわれた〝端ガジエ末ツト〟が人間のふりをするなあっ！

　ずきん

　──私は〈生命体〉の『補正プログラム』。

　ずきん　ずきん

　二週間前に聞いた言葉が、真白の中でよみがえる。

　真白を殺そうとした男性──〈侵しん略りやく者〉と真白の双子の妹、黒乃が呟つぶやいた言葉が。

「あたしは〈生命体〉の〝端末〟で──黒乃は──『補正プログラム』」

　ぶるぶる

　真白は首を振って、胸に刺ささった言葉を追い払はらう。

「──大だい丈じよう夫ぶ。あたしが何者かはともかく、黒乃はあたしの大事な妹なんだから」

「……すぅ」

　振り返ると床に敷いた布団の上で、黒乃が毛布を蹴け飛とばしていた。

　熱っぽい溜ため息いきをついて、真白は描きかけのポスターに立ち向かう。

　──絵の中のこの子、天巡くんにそっくり。

　──最近、なにを描いても天巡くんがいるの。

　真ん中に描かれた、小さな男の子と女の子。

　二人は、夢に出てきた真白と──一いつ緒しよにいた少年の姿をしていた。
















　　　　１




「お久しぶりね。カケル」

　彼女は、屋上で僕を待っていた。

　いや、待っていたというのは正確じゃないか。僕はただ、サボりに来ただけなんだから。

　今日は文化祭の四日前。授業はなくて、学校中が文化祭の準備一色。

　みんな模も擬ぎ店てんの設営や、出し物の練習で大おお忙いそがし。屋上にいても合唱部のコーラスが聞こえるし、役になりきりすぎた演劇部員が奇き声せいをあげて走り回る音も響ひびいてる。

　お祭りの雰ふん囲い気きになじめなくて屋上に逃にげて来たんだけど──先客がいるとは思わなかった。

「……カケル？」

　細い指で金かな網あみを摑つかんで、グラウンドを見下ろしていた彼女が、ゆっくりと僕に視線を移す。

　綺き麗れいな少女だった。学校にいるには、違い和わ感かんがありすぎるほど。

　十月の風を受けて、光を帯びた髪かみが天使の羽根のように広がる。

　彼女が着ているのは、この学校の制服。

　でも、僕を見ているその目は、幻げん想そうのような紫むらさき色いろ。

　異国情じよう緒ちよを漂ただよわせる白い肌はだ。長くて華きや奢しやな手足。

　そして、腰こしまで流れ落ちるプラチナブロンド。

　まるでこの場所が宮きゆう殿でんの大広間でもあるかのように、彼女は長い髪を揺ゆらし、僕に近づいてくる。公立高校の制服が全然似合ってない。夢のお花畑に住んでいる妖よう精せいに、むりやり人間の格好をさせているような──そんな感じ。

「……この制服、おかしくない？」

　思い出した。

　確か二週間前も、この子は僕に同じ言葉を口にした。でも、名前が思い出せない。あの時と同じ姿をしてるのに。

　僕は彼女に会ったことがある。思い出せ。彼女の名前は──彼女は自分を何者だと言った？

「ディンタニア＝エシュオン」

　彼女は澄すんだ声で異国の名前を呟いた。

「約束通り、会いに来たの。すごく──会いたかった」




『食ベテイイ？』




　僕の右みぎ腕うでから声がした。飢うえきった、獣けもののような声が。

『食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ!?』

　僕は右腕を押さえた。

　こいつが反応したってことは──まさか。

「君も〝端ガジエ末ツト〟なのか？」

「前にも同じこと聞いたね、カケル。だからディンタニアの答えも同じ。

　ディンタニアはこれから世界を壊こわすの。ディンタニアは〝雑音ノイズ〟だから」

　彼女は血色の悪い掌てのひらを僕にさしのべてくる。

　でも、僕は思わず一歩、あとずさった。

　風を受けてなびくプラチナブロンドが、僕の腕うでに絡からみつき、ほどけた。

　幻げん覚かくじゃない。二週間前とは違ちがう。

　この子は今、実際に僕の目の前にいるんだ。

「〝雑音〟？　〝端末〟じゃなくて？」

『食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ!?』

〝傷ペイン〟が騒さわいでる。こいつは〝端末〟の『果実』を喰くらいたがってる。

　この子が〝端末〟だとしたら、僕の敵のはずなのに。

　どうしてこんなに、無防備に近づいてくるんだ？

「〝雑音〟はこの世界に存在するバグの総そう称しよう。そして偉い大だいなる魔ま術じゆつ師しアグシーダが作り上げた組織の名前。間ま違ちがったこの世界を終わらせるために動いているの。

　だから、ディンタニアはカケルを誘さそいに来たの」

「……なにを言ってるのかわからないよ」

　僕はまた二歩、後ろにさがる。心臓が早はや鐘がねを打ってる。

　目の前にいるのは無む邪じや気きに笑う、現実感を失わせるほど綺麗な少女。

　僕を捕つかまえようとして空から振ぶりした指先を唇くちびるに当てて、悪戯いたずらっぽく彼女は呟つぶやく。

「今いま更さら〝普エ通キのス人ト間ラ〟のふりをするのは反則なの、カケル」

「ふりなんかしてない──僕は」

「怯おびえたふりしてる？　カケル、すごく強いはずなのに。

　だって、カケルとディンタニアだけが、この世界で〝端末〟に立ち向かえるんでしょ？」

　寒気が走った。

　少女はスキップをするように二歩、僕に近づいた。

　呼吸する音が聞こえるほどの距きよ離りで、紫色の瞳ひとみを凝こらして僕を見つめてくる。

「ごめんなさい。もう行かなきゃ。今日はカケルに逢あうために潜もぐり込んできただけだから。

　覚えておいて、カケル。ディンタニアはカケルの味方。

　そしてディンタニアの敵は正常に稼か働どうしている〝端末〟全すべてと〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉。

　バグってもいない、ディンタニアに食べられてもいない人たち。

　彼らをこの世界からなくすために、ディンタニアとカケルはパートナーになれるはずなの」

　そう言って彼女は、指に挟はさんだ小さな紙を、僕の制服の胸ポケットに押し込んだ。

「ばいばい、カケル」

　まるで、僕を観察しているみたいだった。

　目の前の少女──ディンタニアは僕の回りを一周して、満足したように頷うなずいた。

　それから名残なごり惜おしそうに背を向けて、屋上から出ていった。

　やっぱり、幻覚じゃなかった。

　彼女は自分の手で屋上の重いドアを、開けていったから。




「……はぁ」

　僕は金かな網あみを摑つかんで、溜ため息いきをついた。

　グラウンドでも文化祭の準備が始まってる。校舎脇わきにはイベント用の古ぼけたステージ。一年ぶりに倉庫から出したら錆さび付いてたとかで、現在、黒い作業服を着た業者の人が土台から補強工事中。ついでなのか知らないけど、周りではスプリンクラーの点検工事もやってる。この学校、あちこちガタが来てるみたいだ。

「……怯えたふりって──こっちは本気で怯えてるんだよ。なんなんだろう、あの子」

〝雑音〟──ディンタニア＝エシュオン。

　僕はポケットから彼女がくれたメモを取り出した。黒いインクで、数字とアルファベットが書かれている。たぶんこれは名前と電話番号。それと、メールアドレス。そして最後に、

『気をつけて、〝精デイヴ霊アイン〟があなたを狙ねらっている』

　ちょっぴり歪ゆがんだ日本語で、こう書かれていた。

『食ベテイイ？　食ベテ──』

〝傷〟の声が消えていく。

　こいつが反応したってことは、彼女──ディンタニアの中にも『果実』があるのか？

『〈教師〉〈恋こい人びと〉〈困こん窮きゆう者〉〈調停者〉の「果実」は、ディンタニアが食べちゃった』

　不意に、二週間前に聞いた言葉がよみがえった。

『もうすぐ会えるよ。そのときはディンタニアをこう呼んで？』




「──〈世界〉の〝端末〟？」




　どだだだだだだだだだだだ──と、足音が近づいてくる。

「ああああああああああ、天あま巡めぐりくんっ!!」「あーまーめぐーり────っ！」

「「なんでこんなところでサボってるんですかあと今屋上から出てきた女の子は誰だれっ!?」」

　白黒双ふた子ごの姉妹が、僕に向かって突とつ撃げきしてきた。




　　　　２




　次の日。

　ホームセンターでの買い物を終えた僕たちは、駅前のアーケードに向かった。

　僕の右手には紙かみ袋ぶくろ。中身は塗と料りようと、十個セット九百八十円のハケ。あとは画が鋲びようと画用紙の束。全部、文化祭の模も擬ぎ店てんを作るための材料。

　今日は水曜日。祭日でお休み。

　空は薄うすく雲がかかってる。降水確率は確か三十パーセントくらい。

　僕たちが歩いているのは、煉れん瓦が造りの遊歩道。周りには背の高いビルと、綺き麗れいに剪せん定ていされた街路樹が並んでる。いつもの町から二駅離はなれただけなのに、ずいぶん都会に来たような気分になる。

　ところで……どうしてわざわざこんなとこまで買い物に来たんだっけ？

「天あま巡めぐりくんっ」

　くい、と、僕の腕うでを引っ張る気配。

　目の前に、はにかんで笑う真ま白しろがいた。

　抱だきつく隙すきをうかがってるような、うずうず揺ゆれる大きな目。

　柔やわらかい栗くり色いろの髪かみ。目が合うと、なにか気合いを入れたみたいに、真白は腕に力をこめる。

　一いち途ずすぎる、子犬みたいな美少女がそこにいた。

「その……お話があるんですよね？」

　真白は真しん剣けんそのものの視線を僕に向けてくる。

　そうだった──昨日、黒くろ乃のに電話で「学校にいたプラチナブロンドの女の子のこと、真白に教えてあげて」って、約束させられたんだっけ。

　あの後、文化祭の準備中の校舎を駆かけ抜ぬけていった異国の少女、ディンタニア＝エシュオン。彼女は一いつ瞬しゆんで学校中の話題をさらっていった。

　真白と黒乃は僕を捜さがして屋上に来る途と中ちゆう、階段を下りるディンタニアとすれ違ちがったらしい。

　そのまま階段を駆け上がった二人が屋上のドアを開けて、ぼーっと突つっ立ってる僕を発見するまで十数秒。獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうの勢いでダッシュして、僕を屋上の隅すみに追い詰つめるまで、たぶん五秒かかってなかったと思う。

　黒乃はそのまま僕の襟えり首くびつかんで「今の誰いまのだれえええええっ！」ってわめき出すし、真白はおどおど黒乃を止めた──のはポーズだけ。やっぱり泣きそうな顔でプラチナブロンドの少女との関係を聞いてきた。

　その場でちゃんと説明するつもりだったんだけど、黒乃は、

「……そうね、なにか事情があるかもしれないから、一日だけ時間をあげる。

　それまでにあの子との関係を清算して、きっちり真白を安心させてあげること！」

　──って、今日、僕と真白に文化祭の買い出しに行くことを命じた。

　クラスの行事のためなら僕と真白が一いつ緒しよにいても不自然じゃない。真白はクラス委員長の親友だし、僕はただの荷物持ち。二駅離れた町まで出てきたのは、駅の近くにあるアーケードに雑誌で評判のケーキ屋さんがあるから。喫きつ茶さ店てんのメニューの研究してきなさい──というのが黒乃の言い分。

「天巡が真白とのこと、クラスで秘密にしたいって言うから、自然なシチュエーションを作ってあげたんじゃない？　感謝してよ天巡っ！」

　うん。それは分かるよ、黒乃。

　でも……別に一緒に出かけなくても説明はできるんじゃないか？　なのにどうして、真白の家に電話したら問答無用で黒乃が出るんだ？　しかも二秒で切られるのは何故なぜだろう？　メールを出しても返信がないし──説明しろって言ったのは真白と黒乃なのに。

「……天巡くん？」

　いつの間にか、真白が僕の顔をのぞき込んでた。

　秋のゆるやかな光を受けて、栗色のセミロングの髪が金色に映はえる。

　長い手足に、ロングスカートの白いワンピースがよく似合ってる。

　フリルのついたスカートに、蝶ちようの模様の刺し繡しゆう。通り過ぎる人たちが一瞬立ち止まって、真白に視線を向けてからまた歩き出す。なんだか真白の周りだけ、空気が違ってるみたいだ。

　真白は二人でいることが楽しくて仕方ないみたいに、両手を広げてくるりと回る。

　そして僕の顔を見上げて、真っ赤な顔で、




「昨日のプラチナブロンドの女の子って、昔の恋こい人びとさんですか!?　天巡くん！」




　周りの人たちが足を止めるくらいの声で、叫さけんだ。

「……え？」

「隠かくし事ごとは嫌いやなんです。あたし、天巡くんのことは全部知っておきたいんです！」

「い、いいいいいきなり人前でなに叫び出すんですか周す防おうさんっ！」

「前の学校の同級生ですか？　それとも幼なじみ？　前世の恋人？　まさかご両親が決めた運命の許いいな嫁ずけですかっ!?」

「ないないないないっ！　僕には幼なじみも許嫁も前世の恋人もいないってば！」

　真白には僕がどういう人間に見えてるんだろう。

「女の子を不安にさせたら駄だ目めです！　怒おこらないから白状してください天巡くん！」

「は、白状するもなにも、だからあの子は──たぶん〝端ガジエ末ツト〟の関係者で──」

　ふと気づいて、僕は周囲を見回した。

　通りを歩くカップルに、カートを押したおばあさん、道路工事の人たち、ありとあらゆる視線が僕らの周りで渦うずを巻いてる。「痴ち話わげんか？」「彼がふたまたを掛かけてたとか？」「あんな美少女が彼女なのに？」「殺した方がいいんじゃないかあの男」「邪じや悪あくから無む垢くな少女を救うのは漢おとこの仕事！」──ひそひそ声が聞こえる。まずい。

「す、少しは自分が目立つ存在だってこと考えようよ周防さんっ！」

　僕は真白の手を引いて走り出す。

　周防真白は学校一の美少女──と思ってたけど、違った。ホームセンターで買い物してる時も、レジで領収書貰もらってる時も、みんな真白に目を奪うばわれてた。もしかしたら周辺市町村で一番の美少女なんじゃないだろうか。だったら、その手を引っ張って逃にげてる僕はなんだろう？

　僕はなんのへんてつもない、ただの人間。いわゆる〝普エ通キのス人ト間ラ〟なんだけどな。

　だけど真白は、そんなことちっとも気にしてくれない。

「きゅむ」って子犬みたいな声で呟つぶやきながら、僕の手をしっかり握にぎり返してくる。




「……はぁ」

　人ひと気けのない小道で、僕と真白は立ち止まった。

　大通りから離はなれた、ベンチと自じ販はん機きがおいてあるだけの遊歩道。僕はベンチに手をついて息を整えた。右手の紙かみ袋ぶくろが重い。紐ひもが手に食い込んでる。足りないものだけ買ってくるって言ったはずなのに、黒乃から渡わたされたメモはＡ４コピー用紙一枚分。びっしり。

　メモを作ったのは真白の親友にしてクラス委員長の芙ふ蓉よう崎ざき花か壇だんだったけど、僕は彼女になにか恨うらみを買かうようなことしたっけ？

　真白は街路樹の隣となりで空を見上げてる。

　今にも雨が降りだしそうな空の下、風に揺ゆれる栗くり色いろの髪かみ。ここにいることが嬉うれしくてしょうがないような、澄すんだ瞳ひとみ。ポートレートにしたら購こう入にゆう希望者が殺さつ到とうする──そんなふうに思えるほど、綺き麗れいだった。

　桁けた違ちがいの美の結けつ晶しよう。バグった〈生命体〉の〝端末〟の少女、周防真白。

「あの、周防さん、どうして二人で買い出しに来ることになったか覚えてる？」

「あたしが天巡くんのことを大好きで、天巡くんがあたしのことを好きだからです」

　そこまで根本的な話はしてないです周防さん。

　思わず頭を抱かかえたくなる。どうしていつも話を全部ラブラブでピンク色な流れに持って行くんですか周防さん。

　と、とにかく、落ち着いて話をしないと。

　僕は近くの自販機で缶かんコーヒーを買った。真白は、紅茶でいいかな。

「天巡くんがいけないんです」

「な、なにか変なことしたっけ？」

「だから──その、女の子を不安にさせたらだめです」

　まるで拗すねてるみたいに口をとがらせて、真白は缶のミルクティを受け取った。

「昨日の夜からあたし、不ふ眠みん症しようになっちゃったんです」

「……なんで？」

「天巡くんのせいに決まってます。昨日学校にいたあの綺麗な外国人の女の子、天巡くんがいた屋上から出てきました。二人で何のお話してたのか気になって、眠ねむれなくなっちゃったんです。天巡くんとここに来たのは安心したかったから。買い物して、ケーキ一緒に食べたりして──あたしが天巡くんの彼女なんだ──って」

　直球だった。

　牽けん制せいも駆かけ引きもなにもない、ストレートすぎる愛情表現。

「大だい丈じよう夫ぶですよね？　天巡くん、あの子のものになったりしないですよね？　あたしと──黒乃の、一番近い場所にいてくれますよね!?」

　ま、またいつものパターンにはまり込んでる。

　尻尾しつぽがあったらぱたぱた振ふってるんじゃないかと思うくらい一いつ生しよう懸けん命めいな、子犬のような真白。大きな目から発するまっすぐな視線を見ていると──なにも言えなくなる。〝端末〟のこととか、ディンタニア＝エシュオンが言った〝雑音ノイズ〟のこと。

　話さなきゃいけないことがたくさんあるのに。

「答えてください……天巡くん」

「無関係」

　僕は真白から目をそらして呟いた。

「……僕は──あの子、ディンタニア＝エシュオンのことなんか、なんにも知らないんだ」

『気をつけて、〝精デイヴ霊アイン〟があなたを狙ねらっている』

　僕はポケットから携けい帯たいを出した。携帯のメモ帳に、昨日の警告と彼女のアドレスを記録しておいた。〝精霊〟は多分、この世界の管理者〈角笛を吹ふく精霊〉のこと。あいつが僕たちを狙っているのは──わかる。でも、あの子はどうやってそれを知ったんだろう。

「天巡くんがはっきりしない時のために、必ひつ殺さつ技わざを準備してきました」

　真白は肩かたから提さげたポシェットに手を突つっ込んだ。二つ折りにした薄うすい紙の束を取り出し、開いていく。表紙には手書き文字。『チャート別　天巡翔かける　攻こう略りやくマニュアル』。それを開いた瞬しゆん間かん、真白の顔が、ぽん、と沸ふつ騰とうした。

「一緒に繁はん殖しよくしてください天巡翔くんっ!!」

　繁殖してください──。

　繁殖して──。

　繁殖──。

　真白の声が秋の空に吸い込まれていく。

　思わず飛び退のこうとした僕の両りよう腕うでを、がばっ、と真白が摑つかんだ──って、捕ほ獲かく？

　普ふ段だんのんびりほわほわしてるくせに、なんでこんな時だけ素す早ばやいんですか周防さん。

　この距きよ離りはまずい。すごくまずい。真白と近きん距きよ離りで向かい合っていると、周囲の音が消えていく。ソフトフォーカスがかかった空気に取り込まれ、彼女のことしか見えなくなる。これはまさか──〈生命体〉の〝端末〟の特とく殊しゆ能力？　僕にそんなの使ってどうするんだ!?

「天巡くんはいつもあたしを守ってくれる人で、いつでも一緒にいたい人なんです。どきどきしてるんです。うずうずしてるんです。こうして天巡くんに触さわってるだけで背中がぞくぞくしてるんです」

「そ、それはなにかの病気じゃないかな」

「だからっ、まだ一緒にお出かけして一時間ちょっとですけど、もう周防真白あたしはエネルギー充じゆう塡てん百二十パーセントなんです。夕方まで天巡くんと一緒にいたら『好き』って気持ちがあふれだして、身体からだがはじけちゃうような気がするほどなんです。だから──天巡くん。

　あたしの気持ち、もうちょっとだけ、わかって欲しいです！」

　必死に訴うつたえかけてくる真白の手から、僕は『チャート別　天巡翔　攻略マニュアル』を取り上げた。ちょっと崩くずれた丸い文字。命令口調で『一緒に繁殖して！』→『そのまま草むらに押し倒たおす』→『ちゅー』→『でぃーぷなちゅー』→『あとは本能に任せて』──って。

　こんなの作りそうな奴やつは、僕の周りには一人しかいない。真白と僕を『繁殖』させたがってる奴。〈生命体〉の〝端末〟の『補正プログラム』──いつも真白の側そばにいて、守り、サポートする少女。彼女の名前は──。

「黒乃!!」

　街路樹の向こう、植え込みのあたりに、野球帽ぼうを被かぶった頭が突き出ていた。

　草むらを縫ぬうように広がる、光こう沢たくのある長い黒くろ髪かみ。ぴくん、と、動いた野球帽に向かって、僕は飲みかけの缶かんコーヒーを振りかぶる。

「……真白、タイミングが早すぎるんだってば！」

　野球帽を揺ゆらして、うんざりしたような声を張り上げる、誰だれか。

「こういうのはね、一緒に買い物してお昼食べて、ケーキ屋さんでばかっぷるを満まん喫きつして、相あい合あい傘がさで町を闊かつ歩ぽした後、夕日の公園で十分盛り上がってから言わないと駄だ目めなのに」

　ざざ、と歩道の植え込みをかき分けて、真白に似た少女が姿を現した。真白とは対照的な、漆しつ黒こくのワンピース。頭には、どこかの球団のマークがついた野球帽。そこからはみ出した、膝ひざ裏まで伸のびた、ストレートの黒髪。

　じーっ、と、僕を値ね踏ぶみするような目で見つめながら、髪かみに絡からみついた草を払はらう。

　彼女の名前は、周防黒乃。

　真白の双ふた子ごの妹──という設定の少女。

　黒乃は腰こしに手を当てて、挑ちよう戦せん的な視線で僕が振り上げた缶を睨にらみ付ける。

「それ、私にぶつける気？　やれるもんならやってみなさいよ」

　ぽつり

　ざー

　空が割れたかと思った。

　黒い雲をたたえていた空から大おお粒つぶの雨が落ちてきた。仁に王おう立だちしてた黒乃が「わわっ」と頭を押さえて走り出す。けど、焦あせりすぎたせいか煉れん瓦がの歩道に脚あしを取られ、そのまま歩道脇わきのベンチに激げき突とつ。真白は、慌あわてて黒乃を抱だき起こしに駆かけ寄る。

　双子の姉妹。

　周す防おう真白と、周防黒乃。

　二人は本当の意味では、人間じゃない。
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　──この世界は大いなる〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟が見ている、ただの夢。

　──〝普エ通キのス人ト間ラ〟の存在に意味はない。

　二週間前、黒くろ乃のは僕に向かってそう言い放った。

　この世界の神様である〝夢を見続ける神〟は、夢見ることでこの世界を創造した。

　自分が作った世界があまりに完全で安定していたから──神はそのうち退たい屈くつしはじめた。

　神が夢に飽あきて、目を覚ましてしまったら、この世界は、ぱちん、と、弾はじけて消える。

　それを恐おそれたのが、最初に神に作られた〝精デイヴ霊アイン〟。

　彼らはこの世界を舞ぶ台たいにすることを思いついた。

　安定した世界を神は好まない。世界はドラマティックに展開しなければいけない。

　世界を終わらせないために、〝精霊〟は、世界に十八体の〝端ガジエ末ツト〟を配置した。

　超ちよう越えつ者・創造者・教師・生命体

　政治家・慈じ母ぼ・恋こい人びと・侵しん略りやく者

　断罪人・放ほう浪ろう者・英えい雄ゆう

　困こん窮きゆう者・壊かい体たい者・調停者

　夢想家・心配症しよう・人形使い

　そして──角笛を吹ふく精霊

　彼らの目的は、この世界＝イコール無限舞台の観客である〝夢を見続ける神〟を楽しませること。

　例えば〈侵略者〉は化け物を操あやつり〝普エ通キのス人ト間ラ〟や他ほかの生き物を破は壊かいするのが仕事。〈壊体者〉は誰でもいいから、生物をバラバラに解体するのが役目。

　例えば、ハリウッド映画の悪役のように。

　例えば、ＲロールＰプレイングＧゲームのボスキャラクターのように。

　辛つらくても、悲しくても、〝端末〟はあらかじめプログラムされた『衝しよう動どう』には逆らえない。

　でも、この世界にエンディングは存在しない。終わったあと、戻っていく日常だってどこにもない。この世界が終わるとしたら、〝夢を見続ける神〟が目を覚ました時だけ。

　ここは終末という要フア素クターをもぎ取られ、無む理り矢や理りに続けている世界──だから〝端末〟がバグを起こすようになった。

　真ま白しろは〝端末〟のひとつ〈生命体〉。役目は『繁はん殖しよく』。たくさんの人と交わって、生命力に長たけた子孫をたくさん残すのがその役目。真白はもう少ししたら、初めて『繁はん殖しよく衝しよう動どう』に目覚めるはずだった。

　でも、真白は自分の役目を拒きよ否ひしたせいでバグってしまった──と、黒乃は言う。

　僕を、好きになったから。

　いや……僕なんかを好きになった時点でかなり真白はバグっていると思うんだけど。だいたい僕のどこがそんなに気に入ったのかさっぱりわからない。

　けれど〝端末〟である真白は、『好き』という気持ちと〝端末〟としての使命がせめぎあい、絡み合い、とうとうバグを起こしてしまった。

　だけど真白の中にあるプログラムの塊かたまり──赤い『果実』はバグを起こしながらも、〝端末〟としての使命を果たすため、人のかたちをした補正プログラムを作り出した。

　それが真白の双ふた子ごの妹、周す防おう黒乃。彼女は真白を正しい〝端末〟として『繁殖』させるためにいる。真白が〝端末〟の使命を果たすか、『果実』を破壊されて〝端末〟じゃなくなった瞬しゆん間かん、黒乃は──消える。最初から、どこにもいなかったように。




　そして僕も、真白の運命に取り込まれている。

　僕の右みぎ腕うでには〝傷ペイン〟という名前のアザが取り憑ついてる。黒い影かげ絵えのような髪かみの長い少女と、その周囲を取り囲む枝と根、鈴すずなりになった十五個の木の実が描えがかれたもの。

〝傷〟は僕と真白を繫つなぐ鎖くさり。

　屋上で僕は、この世界の創造主〝夢を見続ける神〟を見た。

　無限に広がる空間にうごめく不定形生物と、その周りを囲む無数の石柱。

『この娘むすめを〝精霊〟の〝端末〟という呪じゆ縛ばくから解放するがいい』

『〝傷〟を与あたえる』

『失敗したなら、〝傷〟が汝なんじを喰くらい、取り込む』

　あの神様は僕に、一方的な契けい約やくを告げた。

〝傷〟は僕が真白を拒きよ絶ぜつしたり、傷つけたりすると、焼けた釘くぎを打ち込まれたみたいに痛み出す。二週間前、それを知らずに一人で電車で遠出しようとしたら、文字通り死にかけた。

　もうひとつ〝傷〟は〝端末〟を消す能力と、〝端末〟の使い魔まを無力化する力を持っている。危機に陥おちいると現れる、青白い肌はだと炎ほのおのような髪、赤い目を持つ少女、〝傷〟。彼女に喰われた〝端末〟は『果実』と呼ばれるプログラムの塊と記き憶おくをなくして、ただの人間になる。代だい償しようとして記憶障害が起こる。

〝傷〟を使ってるとすごく痛いし、おまけに右腕の木の実がひとつずつ減っていく。今は残り十五個。全部使い切ったらどうなるのか──想像もつかない。〝端末〟は使い魔を消されても痛くもかゆくもないのに、〝傷〟がくらったダメージは、僕の身体からだに直接フィードバックがやってくる。

　強くもないし、格好よくもない。ただ、痛いだけの能力。




　僕たちの敵は〈角笛を吹く精霊〉。

〝端末〟の最高位に位置する『管理者』にして〝精霊〟を兼かねる者。

　奴やつはバグの存在を許さない。

　二週間前、殺人を担当する〝端末〟──〈侵略者〉〈壊体者〉の二人と戦った時、最後に〈壊体者〉は言った。

「〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉を殺せ」──って。

　その理由も今なら分かる。この世界の管理者は〈角笛を吹く精霊〉しかいない。世界に散らばった〝端末〟の居場所を知っているのもあいつだけ。バグった〝端末〟を殺しているのも、正常な〝端末〟にバグった〝端末〟を殺すように命令しているのも〈角笛を吹く精霊〉。

〈角笛を吹く精霊〉を殺せば、僕たちが生き残る確率はずっと高くなる。

〝端末〟の管理者である〈角笛を吹く精霊〉を、どうやったら倒たおせるのかなんて分からない。居場所も、本当の名前も知らない。能力だって完全には理解してない。

　だけど、〈角笛を吹く精霊〉を倒さなければ、僕たちはずっと狙ねらわれ続ける。生き残るには、あいつを倒すしかないんだ。僕たちが死んだら、あの二人──〈侵略者〉と〈壊かい体たい者〉の思いも、痛みも、死も、全部無む駄だになる。

　だから、僕は真白を守って──生き残る。

〝傷〟を使うことが痛くても、苦しくても。

　生き残る──それだけが、二週間前の戦いから得た答えだった。
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「あーもう。濡ぬれた湿しめった気持ち悪い寒いっ！」

　叫さけびながら、アーケードに駆かけ込む黒くろ乃の。

　僕たちは雨の中、一番近いアーケードまで走ってきた。たいした距きよ離りでもなかったけど黒乃はずぶ濡れ。僕と真ま白しろが濡れてないのは、僕のカバンの中に折りたたみ式の傘かさが入っていたから。僕の家には天気予報の降水確率をきちんとチェックして、こっそりカバンに傘を仕込んでくれる小学生が住んでいる。黒乃にも傘に入れって言ったんだけど、

「私に真白との相あい合あい傘がさを邪じや魔ましろって言うの？　なに考えてるのよ天あま巡めぐりわっ！」

　──って叫んで、一人だけ走り出した。野球帽ぼうを雨の中に放ほうり投げて。

「天巡が変なことするからこんな目に遭あうんじゃないのっ」

「僕がなにしたんだよ」

「……外国産プラチナブロンドの少女と秘密の関係を持った」

　変な言い方するな。

　だけど僕の腕うでにしがみついた真白は黒乃に同意するように、うんうん、と頷うなずいてる。真白が動くたびに僕の右腕の周りでかたちを変える胸むな元もとにある柔やわらかいものは──うわぁっ。

　僕は慌あわてて真白の腕をふりほどく。

　少し湿った栗くり色いろの髪かみを揺ゆらして、真白がきょとん、と首をかしげる。

　僕が何に動どう揺ようしてるのか、全然分かってない。

「……混こんでますね。ケーキ屋さん」

　小さなお店が並んだアーケード。目的のケーキ屋は入り口の近くにあった。店の中も、通りに並んでいるテーブルも満席で、学生やカップルが行列を作っている。真白は残念そうに肩かたを落とし、黒乃は知らん顔で、膝ひざ裏まで届く黒くろ髪かみを指で絞しぼっている。

『補正プログラム』の黒乃が風邪かぜを引くかどうかも知らないし、勝手についてきたんだから放っておいてもいいんだけど──。

「すいません店員さん──このタオル、ください」

　僕は近くにあった雑貨屋に飛び込み、一番安い無地のタオルを買って黒乃に渡わたした。黒乃はちょっとびっくりしたような顔をしていたけど、黙だまってそれで頭を拭ふいて──ついでにそのままワンピースの胸元を広げて、買ったばかりのタオルを突つっ込んで身体を拭き始めた。

　アーケードのど真ん中で。

「……ちょっと待て黒乃っ！」

　面めん倒どうくさくなったのか、ワンピースの背中のボタンを外し始めた黒乃を、僕は慌てて出てきたばかりのお店へと引っ張り込んだ。

「すいません店員さん！　なにか買い物しますから身体拭く場所貸してください！」

「は、はいっ！」

「ちょ、ちょっと天巡。私は別に気にしない──」

「こっちが気にするんだよ！　いい加減人前で脱ぬぐのやめろっ！」

「私の裸はだか見て喜ぶやつなんかいるわけないじゃない」

「一いつ緒しよにいるこっちが恥はずかしいんだってば！」

　ずぶ濡れの黒乃を、僕はレジの後ろへと押し込む。カーテンが引かれた、薄うす暗ぐらいバックヤードに、黒乃の白い背中が浮うき上がるのがちらっと見えた。

　黒乃は二週間前、真白がバグった瞬しゆん間かんに生まれた『補正プログラム』。

　つまり生後二週間。

　記き憶おくは真白と同じものを持ってるみたいだけど、常識が全くないんだ。

「……はぁ」

　僕は頭を押さえた。僕の後ろをついてきた真白は、興味深そうに雑貨屋の中を見回してる。真しん鍮ちゆう製のスタンドに、銅製の象の背中に載のった香こう炉ろ。地元市町村の名前がプリントされたＴシャツ。壁かべのポスターには『地元出身者の作品を集めてみました』って書いてある。何人かのお客が店の中にいるけど、そのほとんどが女性だった。

「……綺き麗れい」

　真白は壁かべ際ぎわのガラスケースに手をついて、うっとりと中を覗のぞき込んでる。

　僕はさりげなく真白から離はなれて、店の入り口脇わきに待機する。

　真白は何を見てるんだろう。ガラスケースの中には水すい晶しよう玉だまや銀細工、アクセサリーが並んでる。どれを気に入ったのか分からないけど、真白は目を輝かがやかせながら、なんだか熱っぽい溜ため息いきをついてる。

　真白は胸を押さえて「うん」とうなずいてから、顔を上げた。

「これ、くださ──」

　肩から提さげたポシェットをおろし、ピンク色の財さい布ふを開いて──。

「──やっぱりいいです」

　まるで世界の終わりを見たような絶望に満ちた声で呟つぶやいた。

　財布の中身が、足りなかったみたいだ。

「じゃあ周す防おうさん、黒乃が身体からだ拭き終わったらケーキ屋に──」

「ああああまあああめえええぐうううううりいいいいいいいいいい」

　絞りすぎてしわだらけになったワンピースを着た黒乃がバックヤードから飛び出してくる。

　目をつり上げて、僕を喰くい殺しかねないすごい形相。なに怒おこってるんだ？

　黒乃は僕の首根っこを摑つかんで店の入り口までダッシュ。真白に聞こえないように僕の耳元にわめき立てる。

「……天巡、生まれ変わって女心研究してみる？」

「……いきなりわけわからないこと言うな」

「デートの記念になにか買ってあげたっていいじゃない！」

「待った。落ち着いて考えなおしてみよう、黒乃」

　そもそも僕たちは文化祭の買い出しに来たんじゃなかったっけ。いや、そうじゃない。黒乃が僕を呼び出したのは昨日現れた少女、ディンタニア＝エシュオンの正体について話をするためだった。いつからデートになったんだ？

「ごめんあれ口実。本当はデート」

　黒乃はあっさり前言撤てつ回かいした。

「だって真白の方があの子より可愛かわいいもん」

　そういう問題じゃない。

「……黒乃、聞いて。あの子は自分のことを〝雑音ノイズ〟って言ったんだ」

　僕は黒乃の腕うでをほどいて、彼女の耳に囁ささやいた。

「…………〝雑音〟？　この世界にあるバグの総そう称しよう？」

「二週間前、あの子は僕の目の前に現れてこう言った。〈教師〉〈恋こい人びと〉〈困こん窮きゆう者〉〈調停者〉の『果実』は、ディンタニアが食べちゃった──って」

「──冗じよう談だんでしょっ!?」

　黒乃が、真白より少しつり上がった目を見開く。

「そんなことできるわけない！　そんなの〝精デイヴ霊アイン〟か〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟でもない限り」

「……二人ともどうしたの？」

　振ふり返ると、真白が不思議そうな顔で、僕と黒乃を見ていた。

　黒乃は、ばっ、と僕から離れ、ごまかすように手を振って、

「あのね、天巡が真白の欲しいものプレゼントしてくれるって！」

　とんでもないことを言った！

「……ち、違ちがっ！　そんなこと言ってな──」

　きらきら　うずうず

　真白の夢見るような大きな目が、僕をまっすぐに見ていた。

　胸に掌てのひらを当てた、全身全ぜん霊れいでの喜びの表現。飛びつくのを我が慢まんしてるような。

「……そんなに高価たかくないなら、足りない分だけ出すけど──いい？」

　輝く視線に気け圧おされて、僕は思わず頷うなずいてしまった。

　最近、真白たちのペースに逆らえなくなってるような気がする……。

「は、はいっ！」

　かくかく、と頷く真白。

　店員さんがガラスケースから小さな木箱を取り出し、真白に差し出した。

　真白は中身を摘つまんで、右手の薬指にはめ込む……ちょっと待った。

　確かく認にんしなかった僕が悪いんだけど、よりにもよって指輪ですか周防さん。

「あ、サイズぴったりです」

　花がほころんだみたいな笑え顔がおを見せる真白。

　どくん、と心臓が鳴った。ひきょうものだった。そんな顔見せられたら、今いま更さら駄だ目めだなんて言えない。でも、そんなに高くないし、右手にはめる──ファッションリングっていうんだっけ。そういうアクセサリーだからどうってことないのかもしれない。

　でも……なんだろう、この背中を這はい上のぼってくる嫌いやな予感。

「はい決定。男の子なんだから今いま更さらぐだぐだ言わないのっ！」

「……うぅ」

　僕は財布から千円出して真白に手て渡わたした。

　僕が出した千円と、真白の財布の中にあった二千円。合わせて三千円也なり。

「真白、それ、大切にしないと駄だ目めだよ」

　幸せそうに木箱を抱だきしめる真白に、黒乃がささやきかける。

「うんっ。天巡くんに初めてプレゼントを貰もらいましたって、日記に書いておくから大だい丈じよう夫ぶ」

「あと、代わりに天巡すごいこと要求するつもりみたいだから」

「うん。天巡くんに初めてすごいこと要求されましたって、日記に書いておくから──」

「してないし書かなくていいです周防さんっ！」

　僕は慌あわてて、夢見ごこちの真白に変なこと吹ふき込んでる黒乃の口を押さえた。




　　　　５




　真ま白しろの中にあったはずの〝端ガジエ末ツト〟としての情報は、全部『補正プログラム』である黒くろ乃のの中に移動している。これは真白がバグっても、『繁はん殖しよく』のためのプログラムを維い持じしようとする〝端末〟としての本能のせいだった。

　だから〝雑音ノイズ〟の情報も、黒乃の頭の中にしかない。

　僕たちはアーケードにある、ケーキ屋の列に並んでる。

　真白は僕の隣となりで、指輪が入った箱を抱きしめてる。黒乃は僕の後ろでこめかみを押さえながら、小声で僕の耳に、〝雑音〟についての情報を囁く。

「……私が持ってる〝雑音〟についての情報は三つだけ。

　一つ目、〝雑音〟は終わらない無限舞ぶ台たいの中で生まれたバグ。バグのせいで生まれてきた人間のこと。

　二つ目、人間よりちょっと上の能力、共感能力──要は、〝雑音〟同士のテレパスね。そういう能力を持った人たちのこと。

　そして三つ目、〝雑音〟を組織化しようとして首を落とされた、魔ま術じゆつ師しアグシーダって人のこと」

『魔術師アグシーダ』──聞いたことがあるような気がする。

　二週間前、ある人から押しつけられた〝流転メタフ骨牌エシス〟。あれに関係してる人のはずだ。

〝流転骨牌〟は〝端末〟を象かたどった十八個の駒こま。

　この世界の成り立ちを把は握あくするために、魔術師が作ったもので、駒のひとつひとつが〝端末〟に対応している、という話だった。戦いのあと元の持ち主に返したけれど、そのうちの一つ〈壊かい体たい者〉だけは、僕の家に隠かくしてある。

　元の持ち主が〈壊体者〉の駒を見たら、自分が何者だったのかを思い出すかも知れない。そう思ったから。

「そしてその弟子でし。魔ま女じよケルトファリア。百本の剣けんに串くし刺ざしにされて息絶えた魔女。駄目ね──私が持ってる情報はそれくらい」

「〝雑音〟って、いつからこの世界にいるんだ？」

「はっきりとは分からないの。確か〝雑音〟に支配された魔ま都──えっと、ゴモラ？　ソドム？　その国が〈断罪人〉に滅ほろぼされたってデータが──私の中に残ってるけど」

「……それって神話の話じゃないのか？」

「確かソドムとゴモラの支配階級が〝雑音〟だったんだと思う。〈角笛を吹く精せい霊れい〉はそれが許せなかった。だから〈断罪人〉を派は遣けんした。〈断罪人〉の振ふりかざす大剣の一いち撃げきで都市は崩ほう壊かいして、〈角笛を吹く精霊〉が火山を噴ふん火かさせて、溶よう岩がんと硫い黄おうで住民皆みな殺ごろしにしたんだって。

　次に歴史上に〝雑音〟が浮ふ上じようしてくるのは十四世紀。魔術師アグシーダの時代。

　ただ、アグシーダは当時のフランスに〝雑音〟の拠きよ点てんを作ろうとして、結局処しよ刑けいされちゃったんだけど」

「その跡あとを継ついだのが魔女──ケルトファリア？」

　だんだん話についていけなくなってる。ソドムとゴモラって──聞いたことあるけど、本当の神話の時代の話だ。それが僕たちの現い在まに関かかわってくるなんて言われても、正直理解できないし、現実感もない。

「ケルトファリアが死んだのは十七世紀。魔ま女じよ狩がりの時代。

〈角笛を吹く精霊〉が直接手を下したって言われてるけど……正直、それ以上はわかんない」

　僕たちは言葉を切った。

　小声で話す僕と黒乃を、真白が不思議そうに眺ながめていた。

　ケーキ屋の列が動きだす。

「黒乃は〝雑音〟は敵だと思う？　それとも味方だと思う？」

　真白が前を向いた瞬しゆん間かん、僕は背後の黒乃に問いかける。

「わかんないわよ、そんなの」

　黒乃は湿しめった黒くろ髪かみを撫なでながら、唇くちびるを尖とがらせる。

「わかるのはね、天あま巡めぐりは〝雑音〟の女の子なんかより、真白を大事にしなきゃいけないってこと。ほら」

　とん、と黒乃が僕の背中を押した。

「きゅむっ！」

　僕の腕うでが真白の背中に当たり、つんのめった真白の手から指輪の箱が飛び出しそうになる。

「わ、わわわっ」

　お手玉しながらなんとか箱をキャッチする真白。溜ため息いきをついてから僕の方を振り返り、少し、ためらってから。

「そういえば、天巡くんに聞きたいことがあったんです」

「……え？」

「すごく変なことなんですけど、いいですか？」

　なんだろう。すごく、真しん剣けんな顔してる。

　僕は思わず頷うなずき返す。

「昔の話なんですけど──」

「何歳まで従妹いとことお風ふ呂ろに入ってましたか？」

「うん。そうなんです。リトちゃんと一いつ緒しよにいつまで──って違ちがいますっ！　黒乃、邪じや魔ましないで！」

　僕の後ろで舌を出す黒乃を、真白は頰ほおを膨ふくらませて睨にらみつける。

「ち、違うんです。そういうことじゃなくて、その」

　真白は上うわ目め遣づかいで僕の顔をじっと、見た。

「五年前の冬、誰だれかと川に飛び込んだことってないですか？」

　────────はい？

　冗じよう談だんかと思った。

　でも、真白は唇を結んで、まっすぐ僕を見てる。

　五年前の冬──って、僕の妹のほのかが死んだのと同じ時期。

　あの頃ころの記き憶おくは混こん沌とんとしてて、よく思い出せない。ほのかの死を目まの当たりにしたショックで倒たおれて、僕は一週間以上、下手へたすれば死ぬような熱を出してたらしいから。

　ほのかの死の前後のことは、よく覚えていない。

　父さんも母さんも、叔母おばさん──楓かえでさんも、思い出させようとはしなかった。

　でもどうして、真白がそんなこと聞いてくるんだろう。

「……川に飛び込んだことなんかないけど？」

　僕の言葉に真白は胸をなでおろし、溜息をついた。

「……よかった、やっぱり夢だったんだ」

「なにが？」

「う、ううん！　なんでもないですっ！」

　真っ赤になって手を振る真白。

「それよりケーキ、なに食べますか？　花か壇だんちゃんの情報だとここはストロベリータルトがおすすめみたいです。もしよかったら半分こして『あーん』って──」

　真白が言いかけた瞬間、僕の上着のポケットで、携けい帯たいが震ふるえた。

　開くと、メール着信の表示。

　差出人の名前はなし──本文は──。




『心せよ、開演のベルは鳴った』




　瞬間、アーケードがざわめいた。

　アスファルトで覆おおわれた地面に、一いつ斉せいに青い花が芽め吹ぶいた。

　背中に寒気が走る。

　ラベンダーに似たかたちの花びら。高さは僕の膝ひざくらい。ぴき、とアスファルトに亀き裂れつが走る。アーケードの通路、全すべてを覆い尽つくすような青い花たち。

「──周す防おうさん！　黒乃！」

　来たんだ。〝端末〟が、来た。僕たちを──狩かりに。

「アーケードの外へ逃にげろ！　早くっ!!」

　油断してたわけじゃない。いつか来るとは思ってた。だけどこんなに早く？　いや、違う。もう二週間も経たってる。そろそろ──って思いながら、考えないようにしてた──？

　ぱちん、と花が一斉にはじけた。花弁から、透すき通とおった球体が浮うかび上がる。アーケードのぼんやりとした光を映すシャボン玉のようなもの。

　その中に、膝を抱かかえた白い生き物がいた。背中にはトンボのような羽根。天てん井じようまでの空間を埋うめ尽くすほどの、光る球体の群れ。その中で生き物たちが全員同時に目を見開いた。

　血のような赤に染まった、巨きよ大だいな複眼を。

　それはカブトムシのような鎧よろいをまとった、赤い目の『妖よう精せい』たち。

　でも絵本に出てくるような可愛かわいい生き物じゃない。大きさは子犬くらい。両手は鎌かまになってるし、口は顔の半分を覆い尽くすように裂さけて、無数の犬歯がそこからはみ出してる。

　そして僕の足あし下もとで、青い花が枯かれていく。

「なんなんだよこれはっ!?」

　超ちよう越えつ者・創造者・教師・政治家・恋こい人びと・断罪人・放ほう浪ろう者・英えい雄ゆう・困こん窮きゆう者・調停者・夢想家・心配症しよう・人形使い。そして──角笛を吹ふく精せい霊れい。

　これは──どの〝端末〟の能力なんだ!?

「真白こっち！　天巡も早くっ!!」

　僕たちがさっき入ってきた小道。一番近いアーケードの出口へ、僕たちは走り出す。途と中ちゆうで黒乃が立ち止まる。僕たちに手ぶりで「先に行って」と示す。背後を守るつもりか──でも。

「きゅわああああああああああっ！」

　小道に飛び出そうとした真白が急ブレーキをかける。つんのめって倒れそうになる背中を、僕はぎりぎりで抱だき留とめる。真白は震える腕うでで、目の前の空間を指さした。

　そこにあったのは、『妖精』が集まって出来た壁かべだった。

　まるで誰だれかが計算して並べたように、均等に隙すき間まを空けてホバリングしながら、僕たちに赤い複眼と鎌のような腕を向けてくる。アスファルトすれすれから、二階くらいの高さまで──まるで巨大な蚊か柱ばしらだった。

「『妖精』で出来た壁ってことは、〈創造者〉の能力!?」

　僕たちの背後で黒乃の声がした。胸むな元もとの十じゆう字じ架かを握にぎりしめ、歯は嚙がみしながらこっちを見てる。

　アーケードで悲鳴が上がっていた。

　ケーキ屋に並んでいた人たちは散り散りに、頭を押さえてテーブルの下に隠かくれてる。アーケードに浮かんでいる『妖精』の数は百──二百──もっといる。

　あいつらはまだ何もしていない。甲かん高だかい羽音を鳴らして浮かんでいるだけ。血のような赤い複眼を巡めぐらせて──たぶん、僕たちを見てる。

「天巡、真白を連れて逃げて。こんな奴やつらハートブレイカーで黒こげにしてやるんだから！」

　黒乃は真白に──それから僕に顔を向け、真剣な口く調ちようで告げた。

「いい？　分かったよね？　振ふり返っちゃ駄だ目め。

　この世界で真白のことを託たくせるのはあんただけなんだから、しっかり守って」

「……無む茶ちや言うなよ」

「無茶なんか言ってない！」

「黒乃一人だけ残して逃げられるわけないだろ!?」

「天巡はこの世界の切り札なの！」

　黒乃は髪かみを振り乱みだして叫さけんだ。

「天巡の『じぇのさいどぱっくん』は〝端ガジエ末ツト〟の『果実』を──真白をいじめるこの世界のシステムそのものを壊こわせるんじゃない!?　だから、私はここで背後を守る。私のことはどうでもいいの！　あんたは真白の幸せだけを考えてればいいんだってば!!」

　黒乃は胸元の十字架を引きちぎるように外した。

　ぶん、と振ると、光る白銀の剣けんが姿を現す。

　少女と、木の枝と根のレリーフが施ほどこされた鞘さや。細身のショートソード。

　適格者が使えば、灼しやく熱ねつを帯びる刀身が姿を現すという〈生命体〉のオプション。

　魔ま剣けん、ハートブレイカー。

「『妖精』は私がなんとかするから、真白と天巡は立ち止まらないで逃げるの──いい？」




「否いな。ここを抜ぬけ出せるのは世界の秘密を知らぬ、無知なる〝普エ通キのス人ト間ラ〟のみ」




　アーケードを覆おおい尽つくすように飛び回っていた『妖精』たち。

　それが一いつ斉せいに、空中で停止した。

　頭を抱えてうずくまる人たちに逃げ道みちを示すように、壁かべ際ぎわへと退いていく。

　足が動かなかった。逃げ道が、目の前にあるのに。

　トンボのような羽根を振しん動どうさせている『妖精』。店の壁に張り付くようにホバリングしながら、赤い複眼だけをまっすぐ──僕たちに向けている。

『ここを抜け出せるのは世界の秘密を知らぬ、無知なる〝普通の人間〟のみ』

『妖精』を操あやつっていた乾かわいた声。

　無知なる〝普通の人間〟の中に、たぶん僕たちは入ってない。

「逃げなさい真白、天巡っ！」

「逃げようとはせぬように。イレギュラー、〈生命体〉、『補正プログラム』よ。そのようなことをすれば、『妖精』はここにいる全すべての〝普通の人間〟を食い尽くすことになろう」

「イレギュラーって……僕のことか？」

　空中から流れてくる声に、僕は思わず問い返していた。

「他ほかに誰だれがいる？　バグを起こした〈生命体〉に愛され、〈慈じ母ぼ〉を従え、更さらにはこの世界より〈壊かい体たい者〉を消しよう滅めつさせた。管理者たる〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉を傷つけ、その『運命規定』さえも通じなかった。

〝精デイヴ霊アイン〟の編み上げた法則ルールよりはみ出した逸イレ脱ギユ者ラー。

〈角笛を吹く精霊〉は汝なんじを、そう呼ぶことにしたようじゃ」

　答えなんか期待してなかったのに、乾いた返事がアーケードに響ひびき渡わたる。

　僕はただ、生き残るためにじたばたしていただけなのに。

『イレギュラー』？──〝端末〟の間では、そんな名前で呼ばれてるのか？

「──うぁ」

　僕は口を押さえた。

　喉のどの奥から何かがこみあげてきそうだった。〝傷ペイン〟に取り憑つかれた僕はもう〝普通の人間〟扱あつかいされてない。分かってたつもりなのに。

〝普通の人間〟に戻もどりたい。

　真白と、黒乃を傷つけない方法で。

　壁際に引いた『妖よう精せい』たちが攻こう撃げきしてこないのを見て、アーケードにいた人たちが動き始める。頭を抱かかえて伏ふせていた人たち。パニック状態で店のガラスを叩たたき続けていた人たち。携けい帯たいを握にぎりしめて叫んでいた人たち。みんなばらばらに立ち上がり、アーケードから逃にげていく。

「ほら、さっさと往ゆかぬか。さもないと喰くらってしまうぞ！」

　乾いた声が響き、みんなはじかれたように走り出す。

　足が震ふるえ出すのを止められない。僕の背中にしがみついてる真白の柔やわらかい身体。僕の前で鞘に包まれたままのハートブレイカーを構えている黒乃。二人がいなければ──たぶん叫びながら『妖精』の群れの中に飛び出してる。

　僕は右みぎ腕うでの袖そでをめくった。

　二の腕うでの外側にあるアザ──髪の長い少女と、それを取り囲む枝と樹きの根。枝先から鈴すずなりになった十五個の木の実。

　対『端末』の切り札──〝傷〟。

　こいつが動き出すたびに痛くて──自分が〝普通の人間〟じゃないって思い知らされる。

　──使いたくないのに。

『妖精』たちが動き出す。僕たち以外の人間が誰だれもいなくなったあと、アーケードの出入り口に集まりはじめる。外からこっちを見ている〝普通の人間〟の視界を塞ふさぐように、天てん井じようまで続く『妖精』たちの壁かべが生まれていく。

　僕たちは──閉じ込められた。外の様子も、もう、分からない。

　残りの『妖精』たちは、アーケードを縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回っている。

「さて、邪じや魔ま者ものは消えたようだ。交こう渉しように移ろうか、イレギュラーよ」

　人のいなくなったアーケードに声が響いた。

「──交渉？」

「儂わしは殺さつ戮りくを担当する〝端末〟ではない。問答無用で攻撃はせぬよ。今、姿を見せよう」

　アーケードの天井近く。そこから、ひときわ大きなはばたきが聞こえた。

　空気が、ゆらいだように見えた。

　瞬まばたきする間に、二枚の翼つばさを生やした人間が、アーケードの天井を支える鉄骨の上に出現していた。翼は周囲の景色を映しながら、その人の身体からだを包み込んでいた。まるで保護色のように。

「美しかろう？　これが機能美というものじゃよ。イレギュラー」

　三角形の巨きよ大だいな翼を広げ〈創造者〉がアーケードの中央に舞まい降りる。

　背中から生えた──巨大な翼──？

　違ちがう、生えてるんじゃない。よく見ると翼の根元から触しよく手しゆのようなものが伸のびて〈創造者〉の身体に絡からみついてる。〈創造者〉の身体を覆ってるのは漆しつ黒こくのローブ。触手はその上から〈創造者〉をがんじがらめにしてる。胴どう体たいも、足の付け根も、肩かたも。

　でも〈創造者〉は、笑ってる。切れ長の、青い眼球を細めて。

　女性だと思う。胸がふくらんでる。真っ赤な髪かみの毛けが八方向に螺ら旋せんを描えがいてる。

　だけど──気持ち悪い。

　背中に異形のクリーチャーを取り憑かせてるのに、どうしてこいつは、笑ってるんだ？

「いかにも。儂の名は〈創造者〉。

〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟に最も近く、この世界に進化をもたらす者」

〈創造者〉は両手を胸に当て、僕たちに頭を下げた。

「〈創造者〉は神を模も倣ほうし、新たなる生命・技術を作り出す〝端末〟。

　イレギュラーに願いがあり、〈角笛を吹く精霊〉より早くこの場に舞い降りたる次し第だい」

　若い女性の姿には似つかわしくない嗄かれた声で、その人は呟つぶやいた。

　僕は真白を背中に張り付かせたまま、じり、と後ずさった。

　こいつは、僕たちとは別の生き物だ。

〈創造者〉の背中には三角形の、半はん透とう明めいの羽根。

　奴やつが笑うと、羽根と触手だけのクリーチャーも身体を震わせる。

「儂わしが作り出したのは機能美を追求した疑ぎ似じ生命体。疑問を持たずに、役目を一いち途ずに果たす者共。彼らを愛いとしいとは思わぬか？　イレギュラーよ」

「……近づくな」

「この機能美が分からぬと見える。〝端末〟もそうであろう？　本来はこやつらのごとく、疑問を持たずに役目を果たすべきもの。

　儂は〈創造者〉に生まれたことを誇ほこりに思うのよ」

　滔とう々とうと語る〈創造者〉の目は──青い。

『衝しよう動どう』が発動してるわけじゃない。こいつは、本気で言ってるのか？

〝端末〟に生まれて良かったって、本気で？

「我が『衝動』は『創造衝動』。新たなる素材を見つけると、それを研究したくて仕方がなくなるのじゃよ」

〈創造者〉は突とつ然ぜん、熱い息を吐はき出し、ローブに包まれた身体をくねらせる。

「教えてくれぬか？　どのようにして〝傷ペイン〟を手に入れた？　〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟に会ったのか？　その一部始終を教えてくれぬか？　さすれば今回は汝なんじを見み逃のがしてやるが、どうじゃ？」

　同時に、周囲に浮うかぶ複眼と裂さけた口を持つ『妖精』たちが動いた。

　アーケードの柱、天井、蛍けい光こう灯とう、ベンチ──目につくものに取り付いて、歯を立てていく。齧かじり取られて粉になったものが、ほこりっぽいアーケードを舞う。

「くれるのか？　くれぬのか？　儂とは話もしてくれぬのか？　つまらぬのぅ」

　飛び回っていた数匹ひきの『妖よう精せい』が軌き道どうを変えた。

　凶きよう悪あくな牙きばをむきだして、勢いよく──降ってくる!?

「……うわ、あああああああああっ!!」

　僕は真白と黒乃の頭を摑つかんで押さえつけた。『妖精』は弾だん丸がんのように店の自動ドアに突つっ込んだ。ぱりん、とガラスの破は片へんが飛び散る。ガラスに激げき突とつした瞬しゆん間かん、『妖精』の身体はひしゃげて、折れて、透とう明めいなかけらになってはじけ飛ぶ。

「欲しいのぅ。イレギュラーの右みぎ腕うでにある〝傷〟が。それがあれば儂の研究はどれだけ進むことか。神の被ひ造ぞう物ぶつと肩を並べるほどの生物が作り出せるだろうに。

　こんな一日しか生きられぬ疑似生命体ではつまらぬ。もっと、もっと、もっともっともっともっともっともっと素材を！」

　飛び交かう『妖精』の群れの中、〈創造者〉の金切り声が響ひびき渡わたる。

　ぎゅっ、と真白が僕の手を握にぎった。

「あ、あたしには、難しいことは分かりません」

　真白が叫さけんだ。

　僕の手を強く──痛いくらい握りしめたまま、真白は大きな瞳ひとみで〈創造者〉を睨にらみ付ける。

「〝端末〟って言葉の意味だってよく分かってないです！　でもっ!!　天巡くんと黒乃を巻き込むのはやめてっ！　あたしがあなた達の言う壊こわれた〝端末〟なら、あたしだけを殺せばいいじゃないっ!!」

「自分の『衝動』に気づくこともできぬ〈生命体〉がたわごとを言うておる」

　巨きよ大だいな羽根をひらめかせながら、〈創造者〉が歯をむき出し、ききき、と笑う。

「儂わしが欲しいのはイレギュラーの右腕にある〝傷〟。汝など『妖精』の餌えさにして──」

「ごめん天巡！　手伝って！」

　不意に横から、黒乃の手が伸のびてきた。

　僕の襟えり首くびを摑んで、ぐい、と自分の方に引き寄せる。

　真白とは違ちがう、ちょっとだけきつい目が僕を見た。

「……な、なに？」

「これは生き残るための手段。私はこれから、自分をだますの。自分に噓うそをついて生き残るの。

　天巡──ハートブレイカーの使い方を覚えてる？」

　黒乃は僕に向かって、鞘さやに包まれた銀色の魔ま剣けんを突き出す。

　髪の長い少女と、彼女を囲む樹きの枝と根の形をしたレリーフが、ハートブレイカーの鞘を飾かざっている。僕の右腕の〝傷〟にあるのと同じ、〈生命体〉を象かたどったもの。

〈生命体〉の〝端末〟は長く繁はん殖しよくを続けられるように、人より優すぐれた生命力と五百年の寿じゆ命みようを持っている。だけど身体からだは長生きでも、心は愛する人との出会い、別れに疲つかれ、壊れていく。

　ハートブレイカーは〈生命体〉の人生を終わらせるための魔剣。

〈生命体〉の最さい期ごをドラマティックに演出できるように──ハートブレイカーは、真白に嫉しつ妬としている女性しか使えない。

　美の結けつ晶しようである〈生命体〉に恋こい人びとを奪うばわれたり、〈生命体〉のせいで好きな人に振ふり向むいてもらえない女性。それが、ハートブレイカーの適格者。

「前回の戦いの時、少しだけ試ためしてみたの。私が、真白に嫉妬できるかどうか」

　黒乃は僕を睨んだまま、耳元にささやきかける。

「少しだけ使えたの。本当はね、この剣けんは真白を殺すためにしか使えない。でも、〈侵しん略りやく者〉の『嚙かみ砕くだくもの』を一いつ匹ぴきだけ倒たおすことができた。きっと、本体の真白がバグってるから。ハートブレイカーもバグってるんだと思う。

　だけどすぐに冷めちゃったの。灼しやく熱ねつの刃やいばは」

「……だ、だって、黒乃が周防さんに嫉妬する理由なんかないだろ？」

　黒乃は真白をサポートするために生まれた『補正プログラム』。黒乃が一番大切にしているのは真白だし、他ほかに黒乃が好きな相手なんか──。

「だから、試してみる。私は自分をだますの。

　今だけ──私は天巡の彼女だって思い込むことにするの」

　僕の首筋に──奇き妙みように熱い、黒乃の息がかかる。

　なにが起こったのか、わからなかった。

　目を閉じた黒乃が僕の顔を両手で挟はさみ込んで、引き寄せて──。




　ちゅ




　頰ほおに、柔やわらかなものが触ふれた。

　それは少し湿しめった、冷たい唇くちびる。

　舌が、頰を舐なめたのがわかった。黒乃の身体が──びくん、と、震ふるえたから。

「きゅ、きゅむううううううっ!?」

　僕の背中で真白がとんでもない悲鳴をあげる。

　僕も変な声が出そうだった。

　だって、黒乃が、僕の頰にキスをしてるんだ。

　なんで──どうして？　嫉妬するため？

　でも僕にしたってどうしようもないだろ？　嫉妬してるって思い込む──？

　暗示をかけて、無む理り矢や理り、ハートブレイカーを起動するってことなのか。

「く、黒乃、なにしてるの。天巡くん、あの、その、駄だ目めだめだめだめ駄目ええええっ！」

　ぐえ

　僕の首にしがみつく真白。でも、周防さん、首、しめすぎ。息が──。

「これ全部噓だから。あんたは真白のなんだから」

　黒乃は鞘のままのハートブレイカーを握にぎりしめて立ち上がる。

　頭上を飛び回る『妖よう精せい』たちが、一いつ斉せいに黒乃に顔を向ける。

「キスしたのはただの手段。今だけ──私は真白に嫉妬してることにするの」

「……黒乃に、そんなこと出来るのか？」

　だって、黒乃は生まれてからまだ二週間しか経たってないんだ。

　人前でも平気で脱ぬぐし、好きって感情も知らないと思う。

「そういう脳内設定にするの！　思い込むの！　ハートブレイカーが使えるように！」

「わかるけど──いきなりこんなことしなくたっていいだろ!?」

「なんでもするの私は！　どうにかするの！　それでいいの！

　だって私は真白のために生まれた『補正プログラム』なんだからああああっ!!」

　ぶん、と、黒乃の左手に握られたハートブレイカーが、ぶれたように見えた。
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　白銀の鞘が弾はじけ飛ぶ。

　砕け散った鞘さやの破は片へんが、黒乃の足元で蒸発する。

　赤く灼熱する刀身。それがすぐに、白い光を放ち始める。

　剝むき出しになった刀身を走る雷らい光こう。

　剣の太さはもうわからない。黒乃の腕うでよりも太く、それ自体が振しん動どうしながら肥大化していく。

　あれが──ハートブレイカーの正体？

　強大な再生能力を持つ〈生命体〉を殺すための剣。

　僕は知らない間に真白を抱だきしめていた。過去の〈生命体〉は、あんなもので殺されてきたのか？　プラズマ化した刃と、それを覆おおう雷光で黒こげにされてきたのか。なんで、そこまで神の夢を盛り上げなきゃいけないんだ!?

「いくよ！　はあああああと！　ぶれいかあああああああああああっ!!」

　掲かかげた剣を黒乃が真横に振る。刀身が雑貨屋のガラスに触れる──瞬しゆん間かん、窓が泡あわ立だち、弾け飛ぶ。その上にとまっていた『妖精』が、羽根を振動させて飛び退のこうとする。けど、巨きよ大だいな雷光に巻き込まれた。羽根が焼け、複眼が溶とけていく。

「真白！　天巡いいいっ！　逃にげろって言ってるでしょばかああああああぁっ!!」

　頭だけになった『妖精』が床ゆかに転げ落ちる。耳みみ障ざわりな羽音と共に逃げまどう『妖精』たち。ハートブレイカーの一ひと振ふりで十匹ぴき。二ふた振ふりで三十匹。黒こげになって落ちてくるのは、まだましだった。ほとんどの『妖精』は死体も残さず消しよう滅めつしていく。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

〈創造者〉が奇き声せいを上げて飛び退く。黒乃は長い黒くろ髪かみを振ふり乱みだし、奴やつを追いかける。自分の武器が生み出す熱気で完全に乾かわいてしまったワンピースの裾すそをひるがえして、アスファルトの地面を蹴ける。

　そして黒乃はハートブレイカーを、〈創造者〉の頭上へ振り下ろした。

「つ、つつ、『翼つばさあるもの』よ、楯たてとなり、儂わしを守れええええっ!!」

　固まったように笑えみを浮うかべたまま、〈創造者〉が絶ぜつ叫きようする。背中に張り付いていたクリーチャーの翼が伸のびて──〈創造者〉を包み込み、ハートブレイカーを受け止めた。

　ローブに絡からみついていた触しよく手しゆがほどけ、左右に分かれた翼が、宙に浮かぶ楯に変わる。

「ふ！　ふふふぅ。はははっははあぁあ！

　わ、儂の『翼あるもの』は防ぼう御ぎよ力だけは高いからの、消し去るのは手間じゃろうて！」

「変な生き物ばっかり！　もっとメカっぽいの使いなさいよ！　このいんちき発明家！」

　黒乃は髪かみを振り乱し、宙に浮かぶ楯にハートブレイカーを叩たたきつける！

「洗練された技術はより純じゆん粋すいなる生命に近づいていくもの。それに変な生き物はお主も同類であろう？　『補正プログラム』！」

「うるさあああああああああいっ!!　私のことなんか関係ないでしょっ!!」

「儂はただ生命の秘密を極きわめ、不死の〝端末〟になりたいだけじゃ。永遠に神の夢に付き合う〝端末〟がいるというのも、悪くはなかろう？」

「そういうのが気持ち悪いっていうのっ!!　私の大事なひとに手を出すなああああああっ!!」

「──鬱うつ陶とうしいのぅ。往ゆけ、『突とつ撃げき部隊』」

〈創造者〉のローブの前が開き、『妖精』のものとそっくりな茶ちや褐かつ色しよくの鎧よろいを着込んだ女性が姿を現した。そして、ローブの内側でうごめいている無数の──。

　人の腕ほどの太さがある角と目玉と、小さな翼を生やしただけのクリーチャー。

　身体はうごめく粘ねん土どの塊かたまり。鼻も口もない。

　一斉に穂ほ先さきのような角を黒乃に向けて──震ふるえて──。




『食ベテイイ？』




「ごめん──周防さんはここにいて！」

「あ、は、はいいっ!!」

　僕は黒乃に向かって走り出す。真白を、巻き込まないように。

　右みぎ腕うでの袖そでをめくる。二の腕の外側に、ハートブレイカーの鞘にあるレリーフと、同じかたちのアザがある。黒い、影かげ絵えのような少女と、それを取り囲む樹きの根と枝。そして枝から垂れ下がる、十五個の木の実。

　僕は〝傷〟が恐こわい。あいつの正体が何なのかまだ分からない。上手うまく扱あつかえる自信もない。

『──食ベテイイ？』

　声が聞こえる。

　──〝傷〟は、〝端末〟の脳内にある『果実』を喰くらうもの。

『〈創造者〉の「果実」』

　身体が震え出す。〝傷〟を使った時の激痛を覚えてる。でも、迷ってる時間なんかない！

「『補正プログラム』に存在価値はあるまい？　穴だらけにしてやれ『突撃部隊』よ」

　冷めた声で〈創造者〉が呟つぶやく。

　──間に合え！

〈創造者〉のローブの内側から、角の生えたクリーチャーが飛び出した。




「〝傷〟！　喰っていい！」




　僕の右腕の〝傷〟がはじけた。

　吹ふき上がる、赤い鱗りん粉ぷん。それが空中で人のかたちに変わる。

　真白に似ている。黒乃に似ている。

　けれど人間には見えない。

　透とう明めい感かんのある、青白い肌はだ。炎ほのおのようにゆらめく赤い髪。

　血を宿した、赤い眼球。

「……天巡!?」

「いいから避よけろ黒乃っ！」

　黒乃の手からハートブレイカーが離はなれる。雷らい光こうが消え、白銀の鞘さやがハートブレイカーの刀身を覆おおっていく。

　僕は黒乃の腕うでを引き、真白よりも少し冷たい身体に覆いかぶさる。

　黒乃が〝傷〟に触ふれないように。

『キュイイイイイイイイッ!!』

〝傷〟は僕の身体を乗り越こえ、獣けもののような姿勢で〈創造者〉に向かって駆かけ出す。黒乃を狙ねらっていた『突撃部隊』たちが目標を見失い、〝傷〟に殺さつ到とうする。黒い粘土のような『突撃部隊』の身体。人の腕ほどの太さがある角が〝傷〟を串くし刺ざしにしようとする。でも──。

『美オ味イシクナイイイイイイイイイッ!!』

　じゅ、と、音を立てて、〝傷ペイン〟に触れた『突撃部隊』たちが蒸発していく。

〈創造者〉の顔色が変わった。顔は笑うかたちに固まったまま、僕と〝傷〟に背を向けて──逃にげようとしてる？

　それでもいい。殺したくない──壊こわしたくない。僕は誰だれも。

　でも──ここで逃がしたら──またこいつは僕たちを襲おそいに来るのか!?

『突撃部隊』を蒸発させた〝傷〟が飛び出す。楯たてになっていた翼つばさだけの化け物が〝傷〟の前で大きく翼を広げる。だけど〝傷〟の足が止まったのは一いつ瞬しゆんだけ。

　まるで薄うす紙がみをはぐように、〝傷〟は翼だけの化け物を蒸発させる。

『食ベテイイ？　〈創造者〉ノ「果実」』

〝傷〟の声が聞こえる。青白い身体の中でうずいている空腹感が、僕にも伝わって来る。

　寒気がした。

　また少しだけ、僕は〝普通の人間〟から別の生き物に変わっていく。

「いいっ！　喰っていい！　行けっ!!」




「『運命規定』。〝普通の人間〟が制作した名もない剣けんを打ち出し、〝精霊〟のシナリオから外れたイレギュラーの使い魔まを串刺しにせよ」




　アーケードに、冷めた声が響ひびいた。

　ざくん

　視界に赤い鱗粉が散った。







　　　　６




　天てん井じようから突とつ然ぜん落ちてきたもの──あれは、なんだ？

〝傷ペイン〟の首の後ろから喉のどまでを貫つらぬいたもの。

　飾かざりひとつない、木製の柄つかがついた、鈍にび色いろの剣。

「がああああああああああああああああああああああああっ!!」

　──叫さけんでる。誰が──僕が？　右みぎ腕うでが、熱い。なんだこれ。痛み──痛みだとすぐには分からないほどの激痛。右腕から──背中へ。心臓が止まりそうなほど──痛い。痛い。熱い。痛い。こわれる。神経が焼き切れる。喉が──声が──がああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!

「──あ、天あま巡めぐりぃっ!!」

「天巡くんっ!?」

　後ろで真ま白しろが、僕の身体からだの下で黒くろ乃のが起き上がろうとする。

「ち、近づくな危ないっ！」

　僕は転がりながら真白たちから離れる。

　アーケードの真ん中。

　齧かじり取られたケーキ屋のテーブルと椅い子す。

　ハートブレイカーで焼かれた『妖よう精せい』たちの死し骸がいと灰。

　その向こうに、二人の人間が立っていた。

　一人はローブをまとい、カールした髪かみを八方向に伸のばした〈創造者〉。

　そしてもう一人はハンチングをかぶった、白い顔でこちらを眺ながめている──。

「……つ、〈角笛を吹ふく精霊〉」

「『運命規定』。更さらに十本の名もない剣を打ち出し、イレギュラーの使い魔を串刺しにせよ」

　淡たん々たんとした〈角笛を吹く精霊〉の声が響き渡わたる。

　風が震ふるえた。

　一秒前まで何も無かった空間──アーケードの天井近くに、鈍色の長ちよう剣けんが現れた。装そう飾しよくもなにもない。まっすぐな両りよう刃ばの刀身に、木の握にぎりと鍔つばがついたもの。数は──わからない。

　確かく認にんする暇ひまなんか、なかった。

　薄うすく錆さびの浮ういた剣は、最初に落ちてきた剣に首を貫かれてうずくまる〝傷〟の身体に──一本残らず──突つき立った。

　両足、背中背中背中、両りよう肩かた、両手、頭──!?

『キュイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイッ!!』

「あぐぁあああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　赤い鱗りん粉ぷんが飛び散る。あれは〝傷〟の──血？

　僕の右腕が赤くふくれあがってる。指先まで。まるで限界まで空気を入れた風船のように。でも、はじけそうなのは意識の方だ。十一本の剣に串くし刺ざしにされて動こうとしている〝傷〟。その向こうで笑う〈創造者〉と──〈角笛を吹く精霊〉。

　どうして──おかしいだろ、こんなの。

〝傷〟は〝端ガジエ末ツト〟の能力で作り出したものは蒸発させてしまうはず、なのに。〈侵しん略りやく者〉の『架か空くう兵士』だって〝傷〟に触ふれて蒸発していった。〈創造者〉が作った角のついた化け物に、翼のついたクリーチャーだって〝傷〟は簡単に消してしまったんだ。どうして──。

　どうして〝傷〟に〈角笛を吹く精霊〉が呼び出した剣が突き刺ささってるんだ？

「〝端末〟の能力は〝傷〟で打ち消せるはずなのに……」

「君の〝傷〟に刺さっているのは、〝普エ通キのス人ト間ラ〟が打った何の変へん哲てつもない剣だ。『運命規定』でこの場に呼び出し、打ち出しただけのこと。

　能力を打ち消したところで、剣の勢いが止まるわけでもあるまい？」

　両手を上着のポケットにいれたまま、あざけるように、

〈角笛を吹く精せい霊れい〉は、ゆっくりと僕たちに近づいてくる。

「君の能力は〝端末〟の能力で生み出したものを消すことができる。

　ならば倒たおすのは簡単だ。〝普通の人間〟が作り出したものを『運命規定』で打ち込めばいい」

　僕の脳のう裏りを、二週間前の出来事がよぎった。

　巨きよ人じん『架空兵士』を操あやつる〈侵略者〉との戦い。あのとき〝傷〟に触れた『架空兵士』は蒸発していった。でも、奴やつが砕くだいて打ち出したコンクリートの破は片へんは消せなかった。そのまま〝傷〟を叩たたいて──ダメージのフィードバックが僕の腕うでに返ってきてた。

　忘れてた？　違ちがう。考えないようにしていたんだ──。

「二週間ぶりかな、イレギュラーの少年」

〈角笛を吹く精霊〉は楽しそうに、ふくれあがった僕の右腕を眺めている。

「名前はこちらで調べさせてもらった。アマメグリ、カケルだったかな？」

「あんたは……〝普通の人間〟に興味はないんじゃなかったのか？」

「既すでに君は〝精デイヴ霊アイン〟にとっては世界に仇あだなすイレギュラーとして認識されている。

　光栄に思いたまえ、アマメグリ・カケル」

〈角笛を吹く精霊〉は、感情のない声で宣言する。

　百年間櫛くしを入れていないような髪。ポケットが大量についた上着から、チョコレートの包み紙がはみ出している。甘党なのか、それともなんとなくポケットに入れているだけなのか。けれど奴の体型は彫ちよう刻こくのように均整が取れていて、無む駄だな肉はほとんどついていない。僕より高い位置にある眼球から、全すべてを見下すような視線を投げかけてくる。

　僕の──敵。

　二週間前、僕と従妹いとこのリトを殺そうとした。〈侵略者〉と〈壊かい体たい者〉をけしかけて真白を襲おそわせた。〝普通の人間〟をゴミのように扱あつかい、バグった〝端末〟は即そつ刻こく消去する。この世界の管理者。〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟に永遠に夢を見続けさせることを願うもの。

〝精霊〟にして〝端末〟──運命を規定する〈角笛を吹く精霊〉。

「珍めずらしい名前だから覚えていた。そう──珍しいね。滅めつ多たにいない」

「……あんたに、覚えてもらいたくなんかない」

「不快なことを言う」

『キュウウウウウウウウウウウ～～～～～～』

　十一本の剣けんに刺された〝傷〟の身体からだが弾はじけた。赤色の鱗粉に変わり、螺ら旋せんを描えがきながら僕の右みぎ腕うでに戻もどってくる。後に残るのはアスファルトに突き立った、鈍にぶく光る剣たち。僕はふくれあがった右腕を押さえてうずくまる。〝傷〟が戻っても、右腕は治らない。

「そう、不快なのだよ。この世界に君のようなイレギュラーが存在することがね」

〈角笛を吹ふく精霊〉はアスファルトから一本の剣を引き抜ぬき、切っ先を僕たちに向けた。

「君は自分が何をしたのか分かっているのか？　君は〈壊体者〉の『果実』を破は壊かいした。故ゆえにこの世界にはもう〈壊体者〉は存在しない」

　覚えてる。〈壊体者〉の『果実』を壊こわしたのは僕だ。

「彼女は既に役目を果たすことができなくなった。私も彼女に興味を持てなくなった。〝端末〟が〝普通の人間〟以下の存在に堕おちたのだ。それはたとえようもなく不幸──」

「……ひ、人殺しの〝端末〟が幸せなわけないだろ!?」

「役目を果たせなくなった〝端末〟が幸せだとでも？」

　伝わらない。

〈角笛を吹く精霊〉と僕は立っている場所が違う。理解できない。こいつは他人を道具としか見ていない。〝普通の人間〟の幸せとか、悲しみとか、つらさとか──たとえ何千ページのレポートにして目の前につきだしたって、こいつには一言だって理解できない。

　誤解しそうになる。

　同じ言葉をしゃべってるから理解しあえる、なんて。

　ずきん

　右腕が熱い。『食ベテイイ？』って、〝傷〟の声が聞こえない。

　眠ねむってるのか──剣に串くし刺ざしにされて──死んでしまったのか──まさか。

「そうだ。正しく役目を果たしている〝端末〟を殺すものは──有害」

〈角笛を吹く精霊〉は真っ赤な目をそらして、不快そうに呟つぶやく。

「君の存在は、私に不快なことを思い出させるのだよ」

「──不快な──こと？」

「ああ、私が数万年の歴史の中で、たった一度だけ犯おかした失敗をね」

「──天巡くんに、手を出したら駄だ目めです」

　ふわ、と、栗くり色いろの髪かみが、僕の頰ほおをなでた。

　剣を突つき出したままの〈角笛を吹く精霊〉の前に、両手を広げた真白が立ちはだかる。

　まるで、僕を背中にかばうように。

　真白の髪が震ふるえている。背中も、腕も、足も。

　僕からは真白がどんな顔をしているのか分からない。

　ただ、真白の足あし下もとに涙なみだの滴しずくが落ちていく。

「どこかにいってください、知らない人！　天巡くんはあたしの一番大切な人なんです！　これ以上傷つけることはあたしが許しませんっ!!」

「どきなさい真白っ！」

　ハートブレイカーを摑つかんだ黒乃が〈角笛を吹く精せい霊れい〉に向かって駆かけ出す。

　瞬しゆん間かん、白銀の鞘さやがはじけ飛び、灼しやく熱ねつの刃やいばが生まれる。

「すまぬな、『補正プログラム』。お主は眠っておれ」

〈創造者〉の乾かわいた声が、〈角笛を吹く精霊〉の背後から響ひびいた。

「……え？」

　黒乃の身体が、すくい上げられた。

　アスファルトの数センチ上。地面すれすれを飛んできた十数匹ひきの『妖よう精せい』たちに、僕も、真白も、黒乃本人でさえ気づかなかった。黒乃がハートブレイカーを振ふり下ろすよりも早く──急きゆう上じよう昇しようした十数匹の妖精が黒乃のみぞおちに食い込み──彼女の身体をくの字に折り曲げて──砕くだけた。

「が、あが──やだ。私、真白を──まもらないと──なのに」

　黒くろ髪かみが羽根のように広がり、黒乃が宙を舞まって、落ちる。

　僕の背後の、アスファルトの上に。

　黒乃の手から離はなれたハートブレイカーから、光が消える。

「──黒乃っ！」

「大だい丈じよう夫ぶ……私は、いいから」

　一いつ瞬しゆん、目の前が真っ暗になった。黒乃は俯うつぶせで倒たおれたまま、微かすかに掌てのひらを上下させた。息は──ある。声も聞こえる。だけど。胸のあたりを押さえてうめいてる。呼吸を整えて、なんとか立ち上がろうとしてる。

　真白が振り返る。その顔が、真っ青になってた。

　ぐしゃぐしゃに泣きながら、全身を震わせて、それでも僕の前から動かない。

「けなげなことだ」

〈角笛を吹く精霊〉は無表情のまま、僕たちを見下ろしていた。

「君も面おも白しろいな〈生命体〉、君はこのイレギュラーのために、命を捨てる覚かく悟ごがあるようだ」

「あ、あります！」

　間かん髪はつ入れずに真白が叫さけぶ。

〈角笛を吹く精霊〉は何を企たくらんでる？

〝傷〟が使えない僕は無力なのに、こいつは僕たちを殺そうとしない。

〈創造者〉は奴やつの背後に控ひかえたまま。『妖精』も黒乃を無力化してからは、全く動いていない。

　考えろ。〈角笛を吹く精霊〉は二週間前、〝傷〟に片足をもがれた。正確には『汚お染せんされる』って叫んで、自分から切り落としたんだけど──それはしっかり、再生してる。でも、こいつは間ま違ちがいなく〝傷〟のことを警けい戒かいしてる。

「あたしは──天巡くんが生き残れるならどうなったっていいんです」

　真白は肩かた越ごしに、僕に向かって優やさしい視線を向けて──泣いてる。

「あたしは、天巡くんのことが、自分よりずっとずっと大切なんですから……」

　でも、真白が死んだら、黒乃も消える。

　僕だって──どうなるかわからない。でも、問題はそんなことじゃないんだ。

　嫌いやなんだ。

　側そばにいた人が死んで──いなくなるのはもう嫌なんだよ！

「君は何も理解していない」

〈角笛を吹ふく精霊〉は真白の頭上に剣けんを振り上げた──!?

「くそおおおっ!!」

　ざくん

「天巡くんっ!?」

　で、できた。僕の身体からだはまだ、動いた。

　左ひだり肩かたが焼けるように熱い。なんだろ──ぬるり、とした感かん触しよくが伝わって来る。赤い──痛い。上着の肩かた口ぐちが裂さけてる。赤く染まってるのは、僕の血──か。

「天巡くん、そんな。血、出てます。あたし──」

「だいじょうぶ、だから」

　真白に飛びついて、〈角笛を吹く精霊〉から引き離すのが精せい一いつ杯ぱいだった。そうしないと真白が〈角笛を吹く精霊〉に斬きり殺されてたかもしれない。代わりに──肩かたを斬られたけど、でも、生きてる。僕も、真白も、まだ。

「は、はぁ……はぁ」

「天巡くん──天巡くん。天巡くんっ！」

　真白がワンピースの袖そでを裂いて、僕の肩を縛しばってる。〈生命体〉は確か、恋こい人びとの傷を治す能力があるはず──なのに。

　そうか、黒乃がまだ動けないから。

　あれは『補正プログラム』の中にある〈生命体〉としてのデータがないと使えないんだ──。

「ふむ」

〈角笛を吹く精霊〉は、つまらなそうに鼻を鳴らした。

「〈生命体〉は多少斬られたくらいでは死なないのだが。何故なぜ邪じや魔まをする？」

「……周す防おうさんを、殺すな」

　僕はアスファルトに座り込んだまま〈角笛を吹く精霊〉の顔を見上げた。

「ほぅ。君もすでに〈生命体〉の魅み力りよくに籠ろう絡らくされたのか？」

「目の前で人が死ぬのはもう嫌なんだよ！　あんたなんかには分からない！　目の前で大事な人が死んで、動かなくなって、泣いても叫んでも戻もどってこないことの怖こわさなんか!!」

「いや──知っているよ」

　不意に〈角笛を吹く精せい霊れい〉は僕から視線を逸そらした。

「知っているとも──ただ一度の失敗だが」

　ハンチングを上げて遠くを見るような目をして──すぐにまた、嘲あざけるような顔に戻る。

「なるほど。つまりは、それが君の行動原理なわけだ」

〈角笛を吹く精霊〉が、剣を捨てた。

　真白は僕の背中にしがみついてる。傷口に手を当てて「治って──お願いだから治って」って、繰くり返してる。包帯代わりに巻き付けたワンピースの袖が、真っ赤に染まってる。〝傷〟が取り憑ついた右みぎ腕うでは倍ぐらいに腫はれ上がって、指を曲げることもできない。もう、どこが痛いのか、自分でもわからなくなってる。

　とにかく、逃にげないと──黒乃も、連れて。

　右腕は、肘ひじと指が曲がらないだけ。左ひだり腕うでは、痛いだけ──動く。どっちも。

　僕は左腕で、真白の腕うでを抱かかえて立ちあがろうとした。

「ならば君とは妥だ協きよう点を探さぐることが出来る。イレギュラーよ。

　私は元々〝普通の人間〟に興味はない。また、神の細さい胞ぼうを宿した君と戦い、『果実』を失うリスクを冒おかすつもりもない」

　痛みでぼやけそうになる意識の中で、

〈角笛を吹く精霊〉の淡たん々たんとした声が──聞こえた。

「〝傷〟が憑ついた右腕を切り落とし、私に差し出せ。

　そうすれば君たちにこれ以上手は出さない」

　──え？

　僕は思わず〈角笛を吹く精霊〉を見た。

　ハンチングを目ま深ぶかに下ろし、〈角笛を吹く精霊〉は表情を隠かくしている。

　こいつは今──なんて言った？　右腕を切り落とせって──僕の!?

「そうすれば君は〝端末〟の無限舞ぶ台たいに上がることも、戦いに巻き込まれることもない。君の寿じゆ命みようが終わるまでなら、〈生命体〉と〈慈じ母ぼ〉も見み逃のがしてやってもいい。

　どうせ〝精霊〟のタイムテーブルにおいては寸すん毫ごうの時に過ぎない」

「そ、そのために右腕を切り落とせ──って？」

「義手は〈創造者〉に作らせよう。本物と見分けがつかないものを」

　聞くな。

〈角笛を吹く精霊〉は〝普通の人間〟を対等な相手だとみなしていない。僕が〝普通の人間〟に戻って、僕が死ぬまで真白と黒乃とリトには手を出さないなんて──甘すぎる。

「〝精霊〟の名において〝夢を見続ける神〟に誓ちかう」

〈角笛を吹ふく精霊〉は胸に手を当て、祈いのるように一礼した。〈創造者〉もそれに倣ならう。

「……あんたのこと、なんか……信じられるか」

　僕はやっと、それだけを口にした。

「別に君のためを思って言っているわけではない。単なるリスクマネジメントの問題だ。

〝傷〟と戦うことはリスクを伴ともなう。現実に〈壊かい体たい者〉は消しよう滅めつしたのだから。

　無限舞台から〝端末〟が消滅することと、〝普通の人間〟を寿命が尽つきるまで見逃すこと。

　どちらが損害が少ないか、考えれば分かることだろう？」

「……信じられるか……そんなこと」

「信じる信じないは君の自由だ。私は既すでに〝夢を見続ける神〟に誓った。

　君が右腕を切り落とし、私に差し出し、〈創造者〉の義手を身につけるなら、君が生きている間、君と〈生命体〉と〈慈母〉には手を出さない、と」

〈角笛を吹く精霊〉は無機質な声で、同じ提案を繰り返す。

　真白の震ふるえが伝わってくる。赤く腫れ上がった僕の腕と、真白の身体からだ。ふれあっている部分が熱い、すごく。

　信じるな──信じるなって言い聞かせてるのに、自分が揺ゆれてるのがわかる。

〝傷〟が憑いた右腕を差し出してしまったら、僕は〝端末〟への対たい抗こう手段をなくす。

〈角笛を吹く精霊〉に約束を守るつもりがなければ、それは殺してくださいって言ってるのと変わらない。

　だけど、拒きよ否ひしたら──今ここで殺される？

「決心がつかないというのなら、まずは『補正プログラム』を破は壊かいするか──『運命規定』」

〝傷〟を串くし刺ざしにした剣けんが浮うき上がる。

　薄うすい胸を押さえながら、やっと立ち上がった黒乃に切っ先を向ける。

「忘れるな、この世界は〝夢を見続ける神〟が見る無限舞台に過ぎない」

〈角笛を吹く精霊〉が──笑う。




「第八の『果実』をもって神に願う。やっちゃえ！　『架か空くう兵士』!!」




　アーケードに甲かん高だかい叫さけび声が響ひびき渡わたる。なんだ、今のは!?

　不意に、アスファルトが盛り上がった。地面から、なにか巨きよ大だいな生き物が生まれてくる。

　鉄の甲かつ冑ちゆうをまとったそれは──『架空兵士』!?　〈侵しん略りやく者〉の使い魔ま!?

　身長二メートルを超こえる鉄の巨きよ人じん。手てつ甲こうに覆おおわれた長大な腕うでには、自動車くらいは一いち撃げきでスクラップにできそうな『戦ウオー槌ハンマー』が握にぎられている。

「……どうして。なんで『架空兵士』が!?」

　頭がおかしくなりそうだった。〈侵略者〉はもういない。あの人は二週間前に死んだ。

　なのに、どうしてここに『架空兵士』がいるんだ!?

「『運命規定』！　全すべての剣は『架空兵士』を迎むかえ撃うて!!

〈創造者〉！　『妖よう精せい』で奴やつを齧かじり倒たおせ!!」

　浮き上がった剣が軌き道どうを変え、『架空兵士』に向かっていく。




　なにが起きているのか分からない。犬歯をむき出しにした『妖精』に襲おそわれて、〝傷〟が串刺しにされて、消えて──黒乃が『妖精』に吹き飛ばされて、真白が僕をかばおうとして──そして僕が、斬きられて──。

『〝傷〟が憑いた右みぎ腕うでを切り落とし、私に差し出せ。

　そうすれば君たちにこれ以上手は出さない』

　僕はふくれあがった右腕を押さえた。さっきから身体が震えっぱなしだった。

　この右腕を切り落として〝傷〟ごと差し出せば、僕に手を出さない。

〈角笛を吹く精せい霊れい〉は、そう言ったんだ。

「ごめんなさい……」

　ぎゅ

　気がつくと、真白が僕の右腕を抱だきしめていた。

「こわれた〝端ガジエ末ツト〟でごめんなさい。一いつ緒しよにいたくて──ごめんなさい」

「……周防さん？」

「もうあんなことやめてください！　天巡くんが、あたしのために傷つくなんて嫌いやなんです！

　あたしが、天巡くんを守ります。あたしが天巡くんの楯たてになるんですからっ！」

「駄だ目めだってばそれはっ」

　だって、真白が全ての中心なんだ。

　真白が死んじゃったら、僕が〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟に与あたえられた、真白を〝端末〟から解放するっていう契けい約やくは失敗したことになって、僕はたぶん〝傷〟に食われる。そして『補正プログラム』の黒乃も消える。違ちがう──そんなことじゃないんだ。僕が嫌なのは。

　身体中の血が、逆流しそうだった。

　右腕が痛い。左ひだり腕うでも──頭も痛い──耳の奥で、誰だれかがわめいているみたいに。

　思い出す。予告もなく、事故に巻き込まれて死んだ妹、ほのかのことを。

　ほんの少し前まで一緒に歩いて、笑ってたのが、身体半分を吹き飛ばされて、目の前で死んでしまったのを。

　あんなのはもう二度と嫌なんだ。絶対に。

　もう一度あんな光景を見るくらいなら──死んだ方がましだ！

「と、とにかく周防さんは危ないことしないでっ！　周防さんが死んじゃったらみんなおしまいなんだから──と、とにかくとにかくっ！」

　真白の綺き麗れいな目を見つめながら言葉を探す。両りよう腕うでの痛みで頭が回らない。

　それに──ほのかが死んでから、できるだけ他人と関かかわらないようにしてたから、こういう時、なんて言ったらいいのか分からない。とにかく真白が死んだら僕が〝傷〟に食われるってことをわかりやすく短く──事実だけを簡単に！　えっと。

「周防さんが死んだら僕も死ぬ！」

「──きゅ、きゅむうううううううううっ!?」

　真白は真っ赤な顔で口を押さえた。

　信じられない言葉を聞いたように、大きな目をいっぱいに開く。

　なにかが決けつ壊かいしたように、涙なみだの粒つぶが落ちてくる。

「あ、あ、天巡。あんた、すごい」

　ふらつきながら黒乃が僕たちのところにやってくる。

　鞘さやに包まれたハートブレイカーを摑んだまま、空いた手を真白に向かって差し出す。

「真白、泣いてる場合じゃ、ないよ……手、出して」

「……う、うんっ！」

　真白──〈生命体〉の〝端末〟の掌てのひらと、

　黒乃──『補正プログラム』の掌が、僕の左ひだり肩かたで重なり合う。

「……天巡くんの傷はあたしが受けます。天巡くんの痛みはあたしが担にないます。

　だから──天巡くんには一筋の傷だって残したりしません！」

「〈生命体〉の能力は『繁はん殖しよく』。失った血を補い、愛いとしい人の生命を正常へと導く！」

　二人の掌から、温かいものが流れ込んでくる。

〈角笛を吹ふく精霊〉の剣けんに裂さかれた左肩の痛みが消えていく。

　でも──右腕は治らなかった。駄目なのか？　〝傷〟に〈生命体〉の能力は通じないのか。

「ありがと、周防さん、黒乃」

　それでも痛みは半分になった。

「周防さん、走れる？　黒乃の怪け我がは──？」

「走れます。大だい丈じよう夫ぶです、天巡くんと一緒なら」

「私はちょっと油断しただけっ！　とにかく今のうちに逃にげ──」

　言いかけた黒乃の言葉が、途と切ぎれた。

「カケル！　助けに来たの!!」

　爆ばく音おんと共に、アーケードの天てん井じようから透とう明めいな声が降り注ぐ。

　同時に、落ちてくる無数のガラスの破は片へん。

『架か空くう兵士』が高々と腕うでを掲かかげる。

　身長二メートルを超こえる巨きよ人じんの掌。その上に、白衣をまとった人ひと影かげが舞まい降りる。

　紫むらさき色いろの目をした、異国の少女が。

「初めまして〈角笛を吹く精霊〉。私はこの残ざん酷こくなる夢に終しゆう焉えんをもたらすもの。

〝雑音ノイズ〟の姫ひめ君ぎみ。人工の〝端末〟、『偽ぎ装そう世界』。

　ディンタニア＝エシュオン参上！　あなたにカケルは渡わたさないの!!」

　ディンタニアと名乗った少女は、僕に向かって無む邪じや気きに微笑ほほえむ。

　雨に濡ぬれて身体からだにまとわりつくプラチナブロンド。身にまとっているのは真っ白な白衣──だけ。濡れたそれが、身体に張り付いている。

　ディンタニア＝エシュオン。昨日、学校の屋上に現れた少女。

〝雑音〟の姫君？　『偽装世界』──？

「〝雑音〟が、こんな時に──面めん倒どうな！」

　ハンチングを目ま深ぶかにおろした〈角笛を吹く精霊〉が叫さけぶ。

「こんな奴やつら潰つぶしちゃうの！　やっちゃえ『架空兵士』!!」

　ディンタニアの声に応じて、『架空兵士』が『戦ウオー槌ハンマー』を振ふり上げる。直前、使い魔まの掌から飛び降りていたディンタニアが僕の前に着地する。大きく開いた白衣の裾すそ──な、なんで白衣一枚しか着てないんだ？

　思わず目をそらした僕に向かって、ディンタニアは手招きした。

「逃げるの！　カケル！　ついてきてっ!!」

「どうしてここに──なんで『架空兵士』なんか使えるんだよ!?」

「話は後なの！　カケルとだったら一晩中だってお話ししてあげるから!!」

　ディンタニアは〈角笛を吹く精せい霊れい〉〈創造者〉がいるのとは逆方向に向かって走り出す。

　考えてる暇ひまなんかなかった。

　僕は左手で真白の手首を摑つかみ、腫はれ上がった右みぎ腕うでを黒乃に差し出す。

　真白は何故なぜかとろけそうな笑えみを浮うかべ、黒乃はとまどうように、それぞれ僕の腕を摑む。

　目の前には白衣の裾を跳はね上げて走る、プラチナブロンドの少女の背中。

　僕たちはそれを追って駆かけ出す。

「己おのれの役目のままに破は壊かいするの『架空兵士』！　触ふれるもの全すべてを!!」

　がきん

　僕たちの背後で、両腕を広げた『架空兵士』が暴れ始めた。

　鋼鉄の腕がアーケードの柱、駐ちゆう輪りん中の自転車をなぎ倒たおす。『戦槌』が店の壁かべに大穴を開ける。全ての壁が崩くずれ、その向こうの通りが見えた。まるで逃げ道みちを作ろうとしているように。それから『架空兵士』は『戦槌』を振り回し、〈創造者〉の『妖よう精せい』と、〈角笛を吹く精霊〉が呼び出した剣を砕くだいていく。竜たつ巻まきのように回りながら。

〈角笛を吹く精霊〉と〈創造者〉の姿が消えていた。

　逃げたのかと思った──けど、違ちがう。

　僕たちの頭上。アーケードの天井近く。むき出しの鉄骨の上から、声が聞こえた。

「三日間の時間を与あたえる。土曜日まで君たちを解放する。

　選ぶがいい。かつての魔ま術じゆつ師しアグシーダのように世界を乱すものとして処分されるか、全てを忘れ、〝普通の人間〟として無知なる光の世界に戻もどるか──」

　錆さび付いた鉄骨に腰こし掛かけた〈角笛を吹く精霊〉と〈創造者〉が僕を見下ろしていた。

「乗って！　カケルっ!!」

『架空兵士』が破壊した店。壁と柱を全部砕き、外の道路に通じるように開いた逃げ道。

　そこから黒いＲＶ車が突つっ込んできた。ベンチと看板、自転車を頑がん丈じようなバンパーでなぎ払はらい、ドリフトしながら僕たちの目の前で停とまる。衝しよう撃げきでアーケードの柱が傾かたむき、ＲＶ車が通り抜ぬけた穴がふさがれる。運転席に乗っているのは小こ柄がらな──メイドさん？　ディンタニアは助手席のドアを開け、車へと滑すべり込む。ディンタニアとメイドさん。二人が何者なのか、そんなことは今はどうでもいい！

　僕は後部座席のドアを開け、真白と黒乃を押し込む。最後に僕が乗り込んでドアを閉じた瞬しゆん間かん、車はタイヤを鳴らして走り出す。リアウインドウの向こうで、鉄の鎧よろいをまとった『架空兵士』が手当たり次し第だいにアーケードを破壊してる。鉄骨が折れ、重みに耐たえられなくなった天井のガラスが落ちてくる──まさか。

「しっかりつかまっててねえええええええええええっ!!」

　がらん　がががががががががががががががががが

　アーケードが崩ほう壊かいしていく。な、なに考えてるんだこの子は──？

「こんなの時じ間かん稼かせぎ！　〈角笛を吹ふく精霊〉は甘くないんだもん──!!」

　ＲＶ車はアーケードの出口へ突とつ進しんする。でも、目の前には『妖精』たちが作った壁があった。トンボの羽根を振しん動どうさせながら、無数の『妖精』たちが鎌かまを振り上げる。

　──〝傷〟！

　僕は思わず叫びかけて──右腕を見た。

　腫れ上がった右腕からは何の声も聞こえない。

　ＲＶ車はスピードを緩ゆるめない。まっすぐ『妖精』の壁に突っ込んでいく。

「お願い！　『架空兵士』!!」

　ディンタニアが叫んだ瞬間、ＲＶ車の真横を『架空兵士』の『戦槌』が弾だん丸がんのように駆け抜けた。『戦槌』は『妖精』たちの壁に激げき突とつし、無数の『妖精』を叩き潰し、そのまま貫かん通つう。

　ＲＶ車は『戦槌』が開けた穴に向かって突とつ撃げきする。

「──お疲つかれ様なの──『架か空くう兵士』」

　ディンタニアはくたり、と助手席に倒れ込む。

　次の瞬間、外に向かって飛び出した『架空兵士』の『戦槌』が溶とけて──消えた。

　振り返ると『架空兵士』本体も消えていたけど、既すでにアーケードはぼろぼろになっていて、ＲＶ車が『妖精』の壁から抜け出した直後、後ろで屋根が崩ほう落らくした。

　地元の小さなお店が並んだアーケードは潰れて、再起不能になった。




　　　　７




『雑音ノイズ、第八共感エンパス能力者・エイトより連れん絡らく。状じよう況きようクリア』

『第二エンパ十七ス・トウ共感エンテ能力者イセブンも同意見。〝雑音ノイズ〟の共感エンパ能力者シスト・の網ウエブに〈角笛を吹く精霊〉〈創造者〉の反応なし』

『周囲半径五十キロ圏けん内ないにおける状況クリア。〝端ガジエ末ツト〟の活動は確かく認にんできず』

『〈角笛を吹く精霊〉〈創造者〉をロスト』

『所在不明。警けい戒かい態勢をレッドからイエローに。引き続き、臨戦態勢のまま』




「じゃあまたね、カケル」

　雨は小降りになってきていた。

　車に乗っている間、ずっと、ダッシュボードの上にあるカーナビのようなものから雑音ノイズ混じりの声が流れてきていた。『状況クリア』『〈角笛を吹く精せい霊れい〉〈創造者〉をロスト』──って。

　そして、画面に映った赤い光点がふたつ、消えたのを確認してから。

　やっとディンタニアたちは、駅の南口で車を停めた。

「……どうして僕たちを助けてくれたんだ？」

　赤く腫はれあがった右みぎ腕うでを握にぎりしめて、僕は訊きいた。

「カケル、不思議なこと聞いてる。そんなの当たり前じゃない？」

　助手席に座っていたディンタニアが、ヘッドレストを抱だきながら振ふり返る。

「だって、ディンタニアはカケルの味方なの」

「全然当たり前じゃないと思うよ……こんなの」

　ほとんど初対面の少女が〝端末〟と戦ってる最中に乗り込んできて、アーケード全ぜん壊かいさせるのが当たり前だっていうなら、この世界はもうぐちゃぐちゃだ。今の、僕の頭の中みたいに。

　それに『架空兵士』。

　黒くろ乃のは〝端末〟が死んだらすぐに次の世代の〝端末〟が生まれるって言ってた。

『果実』は〝精デイヴ霊アイン〟の調整を受けた後、生まれる前の胎たい児じを選んで、その頭の中に取り憑つくんだって。そうして生まれた子供は『衝しよう動どう』が発現するまで、ずっと眠ねむれる〝端末〟で居続ける、そう言ってた。

　ディンタニアが生後二週間だっていうなら別だけど、彼女が〈侵しん略りやく者〉になることは──あり得ないはずなのに。

「……何が目的なんだ？」

　僕はディンタニアに問いかける。

　真ま白しろは火ほ照てった顔のまま、僕の左ひだり腕うでを抱だきしめてる。

　黒乃は鞘さやに包まれたままのハートブレイカーを摑つかんで、じっとディンタニアを睨にらんでる。

『気をつけて、〝精霊〟があなたを狙ねらっている』

　ディンタニアが何者なのか。どうしてあんなメッセージをくれたのか。どうして『架空兵士』が使えるのか。〝雑音〟って何なのか。聞きたいことはすごくたくさんあるんだ。

「カケル、他人みたいな呼び方は、嫌いや」

　ディンタニアはすねたように唇くちびるを尖とがらせて横を向いた。

　腰こしまで伸のびたプラチナブロンドを指にからめて、くるくると回す。

「ディンタニアだって、カケルのことをまだ良く知らないの。二週間前ディンタニアたちは、この国に大きなバグが存在することを知ったの。人の形をした、世界を飲み込むブラックホールみたいな桁けた外はずれのバグ。それが、カケルだった」

「……桁外れのバグ。僕が？」

「そう。それが〝端末〟のひとつ〈壊かい体たい者〉を飲み込んで消しちゃったの。殺すことはできても、消し去ることは誰だれにもできなかった〝精霊〟の役者を、完全に消しよう滅めつさせちゃったんだよ？

　だから〝雑音〟のお姫ひめ様のディンタニアが、カケルに会いに来たの」

「ごめん。話のスケールが大きすぎてさっぱり分からない」

「言ったじゃない。〝端末〟と正面から戦えるのはディンタニアとカケルだけだって。

　ごめんね、〈創造者〉と戦ってるところ、見てたの。〝傷ペイン〟という名前の青白い女の子。〈創造者〉の『妖よう精せい』を簡単に駆く除じよしてた。あれなら、ディンタニアと一いつ緒しよに戦えるの。

　ずっと──ずっとね、ディンタニアは、隣となりで戦ってくれる人を探してたの」

　小鳥のように首をかしげて、ディンタニアは僕を見つめている。

「──勝手なこと言わないでよ！」

　きーん、と耳が鳴った。

　真白の隣となりに座っていた黒乃が、車の窓ガラスが震えるほどの声で叫んだから。

「〝雑音〟だかなんだか知らないけど、天あま巡めぐりは私たちのなの！　天巡の『じぇのさいどぱっくん』は真白を守るための力なの！　天巡があんた達の仲間になんかなるわけないじゃない!!」

「……くしゅん」

　ディンタニアは口を押さえて、小さくくしゃみをした。

　身体からだを覆おおう薄うすい白衣が濡ぬれて、肩かたのあたりが透すけて見える──って、シャツとか上着とかの線が見えないのは何故なぜ？　白衣が張り付いた脇わき腹ばらのあたりとか、腰のあたりとか。

　……下着のラインも見えないんだけど、どういう格好してるんだろう。

　僕の視線に気づいたのか、ディンタニアは、はにかんだ笑えみを浮うかべた。

「……あ、あのあの、天巡くん？」

　真白は僕とディンタニアに、交こう互ごに視線を移動させる。それからじっと僕を見て、何故か僕の視線をトレースするみたいにディンタニアの方を見て、それから、

　むにゅ

　不意に、僕の左腕を抱だく手に力を込めた。あれ？

　なんで頰ほおを膨ふくらませて、怒おこったような目で僕を見てるんですか周す防おうさん。とくん、と鼓こ動どうが伝わって来るくらい、胸を押しつけてるのは──どうして？

「……きゅむ」

　答える代わりに真白は、子犬みたいな声で呟つぶやいた。

「あのね、カケル。ディンタニア、身体を締しめ付けられるのが嫌きらいなの。制服着て学校に潜もぐり込むのも、すごくストレスだった。

　カケルにはディンタニアのこと知って欲しいけど──でも、続きはまた今度ね」

　そう言ってディンタニアは、運転席に座っていたメイドさんに向けて頷うなずいた。

　小こ柄がらなメイドさんは車を降り、僕たちがいる後部座席のドアを開けた。

　ディンタニア＝エシュオン。〝雑音〟。彼女たちが何者なのか、まだ分からない。

　でも、助けてもらったことは間ま違ちがいないから──。

「そ、その……助けてくれてありがとう。ディンタニア」

「……わぁ」

　ディンタニアは頰を真っ赤に染めて、紫むらさき色いろの目を細めて、笑った。

　僕の右みぎ腕うではまだ腫はれてる。〝傷〟の声は──聞こえない。髪かみの長い少女のかたちをしたアザは、赤く腫れ上がった皮ひ膚ふに薄れて見えなくなってる。

　もう、限界だったんだ。

　プラチナブロンドのこの子が駆かけつけた時は。僕も、真白も黒乃も。

「あのね、ディンタニアはカケルに教えてあげたいことがたくさんあるの。カケルの能力のことも、もっともっと知りたいの。だから、またね」

　僕たちが降りたのを確かく認にんしてから、〝雑音〟の車は走り去った。




　そして僕たちは駅のホームで電車がくるのを待っている。

　休日の午後。お昼を少しだけ過ぎた頃ころ。

　中ちゆう途と半はん端ぱな時間のせいか、人ひと影かげもまばらだった。

　僕と真白、黒乃は、並んでベンチに座ってる。真白は車を降りた時から──いや、もっと前から、僕の左ひだり腕うでを抱だきしめたまま放そうとしない。さっきから何度も、できるだけさりげなくふりほどこうとしてるんだけど──そのたびに真白は体勢を変えて、まるで関かん節せつ技わざをかけているみたいに、僕の腕うでに自分の腕を絡からめてくる。

　左腕に伝わってくるのは、とくん、とくん、という鼓動。

「あ、あの、周防さん？」

「……きゅむぅ」

　輝かがやく瞳ひとみで僕を見つめてくる真白。

　鼓動が直接伝わって来るのは、真白が僕の左腕を胸に当ててるから──というか、押しつけてる？　抜ぬこうとするたびに真白の柔やわらかいところが形を変えて──。

「ちょっと、まずい。これすごくまずいから周防さんっ」

「……受け取りましたから」

　すりすり

　僕の肩に、頰を擦こすりつける真白。

「天巡くんの、大好きって気持ち」

「──え？　な、なんで？」

　さっきまで必死だったから覚えてない。何か変なこと言ったっけ？

「今日のこと、絶対に忘れません。日記に書いて毎晩読み返します。ううん、それだけじゃ、ないです。夢の中で毎日思い出します。天巡くんがあたしにくれた言葉を」

「あ、あの、僕はなんて言ったんだっけ周防さん？」

「──て、照れちゃいます」

　真白は僕の肩に頰を寄せて、幸せそうに目を閉じて、呟く。

「だって、さっき言ってくれたじゃないですか。

『周防さんが死んだら僕も死ぬ！』──って」

　僕にしがみついたまま、ふるふる、と身体を震ふるわせる真白。

　………………あれ？

　僕は『周防さんが死んだら僕も（〝傷〟に食われて）死ぬ！』って意味で言ったんだけど、どうしてそれが愛の言葉になるんだ？

　いや……待った。そもそも僕は真白に〝傷〟のことを説明したっけ？　確か真白は〝傷〟のことを、『天巡くんの好きって気持ちが人の形になって、あたしを守ってくれた』って言ってたよね？　ということは──。

『周防さんが死んだら僕も死ぬ』→『真白のいない世界に生きていたくない』→『真白のためなら命を捨てても惜おしくない』→『命がけで愛する』──という意味に？

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　今気づいた。僕はもしかしてとんでもないことを言ったのか!?

　頭を抱かかえてもだえてると、隣となりで何かを察した黒乃が、

「……そんなことだろうと思った」って、冷めた口調で呟いた。

　でも、それどころじゃない。取り消さないと──。

「待った。落ち着いて話し合おうよ周防さん！」

「きゅ、きゅむっ!?　落ち着くのは天巡くんの方です！　あたしはどこにも行きません」

　真白は何を勘かん違ちがいしたのか僕の目の前に右の掌てのひらをかざした。

　いつの間に箱から出したのか、左手の親指と人差し指で指輪を摘つまんでる。そして──。

「──えい」

　と、右手の薬指に、銀色に光る指輪をはめ込んだ。

「あたしは、天巡くんといつも一いつ緒しよです。

　身体からだが側そばにいられない時は、心だけでも」

　そうして真白は祈るように、右手の指輪に唇を当てた。

　──や、やっぱり僕は真白には敵かなわないのかもしれない。

　真白の辞書に『迷う』とか『躊ちゆう躇ちよする』って単語がないのがはっきりと分かってしまった。好きって気持ちだけでまっすぐ、この世界を生き抜くつもりだ。

　僕は迷ってばかりなのに。

『右みぎ腕うでを切り落とし、差し出せ』って〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の提案に、怯おびえて迷って震えてる。

　あいつらは僕たちを見み逃のがした。殺そうと思えばできたのに。ディンタニアが来たからできなかったわけじゃない。最初から、僕に向かって剣けんを一本飛ばせば決着はついてた。なのにあいつは、そうしなかった。

　そうしてわざわざ『三日間の時間を与あたえる』と宣言して立ち去った。

　──右腕を切り落とし、〈創造者〉の義手を身につけるか。

　──それとも〝傷〟を抱えたまま、命がけで戦い続けるか。

　三日間、恐きよう怖ふを抱えて悩なやみ続けろってことなのか？

「大だい丈じよう夫ぶです」

　唇くちびるが触ふれるぎりぎりまで、耳元に顔を寄せた真白が囁ささやく。

「天巡くんはあたしが守ります。なにがあっても、絶対」




　　　　８




　翔かけると別れてマンションに戻もどったあと、真ま白しろと黒くろ乃のは一緒にお風ふ呂ろに入っていた。

　鏡の前に座った真白の頭に、黒乃がシャンプーを振ふりかけ、わしゃわしゃと髪かみをかき回す。

「はい、流すね～。私は自分で洗うから、真白は先にあったまって」

「黒乃」

「ん？　なぁに真白」

「〝端ガジエ末ツト〟と『補正プログラム』のこと、教えて」

　シャワーの音が途と切ぎれたタイミングで、真白が呟つぶやく。

『周す防おうさんが死んだら僕も死ぬ』

　とくん　とくん　とくん

　真白は胸を押さえた。

　翔がくれた言葉を思い出すだけで、心臓が高鳴っていく。

　心と身体の深いところが振しん動どうをはじめて、翔のことしか考えられなくなる。

　──もう、あたし、逃にげてちゃいけないんだ。

　──こないだもそうだったもの。あたしだけいつも無傷で、天巡くんと黒乃だけ、痛い思いしてる。もう、そんなの、駄だ目め。

「あ、あのね真白。真白はそんなこと考えなくてもいいの」

「どうして？」

「だって真白を守るのは私の仕事だし、天あま巡めぐりだって、真白を好きで守ってるんだから。真白は自分の気持ちだけを大事にしてればいいんだよ？」

　真白の肩かたに手を載のせて、言い聞かせるように黒乃は呟く。

「教えて黒乃。知ってるんだよね？」

「真白っ！　考えすぎっ。恋こいのライバルが出てきたからナーバスになってるの！」

「ライバルって──あの、ディンタニアって女の子のこと？」

「そう。あの子、天巡を狙ねらってるみたいだったもん」

「黒乃、あの子も言ってたんだよ。天巡くんのこと、バグ、って。

　お願い黒乃。本当のことを教えて。〝端末〟のこと。

　どうしてあたしと天巡くんは命を狙われてるの？」

　ぺたん、と濡ぬれたタイルに座り、真白は黒乃の横顔を見つめる。

　──いのちがけなんだから。

　真白は右手の薬指にはまっている、銀色の指輪に唇を当てた。

　まるで、それが翔の分身であるかのように。

　──あたしだって天巡くんだって、命がけで恋をしてるの。

　──天巡くんが死んだらあたしも死ぬの。この指輪はあたしの覚かく悟ごなんだから。

「黒乃──教えなさい。黒乃が知ってること。〝端末〟の意味を」

　びくん、と真白の肩に手を載せたまま、黒乃の身体が跳はねた。

「ま、真白？　だめ、それ。や、やだ、私、それ──だめ」

「お願い、黒乃」

「真白──」

　かすれる声で、黒乃は話し始める。黒乃は、断れない。

『補正プログラム』の黒乃は、〈生命体〉の〝端末〟である真白の命令を拒きよ否ひできない。

「真白は〈生命体〉の〝端末〟。

　この世界の神様〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟を楽しませるために作られた役者なの」

　絞しぼり出すような声で、黒乃は呟く。

「〝夢を見続ける神〟は夢を見ることでこの世界を作ったの。私や真白が住んでいるこの世界は、神の夢の中。神が夢に飽あきたら、ぱちん、と弾はじけて消えるの。私も真白も天巡も、この世界にあるものは全部。

　そうならないように神に最初に作られた〝精デイヴ霊アイン〟がこの世界を舞ぶ台たいにしたの。〝端末〟を役者にして、神を夢に縛しばり付けておくための無限舞台に。

　十八人の〝端末〟には、それぞれ決められた役目がある。前回私たちを襲おそったのは〈侵しん略りやく者〉と〈壊かい体たい者〉。〈侵略者〉は化け物を操あやつって、人や建物を破は壊かいするのが役目。〈壊体者〉は増えすぎた人間をバラバラに解体して、新しい人間が生まれる隙すき間まを作るのが仕事」

　壊こわれたように黒乃は言葉を紡つむぎ続ける。

「〝端末〟を辞やめるには死ぬか、他ほかの〝端末〟が持っているプログラムの塊かたまり『果実』を食べるしかない。でも、〝端末〟は〝端末〟を殺せない。役者同士が殺し合うのはタブーだから。だけど、バグった〝端末〟にそのタブーは存在しない。

　真白は〈生命体〉の〝端末〟なの。繁はん殖しよくして子供をたくさん残すのが仕事。本当なら、真白は自分の意思で好きになる相手を選べない。『繁殖』に適しているかどうかが〈生命体〉のパートナーの条件だから。だけど真白は天巡を好きになった。

　だから真白はバグっちゃったの。バグった真白をサポートするために生まれたのが『補正プログラム』の私、周防黒乃。でも、バグった〝端末〟は無限舞台を乱すから──この世界の管理者である〈角笛を吹ふく精霊〉が真白を狩かりにきた──」

「あたし……人間じゃないの？　黒乃も？」

　真白はお湯をたたえた洗面器を見つめながら、放心したように呟つぶやく。

　黒乃の硬こう直ちよくが解ける。

　シャワーを浴びたばかりなのに青ざめていく双ふた子ごの姉の身体からだを、後ろから抱だきしめる。

「怪け我ががすぐに治っちゃうのは〝端末〟だから？　二週間前に知らない人たちに殺されそうになったのは、あたしが壊れた〝端末〟だから──あたし──あたし」

「真白。違ちがうの！　こんなの噓うそだからっ!!」

「天巡くんと黒乃が恐こわい思いをするのは、あたしのせいなの？」

「しっかりしてよ真白っ！　全部噓だから。お願いだから私の言うことなんか信じないで！」

　黒乃に揺ゆさぶられ、真白の視界がぐらぐらと揺れる。

　鏡に映る栗くり色いろの髪かみ。色素の薄うすい大きな目。それが知らない誰だれかのように見えた。

　──あたしは、誰？　すおうましろって、なにもの？

　ぴんぽーん、と玄げん関かんのチャイムが鳴った。

「ああもう誰よこんな時にっ！」

『繁殖のための〝端末〟』──同じ言葉が真白の頭の中を回り出す。連続して鳴り響ひびくチャイムの音も聞こえない。「目を覚ましなさい！」と黒乃が冷たいシャワーを頭の上から振ふりかけて、それから真白を熱いお湯のたまった浴よく槽そうに引きずり込む。

　真白はすぅ、と息を吸い込み、ゆっくりとはき出す。胸を押さえ、聞いたばかりの言葉を反はん芻すうする──〝端末〟〝精霊〟〝夢を見続ける神〟──考えごとをするのに向いていない真白には難しすぎた。

　──大だい丈じよう夫ぶ。

　──教えてって言ったのはあたしなんだから──大丈夫。

　嵐あらしのように揺れる心の中の奥底に、真白は手を伸のばす。宝物を探すダイバーのように、手て探さぐりで、揺らがないものを探し出す。

　──天巡くんのことが、好き。

　黒乃の言葉が本当だってことは、わかる。わかってしまう。理り屈くつではなく、本能で。

　自分のせいで翔が殺されかけたということも。

　──あたしが何者でも──あたしは、天巡くんが、好き。

　──守るの。

　真白は祈いのるように両手を組み合わせ、右手の指輪にキスをする。

　──この世界にある恐いことすべてから、あたしが天巡くんを守る。




「まったく誰よこんな時にっ！」

　髪を乾かわかす時間も、服を着る暇ひまもなかった。とりあえずタオルを身体に巻き付けて、黒乃は脱だつ衣い所を飛び出し、玄関に向かった。このマンションはオートロックだから、入れるのは住人だけ。医学生の兄が帰ってくるにはまだ早い。訪問販はん売ばいだったら蹴けり飛ばすと思いながら、黒乃はドアスコープを覗のぞき込んだ。

「……あれ？」

　ドアの向こうにいたのは、小学校低学年くらいの男の子だった。

　青白いジャケットに半ズボン。苛いら立だったようにローファーの踵かかとを鳴らしながら、ドアスコープを見上げている。黒乃が覗いていることに気づいたのか、子供はがん、と、つま先でドアを蹴け飛とばした。

「こらぁっ！　なにするのよあんたっ！　真白が怖こわがるからピンポン連打するのやめてよ！」

　黒乃はドアを開け、足を押さえてうずくまる子供に向かって叫さけぶ。

「──キミがさっさと出てこないからじゃないか！」

「こっちにも都合ってもんがあるの！　それでなんの用？　迷子？」

「子供だからと思って馬ば鹿かにしてるんだろっ!?　人前に出るなら服ぐらい着ろよこの変態！」

「……用がないなら帰りなさい」

　黒乃はドアを閉じようとした。が、不意に立ち上がった子供が足を挟はさみ込んだ。

「そんな冷たい！　いつもそうだ。みんなボクを馬鹿にして。誰もボクの話を聞いてくれないし、こいつは裸はだかにタオル巻いただけの格好で出てきて人のこと見下してるし……」

　──なに、こいつ。
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　危険信号。今すぐ外に蹴り出してドアを閉じる。

　黒乃は足を振り上げる。ドアから突つき出たローファーを裸足はだしで踏ふみつけようとした──時。

「『補正プログラム』のくせにボクを馬鹿にするな！」

「あんた──〝端末〟!?」

　反射的に黒乃は胸に手を当てた。

　十じゆう字じ架かのペンダントを握にぎりしめ、鞘さやに包まれた魔ま剣けん、ハートブレイカーを呼び出す。

「いつもいつもみんなボクのこと馬鹿にしてさあ。キミは相手をしてくれないし──」

「その足を引っ込めなさいよっ！　〝端末〟!!」

「──『心配性しよう』を与あたえる。

　補正プログラムよ。

『キミがイレギュラーの少年と〈生命体〉の恋こいを邪じや魔ましていることに気づかないのかい？』」

　ずくん、と心臓が鳴った。

　まるで神経が途と中ちゆうで断たち切られたように、黒乃の身体が動かなくなる。

「……なに、これ」

　ハートブレイカーを握りしめる。するべきことは分かっている。白銀の剣けんを突き出して、目の前にいる子供を外に追い出す。それから自分も外に出て、名も知らない〝端末〟と戦う──わかっているのに。何故なぜか──。

　本当にそうしていいのか心配で心配で仕方がない。

「あ、あんた、まさか──〈心配症しよう〉!?」

「そうだよ。ボクが〝端末〟の第十六位、〈心配症〉だ。

　ボクは生きているのが不安で不安でしょうがないんだよ。みんな──キミも、どうしてそう自信を持って動けるんだい？　間ま違ちがいかもしれないのに。『キミが存在していることが、〈生命体〉とイレギュラーの少年の邪魔になってるのかもしれないのに？』」

　黒乃の背筋に寒気が走った。

〈心配症〉──それは『魂たましいに毒を注ぐ者』。

　十五世紀以降、産業革命の時代まで続いた魔ま女じよ狩がりの火種を作った者。人を不安に陥おとしいれパニックを誘ゆう発はつする、精神分野における毒飼い。己おのれのはき出した毒の言葉に混乱する人々を見て笑う、最悪の愉ゆ快かい犯はん。

「『イレギュラーが〈生命体〉を守りたいなら簡単だ。〝傷〟で果実を破は壊かいすればいい。そうすれば〈生命体〉は〝普エ通キのス人ト間ラ〟になり、襲おそわれる理由もなくなる。

　なのにイレギュラーがそうしないのは何故なぜだ？

　簡単だよね。〈生命体〉の『果実』が壊こわれればキミが消える。彼はそれが嫌いやなんだ』」

　黒乃は口を押さえた。

〈心配症〉に反論してはいけない。反論しようとすれば彼の言葉に意識を集中することになる。そうなったら、食い込んだ言葉の毒が抜ぬけなくなる。

「分かるかい？　『キミがいなければイレギュラーの少年も〈生命体〉も普通の生活に戻もどれる。〝普通の人間〟のように恋をすることができるんだよ？』」

「違ちがう！　私は真白と天巡をくっつけて『繁はん殖しよく』させるために──」

「本当にキミが必要なのかい？　キミが一いつ緒しよにいない方が上手くいくんじゃないのか？」

「……黙だまりなさい〈心配症〉」

「なにムキになってるの『補正プログラム』。その剣でボクをどうするつもり？　〈心配症〉の能力は神経を侵おかす。かかると不安にかられて進むことも戻ることもできなくなる。その剣、重すぎるんじゃない？　そろそろ、呼吸ができるか心配になってきたんじゃない？　もっとも」

　子供の〈心配症〉は、つまらないものを見るような溜ため息いきをついた。

「ボクの言葉なんか、キミは忘れてしまうんだけどね。

　これは〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の祭りのための準備でしかないから。ボクが次に現れる時まで、キミの『心配性』は潜せん在ざい意識の中に眠ねむらせておいてあげるよ。そういうシナリオだからさ。ああ、やだやだ。心が痛む。ボクは〈心配症〉になんかなりたくなかったのに……」

　ぱん、と〈心配症〉は手を叩たたいた。

　黒乃を取り巻いていた言葉の鎖くさりが突とつ然ぜん、途と切ぎれた。

　黒乃の視界が点てん滅めつする。

　きっかり二十秒。

　視界がブラックアウトして──気づくと〈心配症〉の姿は消えていた。

「……どうしたの、黒乃？」

　真白の声が聞こえた。

　振ふり返ると、パジャマに着き替がえた真白が、黒乃を心配そうな顔で見つめていた。

「──あれ？」

　玄げん関かんに膝ひざをついたまま、黒乃は天てん井じようを見上げた。

　誰だれかがいたような気がしたのに、覚えていない。スチール製のドアは閉じている。

　ぼーっとした表情で、黒乃はいつの間にか足あし下もとに落ちていたバスタオルを拾い上げる。それを身体からだに巻き付けるのも忘れて、黒乃はゆっくりとリビングに向かう。

「あのね、黒乃、さっきの話だけど──って、なんでそんなの持ってるの黒乃!?」

　言われて初めて気がついたように、黒乃は左手に握ったハートブレイカーを見た。

「…………わかんない」











　幕間　〈角笛を吹く精霊〉の手記　一




　神は創造を繰くり返す。

　はじまりであり、唯ゆい一いつのものである〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟。

　神が最初に創造したのが我ら〝精デイヴ霊アイン〟。

　我らは神の神聖グレートなる・デイヴ分割アイドを見届ける者。




　神は分割を繰り返す。

　自分でも他者でもあるものを、自分と他者に。

　昼でも夜でもあるものを、昼と夜に。

　陸でも海でもあるものを、陸と海に。

　動物でも植物でもあるものを、動物と植物に。

　そして最後に、動物でも人間でもあるものを、動物と人間に。




〝精霊〟は世界と〝端ガジエ末ツト〟の管理者。

　無限の寿じゆ命みようを持つ〝精霊〟の中で、唯一地上に降りたる我〈角笛を吹く精霊〉。

　汝なんじ等〝端末〟は我々の子供。汝等の使命は重い。

〝普エ通キのス人ト間ラ〟を導き、教え、操あやつり、殺し、破壊し、世界をかき回せ。

　それは神に饗きようされる、無限舞ぶ台たい。




　我は今、我が居城において、汝のことを思い出している。

　我の失敗で命を落とした、幼き少女よ。

　汝は幸いにも〝普通の人間〟を殺す能力を持たずに生まれた。

　全すべての〝端末〟の能力の中キヤ和ンセ者ラー〈超ちよう越えつ者〉として。

　ああ──汝は久しぶりに〝夢を見続ける神〟に愛された者であった。

　分かっていたとも。汝がその小さな体たい軀くで弾はじけるように駆かけるだけで、我らの神が歓かん喜きの吐と息いきを漏もらすのを。だが、それに我が嫉しつ妬とするはずもあるまい？　我は管理者であり、無限の寿命を生きるもの。

　汝の寿命は、たかだか百年。比ひ較かくにもならぬ。




〈角笛を吹く精霊〉は〝端末〟と〝普通の人間〟に運命を告げる者。

　遥はるかな過去、〝普通の人間〟は我を天使・精霊・御み使いと呼んだ。

　そして汝等〝端末〟は、我が言葉を押し頂き、世界をかき回し続けた。

　数万年の時を閲けみし、〝端末〟が我を厭いとうようになったとて、それが何だと言うのか？

　全てにおいて無限舞台の維い持じが優先する。

〝端末〟の思い、痛みに心をわずらわす暇ひまなどない。

　我は淡たん々たんと仕事をこなすのみ。たとえ変化しない存在である我に、〝夢を見続ける神〟が関心をなくしたとしても、我がそれを気にするはずもあるまい。




　ああ、幼き〈超越者〉よ。汝の死を、我は悔くいてはおらぬ。

　全てはこの世界に生まれたバグのせいであるのだから。

　たとえ年とし端はもいかぬ子供である汝をバグった〝端末〟との戦いに狩かり出し、死なせてしまったとしても、それが何だと言うのか。

　汝の死に〝夢を見続ける神〟が悲しみの呻うめきを漏らしたとしても、我は汝に嫉妬などせぬ。

　あの事故に我の意図など介かい在ざいする余地もない。

　汝が久く遠おんの時間の中で、唯一我の失敗により命を失った〝端末〟だからといって、我が気にとめるはずもあるまい。




　なのにどうして汝の記き憶おくは、我の魂たましいを蝕むしばんでいくのだ──？


















　　　　１




「申し訳ないですけど天あま巡めぐり、教務室で先生から倉庫の鍵かぎを貰もらってきてくださらない？」

「あ、言い忘れてましたわ。戻もどったところで悪いのですけど、その鍵で倉庫から机を六個ほど運んできてくださらないかしら？」

「悪いですわね天巡。美術部から塗と料りようを借りてくる約束してたんですの。いえ、無理にとは言いませんわよ？　でも、あなたが昨日、せっかく買った荷物を忘れてこなければこんなことにはならなかったんですけど？」

　学校、休めばよかった。

　祝日の次の日、木曜日の教室。時計を見ると午後二時ちょっと過ぎ。

　土日が文化祭だから、今日と明日は授業を潰つぶして、一日その準備をすることになってる。

〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉が一方的に通告した、約束の期限は土曜日。

　家にいても不安になるだけだからって、無む理り矢や理り学校に出て来た僕を待っていたのは、真ま白しろの親友にしてクラス委員長、芙ふ蓉よう崎ざき花か壇だんの使いっ走りという運命だった。

「まったく、買い出しは満足に出来ない。おまけに怪しい事件に巻き込まれる。

　ろくな目に遭あわないですわよね、天巡翔かける。

　悪あく霊りようでも憑ついてるのなら、いい霊れい媒ばい師を紹しよう介かいしますけど？」

　腰こしに手を当て、切れ長の目で僕を睨にらみ付ける芙蓉崎。少し赤みがかった髪かみに、胸のあたりまで伸のびたツインテール。音おん符ぷの形をしたバレッタが、彼女のトレードマークらしい。

　その美び貌ぼうと知力で僕たちのクラスを支配する、一年生最強の委員長。

　地元では知らない人のいない名家の出身で、その権力は校長・教頭クラスまで及およぶ。彼女に惹ひかれて告白した命知らずの男子は数知れず。全員が玉ぎよく砕さい。尖とがった言葉で精神を切り裂さかれ、そのうち三割が女性不信に陥おちいり、三割がＰＴＳＤを患わずらい、残った四割が芙蓉崎に罵ば倒とうされたせいで特別な快感に目覚めてしまった──という噂うわさがあるくらい。

　この学校で敵に回したくない生徒第一位。

　それが真白の幼なじみにして親友、芙蓉崎花壇だった。

「変なものに取り憑つかれた状態で真白の周りをうろうろされると迷めい惑わくなんですの」

「……なんで霊媒師？」

「我が家も、色々と恨うらみを買かっていますので」

　芙蓉崎はぷい、と横を向く。

「で、どうするんですの？　なんなら今すぐ呼んでもいいんですのよ？」

「……僕に憑いてるものは、霊媒師じゃ除霊できないと思う」

「迷惑な話ですわね、まったく」

　苛いら立だったように鼻を鳴らす芙蓉崎の足あし下もとに、僕は美術部から借りてきた塗料の缶かんを置いた。

　僕たちのクラスの出し物は喫きつ茶さ店てん。

　教室の後ろ半分では仮かり縫ぬい状態のメイド服を女子がチェック中、前半分では男子が飾かざり付けと設営の準備をしてる。

「じゃあ次は体育倉庫から暗幕を持って来て頂けますかしら？」

　ツインテールを揺ゆらして、非情にも呟つぶやく芙蓉崎。

　……そろそろ許してくれないかな。

　買い出しの荷物を忘れてきたのは悪かったけど、あの状態で取りに戻るのなんか無理だった。昨日買った塗料にハケの山、画が鋲びようや画用紙は、今ごろ瓦が礫れきの下した敷じきになってるはず。

　新聞にも、テレビのニュースにもなった、羽根の生えた化け物がアーケードを破は壊かいした怪かい事件。だけど──『妖よう精せい』たちの死体は見つからなかったらしい。黒くろ乃のが焼いた奴やつも、ディンタニアの『架か空くう兵士』が叩たたきつぶした奴も、なにひとつ。証しよう拠こはその場に居合わせた人たちが、携けい帯たいで撮とった写真と、目もく撃げき証言だけ。

　僕たちが偶ぐう然ぜんその場にいたってことは芙蓉崎に説明した。一番最初に大おお慌あわてで逃にげたせいで買い出しの荷物を忘れてきたってことと、その分のお金は後で僕が返すってことを話して納なつ得とくしてもらったはずなんだけど……。

「不満そうですわね、天巡」

「……別に」

「あ、何度もあちこち往復させるのは気の毒ですよね。確かに。

　じゃあ塗料も届いたことですし、ベニヤ板に色でも塗ぬってくださいませんか？」

　──ほっ。

　溜ため息いきが出た。やっと芙蓉崎の気も晴れたみたいだ。

　授業がないのをいいことに、朝から荷物運びで十二往復。三階の教室から、一階の倉庫まで校舎をくまなく走り回されたせいで、そろそろ足が限界だった。教室の作業なら安心して──。

「だって天巡。あなたは真白と一いつ緒しよにいたいんでしょう？」

　全然安心できなかった！

　どおおおおおおおお、っと教室がどよめく。

「……ふ、芙蓉崎？」

「だから駄だ々だこねて昨日、真白と黒乃の買い出しに割り込んだんですわよね？」

　芙蓉崎は腕うでを組み、心底楽しそうな顔で僕を見ていた。

「あ、秘密でしたわね、これ。あなたが真白に思いを寄せているなんてことは」

「……う」

「いいですわよ。作業に戻もどりなさい。真白があなたを見てますわよ？」

　話は終わり、とばかりに手を振ふる芙蓉崎。

　僕は教室の後ろに視線を向けた。

「じ────────────────────────────────っ」

　制服姿のまま、メイド服を身体からだに合わせている真白が、じっと僕を見ていた。

　クラスで僕と真白の関係を知っているのは芙蓉崎だけ。もっとも、芙蓉崎は〝端ガジエ末ツト〟や〝傷ペイン〟のことは知らないから、僕たちが普ふ通つうに付き合ってると思い込んでる。はっきり言えば真白が突とつ然ぜん変な趣しゆ味みに目覚めて、僕と恋こいに落ちた──って。まあ、間ま違ちがってはいないんだけど。

　芙蓉崎って元々、真白の親友だったんだもんな。

　大事な友達が突然、教室で空気になってたぱっとしない男子──つまり僕──に恋こい焦こがれてべったりになっちゃったら──芙蓉崎じゃなくても敵視するよな。

　だけど僕は、真白の側そばを離はなれるわけにはいかないんだ。

　──〝傷〟。

　右みぎ腕うでの腫はれは、朝になったら治まってた。〝傷〟のアザも今は元に戻ってる。

　髪かみの長い少女と、樹きの根と枝。そして、鈴すずなりになった十四個の木の実も。

　──どうして何も言わないんだよ。

　──二週間前には一回だけ僕に話しかけてきたのに、どうして。

　非常事態なのに〝傷〟はなにも教えてくれない。

「じ─────────────────────────────────っ」

　で、それはおいといて。

　なんだろう、僕の背中にロックオンして離れない、この視線。

「じ─────────────────────────────────っ」

　僕は教室の壁かべに立てかけたベニヤ板の前に座った。

　残り少ない水性塗と料りようをハケにつけて、板をピンク色に塗りつぶすのが今日の仕事。僕は腕を伸ばしてベニヤ板の上の方に、ぺちゃ、とハケを押しつける。でも、落ち着かない。背中がむずむずする。腕が震えてくるのはどうしてだろう──あ、線が歪ゆがんだ。

　ピンク色の線を一本引いたところで我慢できなくなって──僕は、恐おそる恐る振り返った。

「……きゅ、きゅむ」

　ずっとこっちを見つめていた真白が、真っ赤になって目をそらした。

　真白は、朝からずっと変だった。いつも変だけど、今日は、すごく。

　朝のＨＲが終わって、文化祭の準備が始まって、昼休みまで。

　ずっと、僕の方を見てた。真しん剣けんな表情で。クラスメイトになにか言われても生返事。僕が窓まど際ぎわに動けば左に、廊ろう下か側に動けば右に首を動かして、僕が止まると動きを止める。あとはじーっと音がしそうなほどまっすぐ、僕のことを見つめてくる。

「じ────────────────────────────────っ」

　──勘かん弁べんしてください周す防おうさん。

「天巡と周防さん、何かあったのか？」「天巡が真白に怪あやしい薬を盛ったんですの」「薬？　薬で周防さんを自由に？」「あの無む垢くなる天使を？」「純白の乙女おとめを？」「そう、中毒になる前に真白を救わないと」「ううん花か壇だんちゃん。真白はもうとっくに手て遅おくれなんだよ」「手遅れ？　どういうことですの黒乃？」「うん、真白はもう身も心も天巡の」「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ」

　教室を怪しい言葉が駆かけ巡めぐり、僕の背中を、なんだか嫌いやな汗あせが伝ってくる。

「ほら真白！　ウェイトレスの衣装合わせるから腕を伸のばしてってば！」

「じ──────────────────────────────────」

　真白とメイド服の取り合わせは、模も擬ぎ店てんの企き画かくを出した時から、学校中の評判になってた。

　教室の前を通りかかる他ほかのクラスの人たちが、教室を覗のぞき込んでいくのはそのせいだ。でも、開店前からギャラリー集めてどうするんだろう。

　それに今日はいつもより人が多いような気がする。廊下が人で埋うまってないか？

　塗料のにおいがこもらないように、廊下側の窓と扉とびらは全開になってる。

　だから、真白が僕の背中に熱い視線を向けてるってことも、クラスのみんながそれで大おお騒さわぎしてるってことも、外からはっきりわかってしまう。

　……かなりまずい状じよう況きようじゃないだろうか、これ。

「じ──────────────────────────────────」

　視線に物理的圧力があるってよくわかった。

　身体が焼け付くように熱くなって、汗で、ずる、と指が滑すべった。

　べちゃ

　ピンク色の塗料をたっぷりつけたハケが、僕の頭に降ってきた。

「……ごめん、頭洗ってくる」

　隣となりで作業中のクラスメイトに声をかけ、ピンク色に染まった頭をひっかきながら、僕は教室を出た。




「カケル？」

「……どうして学校にいるんだよ？　ディンタニア」

　三階の廊下。

　教室を出てすぐのところに、プラチナブロンドの少女が立っていた。

　一昨日おととい、屋上にいた時と同じだ。着てるのは、この学校の制服。やっぱり全然似合ってない。

　ディンタニアは長い髪を風になびかせ、廊下の窓から、工事中のグラウンドを眺ながめてる。

「こんなところにいていいのか？　〝雑音ノイズ〟は〝端末〟と戦ってるんじゃないのか？」

　僕はディンタニアにしか聞こえないように小声で訊たずねる。

「うん。でも大だい丈じよう夫ぶ。〝端末〟を察知したら連れん絡らくが来るから」

　ディンタニアは制服のポケットから、薄うすい、金色の携けい帯たい電でん話わを取りだした。

　そしてまた、窓の外に視線を向ける。視線の先にあるのはグラウンドの先にある電柱。

　その陰かげに、黒いスーツを着た男性が立っていた。ちょっと見には普ふ通つうのビジネスマン風。

　スーツの男性が手の中の携けい帯たいに、指で触ふれた。

　同時に、ディンタニアが持つ携帯が、緑色の光を放った。

「状況クリア。心配しないで大だい丈じよう夫ぶなの」

「……あの人も〝雑音〟なのか？」

　いつの間に学校の周りにまで入り込んでたんだ──？

「カケル、すごくセンスがいいの」

「……え？」

「その頭。ディンタニアの髪に合わせたの？　プラチナブロンドに黒くろ髪かみだと、コントラストが強すぎるから？　でもピンクのまだらになってるの。もうちょっと綺き麗れいに染めない？」

「染めてるわけじゃないよ。事故」

「学校って恐こわいところなのね……」

　僕はディンタニアたちの方が恐い。

「あのねカケル。ここに来たのは作戦のため。まだ教えてあげられないの。ごめんね」

　ディンタニアはグラウンドで工事中のステージを見ていた。今日も工事は続いてる。業者の人たちが、地面に穴を掘ほってスプリンクラーを整備中。文化祭の最中に、突とつ然ぜん水が噴ふき出したら困るから、という放送が確か、朝のＨＲであったような気がする。

「あのね、ディンタニアはカケルに教えてあげたいことがあるの。ここじゃ話せないこと。聞きたくなったら、ディンタニアの携帯に電話して？」

「〝雑音〟のこと──〝端末〟のことも？」

「〝雑音〟については話せないこともあるけど、ディンタニアの個人的なことなら、なんでも教えてあげる。誕生日、血液型、ディンタニアのスリーサイズまで──」

「だめ────────────っ!!」

　突然、人のかたちをした柔やわらかいものが僕に飛びついてきた。

　真横からの衝しよう撃げきと甘いにおいに突つき飛ばされて、僕とその人はもんどりうって廊ろう下かを転がる。

「だ、駄だ目めです！　天巡くんを取っちゃ駄目なんですっ!!」

「す、周防さん？　いきなり何っ!?」

　目の前には真白の胸。走ってきたせいか動どう揺ようしてるのか、ブラウスが汗あせで透すけてる。

　僕を突き飛ばした真白は、廊下に座り込んだまま両りよう腕うでを広げた。

　まるで危険な生き物から僕を守ろうとしているように。




「だ、だって──天巡くんはあたしの恋こい人びとなんですからっ!!」




　空気が凍こおり付いた。

　僕の脳のう味噌みそもフリーズした。

　え──真白、今、なにを？

　みんな、見てるのに。クラスのみんなも、委員長の芙蓉崎も、他ほかのクラスの生徒たちも、それに、真白のメイド服姿を見に集まってきた男子もたくさんいるのに。今、なんて──？

「天巡くんが死んだらあたしも死ぬんです！」

　次のセリフで、僕の身体からだまでフリーズした。

　真白は唇くちびるをかみしめて、必死に──まるで昨日〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉を前にしていた時のような目でディンタニアを見つめている。

　僕は周囲を見回した。教室の前に黒乃と、芙蓉崎が立ってる。黒乃はなんだかとても満足そうな笑えみを浮うかべて頷うなずいて、芙蓉崎はひきつった顔で眉まゆ毛げをつり上げ、僕の顔を睨にらみ付ける。

　そしてその背後には真白を見に来た男子生徒たちと──彼らから生まれる風圧を帯びた殺気。

　な、なんで、学校で命の危険を感じなきゃいけないんだ？

「でも、ディンタニアにもカケルが必要なの」

　窓まど枠わくに背中を当てて、ディンタニアは首をかしげた。

　宝石をちりばめたようなプラチナブロンドが、風を受けて細い身体に絡からみつく。

「ディンタニアさんの都合はわかりません」

　真白は僕の手を摑つかむ。僕を引き起こしながら、ゆっくりその手を胸に当てていく──って。

「周防さんここ学校！　廊下。それはすごくまずいからっ！」

「でもあたしも譲ゆずれないんです。これだけは、絶対に。

　あたし、自分の気持ちに噓うそはつけません！」

「ごめんみんな、周防さん何か誤解してて──」

　ずきん

　突然〝傷ペイン〟がうずき出す。〝傷〟は真白を拒きよ絶ぜつしたり、真白から逃にげだそうとすると痛み出す──って、恋人宣言を否定しただけでも駄目なのか？

　こほん、と咳せき払ばらいの音がした。

　芙蓉崎が僕たちを見ていた。咳せきひとつでみんなを鎮しずめて、一歩、踏ふみ出してくる。

「事情はともかく、そこの外国の方、あなたはこの学校の生徒ではないですよね？」

「〝普エ通キのス人ト間ラ〟には関係のない話なの」

　ディンタニアは芙蓉崎に、寒気がするほど冷えた声で呟つぶやく。

「関係ない人は黙だまってて欲しいの、邪じや魔まだから」

「……あの、ここは学校で、みんな文化祭の準備をしてるんですのよ？　一いつ般ぱん公開は土曜日からです。関係ない人は出ていってください」

「〝普通の人間〟の都合なんか知らない。これは世界の暗あん闘とうの物語なの」

　芙蓉崎の顔が怒いかりで赤くなっていく。ディンタニアは、彼女を全く相手にしていない。ディンタニアが見ているのは僕と、〈生命体〉の〝端ガジエ末ツト〟の真白。それに芙蓉崎の後ろでじっとこっちを見ている『補正プログラム』の黒乃だけ。

　〝普通の人間〟のことはまるで眼中にないみたいだった。

「……ディンタニア」

「なぁに、カケル？」

「世界の暗闘とか、ここでそういう話するのはやめようよ──それに」

　──〝普通の人間〟を見下すのは駄目だ。

　クラスのみんなに聞こえないように、小声で僕は呟く。

　僕たちにはこの日常しか生きる場所がない。〝端末〟に殺されかけても、〈角笛を吹く精霊〉に脅きよう迫はくされても、結局ここに戻もどってきてしまう。

　僕も、真白も。ここが僕の、一応の日常。

　だから、〝普通の人間〟とか、無限舞ぶ台たいのヒエラルキーを持ち込むのは嫌いやなんだ。

「芙蓉崎に謝って、ディンタニア」

「関係ないもん。カケルは、特別なの」

「僕は……特別なんかになりたくない」

　助けてくれたのは感謝してるけど、ディンタニアと僕の世界は違ちがいすぎる。

〝雑音〟とか、『戦うパートナー』とか、僕とディンタニアの言葉はかみ合わないんだ。

「天巡翔っ！」

　不意に、芙蓉崎が僕を指さした。

「あなた今日はもう帰りなさい！」

「──え？」

「塗と料りよう、すっかり乾かわいちゃってますわよ？　どうせ今日は文化祭の準備だけですし、頭洗って、ついでにこの変な子との関係も清算して、綺き麗れいになってから登校してきなさい！」

「……そうする」

　学校にいるのも、もう、限界かもしれない。

　真白は廊ろう下かで恋こい人びと宣言するし、ディンタニアはいきなり無限舞台の話を始めるし。

　それに──〝傷〟。

『食ベテイイ？　食ベテイイ？』って声が聞こえてくる。

　大事なことは何も言わないくせに。

『右みぎ腕うでを切り落とせ』って〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の提案が、頭の中で鳴り響ひびいてるのに。

「……わかった。ありがと、芙蓉崎」

「お礼を言われる筋合いなんかありません。あと真白も！　少し頭冷やしてきなさい！」

「うん。ありがと、花か壇だんちゃん」

　真白は僕の手を握にぎったまま立ち上がる。

　ディンタニアの方を見て、少し何か考えるしぐさをしてから、制服の内ポケットに手を突つっ込む。取り出したそれは、昨日雑貨屋で買った小さな箱。

　中身は飾かざりひとつないシンプルな銀色の指輪。

　真白はそれを──左手の薬指に塡はめた。

　みんなの前で。

　まるでそれが、何かの儀ぎ式しきであるかのように──って。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　廊下が鳴動した。

　震しん度ど五はあると思った。

　や、やっぱり今日の真白はおかしい。じーっと見つめてきたり、いきなり廊下で恋人宣言してみたり。今度は指輪をみんなの前で左手の薬指に──そこは結けつ婚こん指輪とか婚こん約やく指輪とかをはめる場所じゃなかったっけ？　ここで人生決めてどうするんですか周防さんっ!?

「あ、あああああああああの、真白。その指輪、なに？」

　芙蓉崎は信じられないものを見るように目を見開いている。身体からだが小刻みに痙けい攣れんしてる。廊下に集まってる男子たちも。僕だって目め眩まいがしてる。今はいつでここはどこ？　学校？　そんなわけない。学校でこんなことが起こるはずがない。もし起こってるとしたら絶対に夢だ！

「うん、これは天巡くんに買ってもらった指輪だよ。花壇ちゃん」

「な、なんですの真白！　いつの間にそんな話に──？」

　芙蓉崎は言葉を切った。

　急に心配そうな顔になり、じっと真白の顔を見つめてる。芙蓉崎も、真白の様子がおかしいのに気づいたみたいだった。幸せそうな真白と、突とつ然ぜんの展開に呆ぼう然ぜんとしてる僕を交こう互ごに見て、苛いら立だったみたいにツインテールの頭を搔かいた。

「とにかく天巡は家に帰りなさい。あと、真白は保健室に行って休んだ方が……」

「天巡くんをおうちに送ってからでも、いい？」

　だから人前でなんてこと言うんですか周防さんっ！

「だ、だって花壇ちゃん。天巡くんの頭ピンクだもん。塗料が目に入って転ぶかもしれないの。天巡くんがあたしの見てないところでとんでもないことになってるかもしれないって考えたら、あたし、おかしくなっちゃうから……」

「はーい！　花壇ちゃん。真白の分まで私が仕事するから、お願い」

　委員長の後ろで黒乃が手を挙げる。

「実はね、真白は今日すごい熱が出てるの。文化祭の準備だからって、がんばって登校してきたんだよ。おかしくなってるのはそのせいなの。

　今日はもう、帰らせた方がいいと思う。ほら、明後日あさつてが本番なんだし、当日真白の体調が悪化してたら花壇ちゃんも困るでしょ？」

　黒乃は腰こしに手を当て、ぺたんこな胸を反らして芙蓉崎に告げる。

「……はぁ」

　芙蓉崎はなにかを諦あきらめたような溜ため息いきをついた。

「つまり天巡が頭をピンクに染めたのは、真白を連れ帰るための作戦だったんですか？」

　上うわ目め遣づかいで、僕をじっと睨にらみ付ける。

「……深読みしすぎだよ芙蓉崎」

「私、天巡のことなんか全く信用してませんからね。念のため」

「僕だってこの状じよう況きようで周防さん連れ帰ってどうこうする勇気はないよ」

　でも、一いつ緒しよにいた方が守りやすいかもしれない。

　真白には身を守る手段がない。真白にあるのは長く繁はん殖しよくを続けるために、恋人──一応、僕ということになっている──の傷を癒いやす能力と、自分の傷を癒す再生能力だけ。本当は黒乃も一緒にいた方がいいんだけど──なんであさっての方向を向いてるんだろう、黒乃。

「……真白に手を出したら退学に追い込んでやりますから」

　すごい目で僕を睨みながら、委員長、芙蓉崎花壇は言った。

「真白も、天巡に変なことされたらすぐ連れん絡らくよこしなさい。いいわね！」

「うんっ！」

　真白は満点の笑え顔がおを浮うかべた。

「………………………………許可します。帰っていいです。真白と、天巡」

　地の底から響くような声で、芙蓉崎花壇は呟つぶやいた。

　騒さわぎ始めたクラスメイトの陰かげで、黒乃はこっそりサムズアップ。

　そして僕の背後では、ギガトン級の殺気が渦うずを巻く。

　殺気の源は数百人の男子生徒たち。真白を取られた怒いかりで、だだん、と床ゆかを踏ふみならす。

　気がつくと、ディンタニア＝エシュオンの姿が消えていた。

　幻げん想そうだったのか、実体だったのか──誰だれに悟さとられることもなく。

　真白が僕の腕うでを引いて走り出す。柔やわらかな栗くり色いろの髪かみを揺らして、生徒玄げん関かんまでまっしぐら。

　しばらくするとポケットの中で携けい帯たいが震ふるえ出した。




『真白をお願い。昨日のことで、すごく動どう揺ようしてるから安心させてあげて。

　できたら「繁殖」させてあげてね？　　　くろの』




　　　　２




「約束してください周す防おうさん」

「は、はいっ」

「……そこから一歩も動いてはいけません」

　家に着いたのは三時少し前だった。

　玄関に入ってきた真ま白しろは、知らない家に来た子犬のように、鼻を鳴らした。

　それから照れくさそうな笑みを浮かべ、ソファにちょこん、と座った。

「僕はこれからシャワー浴びるから、出てくるまで大人しくしててください」

「……きゅむ」

　わかってるのかわかってないのか、真っ赤な顔で頷うなずく真白。

　そういえば、女の子を家に呼ぶなんて初めてだった……なんだろう、この緊きん張ちよう感かん。

『真白をお願い──できたら「繁殖」させてあげてね？』

　黒くろ乃のがあんなメール送ってきたせいか、真白に背中を向けるのがなんとなく恐こわい。視線を逸そらしたらそのまま抱だきついてくるような、そんな気がする。

　真白は大きな目でじっと僕を見てる。

　ソファの上で、まるで『待て』と命令されてるみたいに。

「なんだか甘いにおいがします。天あま巡めぐりくんのにおいですか？」

「……どっちかと言うとリトのにおいじゃないかな」

　僕も気づいてた。家に入ると感じた生クリームのような甘いにおい。でも、キッチンには誰もいない。綺き麗れいに片付いた鍋なべと、食器があるだけ。リトはまだ帰ってきてないみたいだ。

　僕の同居人、従妹いとこにして自じ称しよう保護者、天巡リト。

〝端末〟の一人。バグを起こした〈慈じ母ぼ〉。

　リトには昨日〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉と会ったことを話してある。その上で『一人にはならないこと』『こまめに連絡をよこすこと』を約束させた。

『今回の件が片付くまで楓かえでさんの家──つまりリトの実家──にいること』というのも提案したけど、これはあっさり却きやつ下かされた。リトも頑がん固こだから。

「ごめん、頭洗ったらリトを駅まで迎むかえに行かなきゃいけないんだけど、一緒に来る？」

「はいっ！」

　真白は、当たり前のこと聞かないでください、って顔で頷く。

　僕は携帯を開いた。午後一時過ぎにリトが寄よ越こしたメールには『駅に三時半ぐらいにつきます。お迎えお願いします』って書いてある。なんでこんな面めん倒どうなことになってるかというと、リトが、こっそり電車で小学校に通っているから。「おにーさんの面倒を見るのがわたしの生き甲斐がいなんです！　だから電車で学校通うくらいなんでもないです！」というのがリトの言い分だけど、小学生で通学時間三十分ってのは結構大きいと思う。

「頭洗ってくるから、ちょっとだけ待ってて」

　僕はリビングを出た。

　テレビでもつけるのかと思ったけど、真白は何故なぜか、テレビの隣となりにある写真立てを見ていた。

　写っているのは小さな、三つ編みの女の子。

　五年前に死んだ僕の妹、ほのかの写真だった。




　頭を洗うだけなんだから、そんなに時間はかからない。僕は脱だつ衣い所で服を脱ぬぎ、シャワーの前に座って蛇じや口ぐちを開く。熱いお湯が頭上から降り注ぎ、ピンク色になって足あし下もとを流れていく。

　学校、しばらく休んだ方がいいのかな。

　せめて〈角笛を吹く精霊〉のことが片付くまで。

　僕はまだ迷ってる。恐いんだ。恐くて恐くてしょうがない。

　あいつの提案はシンプルで、残ざん酷こくなんだ。右みぎ腕うでを切り落とせ──なんて。

〝傷ペイン〟を捨てて、世界の秘密を忘れて〝普エ通キのス人ト間ラ〟として生きるか、

　それとも〝端末〟の敵として戦うか。

「……ああもうっ」

　昨日からずっと考えてて──考えすぎて、自分が何を悩なやんでるのかも分からなくなってきた。

「塗と料りよう、全部落ちたかな……」

「あ、もうちょっと待ってくださいおにーさん。首の後ろにまだ小さいかけらが残ってます」

　僕の背後で聞き慣れた声がした。

「正確に言うとうなじです。ここは気づきにくいですけどちゃんと洗わないと──」

「……………………なにやってるんだよリトおおおおおおおおおっ!?」

　僕は手を伸のばして、バスタブに掛かけておいたタオルを取って身体からだに巻き付けた。

　振ふり返るとそこにいたのは──スクール水着を着た少女だった。

　胸の白いゼッケンには「天巡」って書いてある。ボブカットの髪から水すい滴てきが落ちてる。

　彼女──僕の従妹、天巡リトは、僕がどうして驚おどろいてるのか心底不思議そうに首をかしげた。

「な、なんでリトが一いつ緒しよに入ってるんだよ!?　い、いつの間に帰ってきたんだ!?」

「おにーさん、熱でもあるんですか？」

「それはこっちのセリフだろっ！」

「おにーさんがいけないんです」

　リトはしゃきん、と、プラスチックの櫛くしを取り出し、僕のうなじに当てようとする。

「昨日は一日おかーさんの面倒を見るために実家に帰ってました。そのせいで、わたしのおにーさんに対する『包容力ゲージ』が溜たまって溜まってしょうがなかったんです。格かく闘とうゲームだったら常時超ちよう必ひつ殺さつ技わざ発動状態です。更さらに昨日はおにーさん、右腕を思いっきり腫はらして帰ってきました。更に今日、おにーさんが頭をピンク色にして帰ってきたらもう限界です！　わたしが多少暴走するのも仕方がないと思います」

「多少じゃない！　暴走しすぎだっ!!」

「大だい丈じよう夫ぶ。わたしが興味があるのはおにーさんのうなじだけです。うなじのみです。うなじオンリーです。なので、なんにも問題はないと思います」

　こほん、と咳せき払ばらいしてリトは続ける。

「それに少しはわたしの立場も考えて欲しいと思います。おにーさんがうなじに塗料のかけらなんかくっつけて歩いてたら、ご近所の人に『あら、日本一包容力のある小学生って言っても、たいしたことないのね』──って思われちゃいます。そんなことになったらわたしのプライドもご近所での立場もがたがたになっちゃうんですっ！」

「小学生がそこまで近所づきあい考えなくてもいいってば！」

　僕は慌あわてて脱衣所に駆かけ込む。な、なに考えてるんだろリトは。

　リトは〈慈じ母ぼ〉の〝端末〟。あらゆる人々に慈じ悲ひと愛情を注ぐのが役目。

　だけどリトも終わらない無限舞ぶ台たいの中でバグってしまった〝端末〟で、人類全部に向けるべき慈じ愛あいのベクトルが僕だけに向いてしまっている。

　僕の両親が仕事で飛び回ってるのをいいことに、なしくずしに同居することになってしまった、自じ称しよう『日本一包容力のある小学生』。

　だけど、さすがにこれはやりすぎだ。熱出して寝ね込んでた僕のシャツをまくり上げて汗あせを拭ふくとか、（同居前に）ランドセルでガラス叩たたき割って家に不法侵しん入にゆうしようとするとか（未み遂すい）はまだ許されるかもしれないけど、これはもう犯罪レベル。しかも今日は真白が来てるのに。

『真白を（中略）繁はん殖しよくさせてあげてね』

　しないしないしないってば黒乃っ！　今はそんな場合じゃ──じゃなくて、僕にはまだそんな覚かく悟ごは全然──。

「……天巡くん」

　脱衣所の扉とびらが開いてた。

　隙すき間まから、真っ赤な顔の真白が覗のぞいてた。

　僕→タオル一枚。腰こし巻まき状態。

　リト→スクール水着。泡あわだらけ。
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「きゅ、きゅむうううううううううううううううううううううっ!!」

　午後三時の住宅街に真白の悲鳴が木霊こだました。




「そもそも、なんで昨日わたしが、楓おかーさんの家に戻もどってたと思ってるんですか？」

　いつものワンピースとスパッツに着き替がえたリト。テーブルの前に座り、慣れた手つきでコーヒードリッパーにお湯を注いでる。お風ふ呂ろに入ってもいないのにのぼせた真白はソファに横たわり、僕はその顔をうちわで扇あおいでる。

「……いつもこんな生活してるんですか天巡くん」

「もちろん」

「そんなわけないだろ！　リトも変なこと吹ふき込まないっ！」

　うなずき返そうとするリトを遮さえぎり、僕は慌てて否定する。

　油断した。

　真白に何かあったとき、すぐに飛び出せるようにって風ふ呂ろ場ばのカギをかけなかったのが裏目に出た。まさかリトのメールがダミーで、一足先に帰ってきた後だったなんて──分かるかそんなの。僕は〈角笛を吹く精霊〉のことで頭がいっぱいだったし、真白は初めて僕の家に来て緊張してたせいで、スクール水着に着替えたリトが二階から降りてくるのに気づかなかった。

「どうして実家に帰ってたか──って？　楓さんの部屋を掃そう除じしにいったんじゃないのか？」

「それはカムフラージュです。本当は、転校の手続きしに行っていました」

　そもそも電車で小学校に通うというのが不自然で、その分おにーさんの面めん倒どうを見る時間が減るのがすごいストレス。なので楓おかーさんを説得して近所の小学校に転校した。昨日はその手続きに。迎えを呼ぶメールを送ったのはおにーさんを欺あざむくためのカムフラージュ。先に家に帰って待ち構えてた。まさかおにーさんが頭ピンクで帰ってきてシャワーを浴びるとは思わなかったけど、チャンスだと思って風呂場に乱入した──らしい。

「本当は、驚おどろかせようと思っていたんです」

　リトは不敵に笑って立ち上がり、冷蔵庫からラップが掛かかった皿を取り出した。

　そこにあるのはクリーム色の三角形の物体が、ふたつ。

　一つはイチゴが載のっていて、もうひとつはチョコレートでコーティングされてる。

「ケーキ、ですか？」

　真白がやっと身体からだを起こして訊たずねる。

「おにーさんのクラスが文化祭で喫きつ茶さ店てんをやるので、こっそり修しゆ業ぎようしてました。これをおにーさんに食べさせて、わたしのケーキ以外食べられない身体にしてしまうつもりだったんです」

「……薬でも入ってるのか？」

「そんなのは邪じや道どうです。包容力のある小学生は味で勝負です」

　そう言ってリトは丁てい寧ねいにラップを剝はがし、皿を僕に差し出した。

「美味おいしかったら、おにーさんのクラスのパティシエに雇やとってもらえませんか？」

「高校の文化祭だよ？　リトが参加しても面おも白しろくないと思う」

「そうですか……」

　リトはケーキの皿を掌てのひらに載せたまま、溜ため息いきをついた。

「じゃあ前日の夜からこっそり忍しのび込むことにします」

「諦あきらめるって発想はないのか!?」

「じゃあおにーさんが文化祭を楽しんでる間、わたしになにをしてろって言うんですか？」

「……普ふ通つうにお客として来ればいいんじゃ？」

「それはどういう放置プレイなんでしょうか？」

　小学生が変な言葉使うな。

「おにーさんが他ほかの人が作ったケーキを食べているのを黙だまって見ていろというんですか？　それはすごいストレスなんですよ？　わたし、爆ばく発はつしますよ？　わたしの包容力が爆発しちゃったら、今日みたいなレベルじゃ済みませんよ？　朝学校までおにーさんを送って、お昼はお弁当を届けて、帰りはおにーさんと手を繫つないで一いつ緒しよに買い物するくらいのことはしますよ？」

　リトは僕の高校生活を破は壊かいするつもりらしい。

「わたしの夢は、おにーさんのメイドさんになることなんですから」

「……もうちょっとましな夢を持とうよ、リト」

　リトは頰ほおを膨ふくらませてケーキ皿を僕に向かって突つきだしてくる。

　僕の隣となりで首をかしげて座ってる真白のことはどうでもいいみたいだった。

「はい、とりあえず味見です。おにーさん」

　ケーキは二つ。

　フォークはひとつに、皿もひとつ。

　真白は僕と、ケーキの皿を交こう互ごに見比べて──なにかの結論に達したみたいに。

　──僕に向かって、ぱか、と口を開けた。

「………………………あーん？」

　かくかく、と頷うなずく真白。

　瞬しゆん間かん、リトが皿を奪ってキッチンに向かってダッシュした。

「……ああもうわかりましたからひとんちでそんなことしないでください！　おにーさんと同い年だからってちょっとぐらいおっぱいが大きいからってほんとにもうこのひとはっ！」

　所要時間は約八秒。

　リトは皿とフォークを手に取り、目にもとまらぬ動きで二つのケーキを均等に切り分け、二つの皿に載のせて戻ってきた。

「今度わたしの前でそんなことしたら、毒を盛りますから」

　自宅とは思えない不ふ穏おんな空気の中、僕はリトのケーキを口に入れた。

　瞬間──生クリームの甘みとイチゴの酸味が脳内を駆かけ抜ぬけた。

　隣で真白は、頰を押さえて放心してた。

「……リトちゃん、天才？」

　自分には到とう底ていたどり着けないレベルの料理の世界を垣かい間ま見てしまった──そんな顔だった。

　リトは満足そうに、相変わらず全く成長しない胸を張った。




「……妹さんですか？」

　ケーキを食べながら、真白はふと、テレビの上の写真に視線を向けた。

「え？　真白さん記き憶おく力ないんですか？　わたしはおにーさんの従妹いとこですよ？」

「ううん。そうじゃなくて、あの写真の女の子です」

　一いつ瞬しゆん、息が詰つまった。

　大だい丈じよう夫ぶ──そう言い聞かせて、僕は深呼吸をする。

　声は──出る。かすれてない。大丈夫。

「うん。妹のほのか。五年前にその──事故で死んだんだ」

「──ご、ごめんなさいっ」

　慌あわてて口を押さえて頭を下げる真白。

「別にいいよ。もう、昔の話だし。聞きたい？」

　ごまかすように残りのケーキを一気に飲み込んだ真白は、少しためらってから、頷いた。

「知りたいです。天巡くんのことは、なんでも」

「そんなに面おも白しろい話じゃないよ。ほのかは、僕より二つ年下で、リトの親友だった。感情のぶれが激しくて、気分屋というかなんというか」

「直感で動く女の子でした」

　僕の言葉を継ついで、リトがぴん、と指を一本立てる。

「思いついてから行動するまでのタイムラグが〇・五秒。『いいこと考ーえた』と、呟つぶやいた時には既すでにそれを始めているような子でしたね。わたしもたまについていけませんでした」

　いや、行動力ではリトもあまり変わらないんだけどな。

「例えば缶かん蹴けりではダミーの缶かんを大量に持ち込んでどれを蹴ければいいか分からなくするとか、かくれんぼをする時には畳たたみと床ゆか板いたを剝はがして縁えんの下したに隠かくれようとするとか、そういう特とく殊しゆルールを採用して使いこなしたりしてました」

「……天才さんですか、それ」

　真白の問いに、僕は頷いた。だって僕は、ほのかに勝った記憶が一度もないんだ。

　生きてればとんでもなく桁けた外はずれな人間になってただろうし、もしかしたら僕たちが陥おちいってる〝端ガジエ末ツト〟と〝傷ペイン〟の問題なんか、超ちよう発想で解決できたかもしれない。

「仲良かったんですね。リトちゃんも」

「そうですね。わたしとほのかちゃんとおにーさんで一緒にお風ふ呂ろに入ったことが十回はありますから。記憶力はいい方ですから、おにーさんの身体からだの隅すみ々ずみまで覚えてます」

「えと、えと──じゃあ天巡くんの背中のほくろの数を教えて──」

「いや何の話をしてるんだよ二人とも」

「あ、そうそう、一いつ緒しよにお風呂に入ってる時の写真がおにーさんの部屋のアルバムに──」

「個人情報流出禁止っ！」

　僕は立ち上がろうとするリトの頭を押さえた。で、すでにダッシュの体勢に入ってる真白を視線で威い嚇かくする。真白は不満そうな顔で「きゅむ」と鳴いてる。ぺたん、とソファに座り、恨うらめしそうに僕を見上げてる。

「天巡くんはけちんぼですか？」

「……じゃあ、周防さんのお風呂の写真と交こう換かんって言ったら？」

「はぅっ!?」

　真白は変なものを飲み込んだようにしゃっくりをした。それから誰だれかに聞かれるのを恐おそれるみたいに──側そばにリトがいるんだけど──声をひそめて、僕の耳に。

「──い、一緒に写ってるはずですから、黒乃に相談してからでいいですか？」

「ごめん噓うそですやめてください」

　黒乃に聞かれたらどうなるんだろう？　彼女のことだから、真白の入浴シーンの写真をダース単位で持って来そうな気がする。

　それに──何故なぜか左ひだり腕うでが痛い。僕が頭を押さえてたはずのリトが、いつの間にか僕の左腕にかみついてる。がぐぐ──って、人間やめたような声でうなってる。

「お、おかーさんにおにーさんの乱れた生活を報告してやるんですから」

　ジト目で最強の脅きよう迫はくをしてくるリト。

　隣となり町まちに住んでいる、リトのおかーさんで僕の叔母おばの、天巡楓さん。職業不ふ詳しよう、年ねん齢れい不詳の僕の保護者。僕が一人暮らしを許可されているのは、隣町に楓さんが住んでいるから。彼女は僕の携けい帯たいにＧＰＳを仕込んで、門限の夜七時以降、どこにいるかを管理してる。

　門限が過ぎても自宅にいなかったらアウト。乱れた生活を送ってるってことで、僕は楓さんの管理下に置かれることになってしまう。

「そしたらおかーさんとの同居確定ですよね、おにーさん？」

「……リト、なにか欲しいものある？」

「おにーさんの学校の文化祭に参加する権利が欲しいです」

「………………………………ごめん。周防さん、芙ふ蓉よう崎ざきに頼たのんでくれないかな？」

「任されました！　がんばって花か壇だんちゃん説得してみます！」

　無む邪じや気きに「おー」と右みぎ腕うでを挙げる真白。

　僕の左腕に歯形をつけたリトは、冷めたコーヒーを淹いれなおした。

〈生命体〉と〈慈じ母ぼ〉。

　バグった〝端末〟の二人。

　だけど僕の目の前にあるのは、とても当たり前の光景で──。

　なくすのが、こわくなる。

　僕は首筋に指を当てた。リトが言った通り、うなじにピンク色の塗と料りようがまだ残ってた。二人に「ちょっと洗ってくる」と告げて、僕はリビングを出た。脱だつ衣い所に入り、洗面台の蛇じや口ぐちをシャワー状態にして水を流す。これから話すことが、真白とリトに聞こえないように。

　戻もどれなくなるかもしれない。

　向こうがどういう人間なのか分からない。

　敵じゃない──と思う。助けてくれた。でも彼女の目的も、僕をパートナーにしたいっていう理由も不明。

　──耳を澄すますと、リビングから声が聞こえてくる。




「さっきから気になってたんですけど、その指輪はなんですか真白さん？」

「これ？　あのねリトちゃん、これは天巡くんが買ってくれた──」

「ありえません！　おにーさんにそんな根こん性じようないです！　きっと真白さんか黒乃さんが無む理り矢や理り脅おどして、おにーさんに買わせたに決まってます！」

「でも、リトちゃん。現実は認めないと駄だ目めなんだよ？」

「むうううっ！　そんな無む駄だ遣づかいするおにーさんにお金なんか不要です！　お小こ遣づかいの差し止めをおにーさんのご両親に要求します!!」




　……なんだかとんでもない話になってる。

　でも、これが僕の世界で、僕の居場所なんだ。

　もう誰もなくしたくない。真白も、リトも、黒乃も。

　なのに僕には〝端末〟と戦うための情報も、武器も少なすぎる。〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉が、どこにいるのか。この国に何人の〝端末〟がいるのかもわからない。

　あるのは黒乃からメールでもらった〝端末〟リストだけ。

『〈創造者〉。〝端末〟第二位。能力は「創造」。

「創造衝しよう動どう」のままに、常に現代の技術レベルより数百年進んだものを発明する。いわゆるマッドサイエンティストね。でも、機械や道具を作っていたのは遥はるか昔のお話。

　今の時代の〈創造者〉は疑ぎ似じ生命体を作り出すほどのレベルに達しているの。〈創造者〉は研究にしか興味がない。天巡の〝傷〟はあいつにとっては格好の研究材料だと思う。気をつけて』

『〈角笛を吹く精霊〉。「運命規定」。不老不死。最悪』

　黒乃はあんまり説明がうまくない。だから僕には別の情報が必要なんだ。

　携帯を持つ手が震ふるえてる。自分が恐こわがりで痛がりなのはもう、あきらめた。十一桁けたの番号をひとつずつ押していく。間ま違ちがえなければいい。通話ボタンをちゃんと押せればいい。

　こちらの要求を、間違いなく伝えれば、それでいい。

『──？』

「………………………………」

『……だぁれ？　この番号を知ってるのはココリと、博士はかせと──もしかして』

　電波を通して伝わって来る無邪気な声。

　僕は深呼吸してから、喉のどから声を絞しぼり出す。

「………………………………天巡翔かけるです。ディンタニア」

『カケル？　電話してきてくれたの？　見たことない番号だから誰だれかと思った』

「お願いがあるんだ」

　壊こわれそうな心臓を押さえながら、ゆっくりと呟つぶやく。

「〝端末〟と〝雑音〟について、ディンタニアが持ってる情報を教えて欲しい。

　その代わりに、僕は僕の能力の全すべてをディンタニアに教える」
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「で、どうしてここなんだろう」

　こんなところ、二度と来るつもりはなかったのに。

　橋を渡わたったところにある、建築途と中ちゆうのまま放ほう棄きされたマンション。元々団地になるはずの場所だった。高台の一画をまるまる業者が買い取ったのだけど、結局作りかけのマンションがひとつ、放置されているだけ。閑かん静せいな住宅地というのが売りだったせいで、周りは森だけ。他ほかには何もない。森を伐ばつ採さいしてショッピングセンターを作るという計画も放棄された──本当に、マンションの骸がい骨こつみたいな場所だった。

　ここは〈侵しん略りやく者〉の住み処かだった。『破は壊かい衝しよう動どう』に侵おかされていた彼は、人となるべく出会わないようにここに隠かくれていた。『架か空くう兵士』を操あやつる彼と、〝傷ペイン〟を操る僕が戦い──そして〈侵略者〉は死んだ。それから〈侵略者〉の恋こい人びとだった〈壊かい体たい者〉と戦い、結局〝傷〟が彼女の『果実』をえぐり出すことで二週間前の戦いは終わった。

　誰も幸せにならなかった、それぞれの願いを叶かなえるために殺し合った。それだけの場所。

　二度と来るつもりなんかなかったけれど、ディンタニアはここを指定してきた。

　なにも変わっていない。

　あちこちブルーシートが張られた敷地も、放置されたトラックもフレームが歪んだ軽自動車も二週間前のまま。トラックの荷台には錆さび付いた工具と、ぼろぼろの図面が転がってる。

「……まだ来てないのか」

　僕は自転車を降りた。すぐに動かせるように、鍵かぎは掛かけずにトラックに立てかける。

　ディンタニアに連れん絡らくを取ったあと、僕は真ま白しろとリトを連れて、黒くろ乃のを迎むかえに行った。一度みんなで僕の家に戻もどってから、「家の周りをパトロールしてくる」と言って自転車で出てきた。リトを一人で留守番させるのは不安だったし──ああもう、絶対にしたくなかったんだけど、昔のアルバムをリビングに置いてきた。

　今いま頃ごろみんなで見てるはず。僕が戻るまで、そっちに気を取られていてくれればいい。

　陽ひが暮れてきた。風に錆びたにおいが混じってる。血のにおいもするような気がするのは──怯おびえてるせいか。ディンタニアはなんでこんなところを指定してきたんだ？

「……う、うう」

　うめき声がした。

　錆び付いたトラックのフロントバンパー。その前に誰かが倒たおれていた。

　メイド服姿の小こ柄がらな女性──確か、ディンタニアと一いつ緒しよにいた？

　ごぷ、と開いた口から血があふれ出る。うずくまる女性の背中、メイド服が肩かたから腰こしのあたりまで裂さけてる。服にしみこんでるのは赤い──血？

「誰が!?　いや、救急車を──ディンタニアはどこに!?」

〝端ガジエ末ツト〟に先回りされた？　僕と〝雑音ノイズ〟が情報交こう換かんするのを防ぐために!?　まさか。

　小柄なメイドさんは無言のまま、赤く染まった指を挙げた。僕が以前入ったことがあるマンションの入り口。自動ドアもなく、オートロックのシステムもなく、ただ戸口をブルーシートで覆おおっただけの場所に、黒い影かげが立っていた。

〝普エ通キのス人ト間ラ〟のようには見えない。全身を覆う黒いローブ。フードを目ま深ぶかにかぶり、前まえ髪がみがどんな色をしているのかさえも分からない。顔には真っ白な仮面。楕だ円えん形の目と、三日月形の口だけが開いている。しゅう、と、息を吐はく音が聞こえるような気がした。

　黒いローブを着込んだ、まさか〝端末〟!?

「──あ、あまめぐり、さま」

　トラックのバンパーに摑つかまり、メイド服の女性が起き上がろうとしていた。

「お願いです──お力を」

　振ふり返ると──黒い〝端末〟の影から、なにかが這はい出ようとしているのが見えた。

　鳥のような、天使にも似た神こう々ごうしい、白い翼つばさが。

　けれど次に影を抜ぬけ出して現れたのは、目も鼻も口もない、のっぺらぼうの顔だった。頭の上には──うごめく触しよく手しゆのような髪かみ。気持ち悪いのに、目をそらせない。更さらに続いて出現する、真っ白な陶とう器きのような身体からだと、捻ねじれた腕うで。腕の先には尖とがったかぎ爪づめがついてる。

「これは天使。天使──は、無む垢くを表す」

　目の前に立つ、黒い〝端末〟が電子的な声で宣言する。

　──天使？　これが!?

　見た目は、そうかもしれない。のっぺらぼうの顔を隠せば、頭のてっぺんでうごめく金色の髪を見なければ、腕の先にある凶きよう悪あくなかぎ爪を気にしなければ──天使に見えたかもしれない。

　だって背中には神々しい純白の羽根が生えてるんだから。

　奥歯ががちがちと鳴り出す。白い天使と、黒い〝端末〟。

　片方は目のない顔を、片方は仮面に隠れた目を、それぞれ僕に向けている。

「天使は無垢を表す。あらゆる先入観を排はいし、汝なんじの本ほん性しようをさらけ出す」
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　黒いローブを着た〝端末〟から、機械で処理されたような声がした。

　僕は自転車のハンドルを握にぎったまま動けない。恐こわいけど──目の前で倒れている〝雑音〟のメイドさんは僕が呼び出したんだ。逃にげたら、この人はたぶん、殺される。ディンタニアがどうなったのかも、分からなくなる。

　それは僕がディンタニアたちを殺すのと変わらない。

「ああああああああああああああああああああああああああっ！」

　声が喉のどから勝手にあふれ出た。

　僕は逃げられない。戦うしかない。僕は──情けないくらい臆おく病びようだから、

　叫さけばないと──叫んで自分を駆かり立てないと動けない。

　相手の武器は多分、あの爪。素す手でじゃ無理だ。僕はトラックの荷台に手を突つっ込む。最初に摑つかんだものを引っ張り出す。握っていたのは巨きよ大だいなモンキーレンチ。先せん端たんがコの字になったそれを右手に摑んで、僕は前に出る。

　まだ名乗っていない〝端末〟はマンションの正門から動かない。

　その使い魔ま──天使が翼をはためかせて、僕の頭上に飛び上がる。

『食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？』

〝傷〟の声が聞こえる。いつもとは違ちがう激しい『飢うえ』。

　昨日〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の剣けんに串くし刺ざしにされて飛び散ったくせに、もう回復したのか？　それとも美味おいしい餌えさが現れたから目を覚ましたのか。わからない。僕にはこいつの気持ちも、使い方だってわかってないんだ。

　頭上から天使の腕が降ってくる。ドリルのように回転しながら迫せまる、ナイフのようなかぎ爪を備えた腕。僕は地面に転がってそれを避よける。背後で鉄がひしゃげる音がした。トラックの荷台が裂けて、天使の爪がそこに食い込んでいる。

『食ベテイイ？』

「──何を」

『──────の果実』

　何て言った？　早口すぎて聞こえなかった。同時に何個もの名前を口走ったような──なんでもいい！　目の前の〝端末〟を喰くらって、僕は真白たちのところに戻もどるんだ！

「喰っていい！」

　瞬しゆん間かん、右みぎ腕うでの〝傷〟が赤い鱗りん粉ぷんを吐き出す。

　鱗粉が凝こり固かたまって、真白と黒乃に似た少女のかたちになる。

　赤い、炎ほのおのような髪と、水すい晶しようのように青白い身体。

　そして血の色の瞳ひとみ。

〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟が僕に押しつけた〝傷〟から生まれた〝端末〟を喰らうもの。

「一つ目の欠けつ陥かん。あなたの能力は、〝端末〟が生み出したものしか消せない」

　マンションの前に立つ黒い〝端末〟が、電子的な声を投げつけてくる。

　ひゅん

「──があっ!!」

　目の前が真っ赤になった。

　実体化したばかりの〝傷〟の背中に、天使が投げた鉄のかけらが突き立ってる。あれは──剝はがした荷台の一部？　走り出そうとして足がもつれ、僕はそのまま転がった。コンクリートの地面に顔をまともに擦こすりつけ、切れた頰ほおから血が流れる。それよりも──右腕の方が痛い。

「二つ目の欠陥。あなたの使い魔は、動きが鈍のろすぎる」

「名前ぐらい名乗れよっ！」

〝傷〟の動きが止まったのは一いつ瞬しゆんだけ。まだ動ける。走り出す。獣けもののような前ぜん傾けい姿勢で──でも、遅おそい？　顔のない天使が翼つばさを広げて、〝傷〟の頭上に回る。錆さび付いた鉄板を摑んでる。

　大きな──トラックのボンネットを!?

「避けろ！　〝傷〟！」

　落下してきたボンネットが僕と〝傷〟の背中をかすめる。

「三つ目の欠陥。あなたの使い魔は空を飛べない」

　ボンネットを追いかけるように急降下した天使が──こっちに特とつ攻こうしてくる!?

「──くそぉっ！」

　がきん、とモンキーレンチで天使のかぎ爪づめを受け止める。数秒だけ停止した天使の腕うでを〝傷ペイン〟が摑む。僕の目の前に迫った白い瀬せ戸と物もののような爪から蒸気があがる──蒸発していく。

「そして最後の欠陥。あなたは戦いに向いていない。その場限りの対応しかできない。

　相手の能力と自分の能力を見み極きわめ、適した戦い方をしなければ──死ぬの」

〝端ガジエ末ツト〟はマンションの前に立ったまま手を挙げ、歌うように宣言する。

「第七の『果実』をもって神に願う。『完全なる恋こい人びと』よ。

　その者の心の奥底にいる者の姿を──ここに」

　なんだ？　〝傷〟が捕つかまえてる天使の姿が──ぼやけて──人の姿に。二メートルくらいあった身体からだが、縮んで、小さな女の子の姿に──長い三つ編みの──あれは。




『お兄ちゃん』




　ほのか？

　今のリトよりも小さい姿。よく着てた、ジャンパースカート。いつもなにか楽しいことを探してるような、好こう奇き心しんいっぱいの丸い瞳。僕と喧けん嘩かする時には武器にしてた、第三・第四の腕ともいえる、二ふた叉またに分かれた長い三つ編み。

　八歳の時の姿のまま、僕の妹、天あま巡めぐりほのかが、そこにいた。

「『完全なる恋人』は自在に姿を変える。私の望む姿に──しかし、時にそれは相手の心を映す鏡にもなる。あなたが愛いとしいものの姿を見ているなら、それは自分の心を見ているだけ。

　あなたは脆もろすぎる。そんな精神こころで戦っていたら、すぐに──死んでしまうの」

　僕に向かって手を伸のばしてくるほのかの姿。

　冷たい指が、僕の首にかかる。僕を殺そうとしてる──？

「おにぃ…………ちゃん…………？」

　違ちがう。

　これはほのかじゃない。

　ほのかはこんなつくりものめいた笑い方はしない。まるで粘ねん土どのお面を張り付けたような硬かたい表情。肌はだだって真っ青だし──違う！

「天巡くんっ!!」「おにーさんっ!!」

　その時──真白とリトの叫さけび声が耳に届いた。

　小学生用のリトの自転車。そこに三人乗りした真白とリト、それに黒乃が、こっちに向かって走ってくる。

「おにーさん！　それは〈恋人〉の〝端末〟の能力ですっ！　基本形態が天使で！　その人の愛情とか欲よく望ぼうとかをえぐり出す、そういう能力なんですっ!!

　ほのかちゃんはもういません!!　代わりにわたしが妹分になったんじゃないですかっ!!」

「──〝傷〟！　喰っていいっ!!」

〝傷〟の腕がほのか──化け物の身体を袈け裟さ切りにする。人の身体をなくした化け物は、僕が起き上がる前に、ぼしゅ、と音をたてて、蒸発した。

　僕は、知らないうちに右腕のアザに爪を立てていた。

　鈴すずなりになった十三個の木の実から血がにじんでる。〝傷〟が僕を振ふり返り『オ腹ナカスイタ』って訴うつたえてる。

『あなたの能力は、〝端末〟が生み出したものしか消せない。あなたの使い魔まは、動きが鈍のろすぎる。あなたの使い魔は空を飛べない──あなたは戦いに向いていない』

　さっき黒い〝端末〟が言ってた。

　じゃあどうすればいい？　何が足りない？──〝傷〟？

〝端末〟が告げた欠点を埋うめて目の前の黒い〝端末〟と〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉を喰くらうには何が必要なんだ!?　『果実』──それとも右みぎ腕うでの『木の実』がいいのか？

　──喰っていい。

　そのためなら何でも差し出す。

〝端末〟の『果実』が食くらえないのなら『木の実』を喰っていい。僕を喰っていい。

　真白もリトも、黒乃もここに来たんだ。もう怯おびえてる暇ひまなんかない。迷ってる余よ裕ゆうもない。

　できることは全部する使えるものは全部使う！

「お前がこの世界の神様から生まれたものならなんとかしてみせろ〝傷〟！」

　右腕に残った十三個の『木の実』。

　そのうち一つが血ち飛沫しぶきと共に蒸発した。

『キュイイイイイイイイイイイイイイイイ！』

〝傷〟が吠ほえた。

　炎ほのおのようにゆらめく髪かみが、大量の鱗りん粉ぷんを散らした──ように見えた。

　ほのかの姿をした『天使』を蒸発させた〝傷〟の姿が、ぶれた。

　トラックの残ざん骸がいを背にして立ち上がろうとする〝端末〟。その目の前に、〝傷〟が一いつ瞬しゆんで移動していた。動きが見えなかった──速い。

　まるで、『木の実』を喰らったことでドーピングしたように。

　リトの自転車が僕と〝端末〟の間に滑すべり込んでくる。サドルには黒乃。荷台には真白。黒乃の背中にはリトがしがみついてる。三人ともここに来てしまった。守らなきゃいけない人たちがここにいる。だから、喰らう──壊こわすしかないんだ！

「喰っていいっ！　〝傷〟！」

　解き放たれた〝傷〟が腕うでを振り上げた瞬しゆん間かん、

『〈教師〉〈恋人〉〈困こん窮きゆう者〉〈調停者〉の「果実」は、ディンタニアが食べちゃった』

　二週間前に聞いた言葉が頭の中を駆かけ抜ぬけた。

　リトは今なんて言った？　あれは〈恋人〉の能力『完全なる恋人』だって。

　ディンタニアは何て言った？　〈教師〉〈恋人〉〈困窮者〉〈調停者〉の「果実」は、ディンタニアが食べた──食べて──どうした？　ディンタニアは昨日『架か空くう兵士』を使ってた。あれが〈侵しん略りやく者〉の『果実』を取り込んだ結果だとしたら？

　僕は無表情な仮面を被かぶった〝端末〟を見た。

「まさか、こいつはディンタニアなのか!?」

　敵じゃないって言ったのに──〈角笛を吹く精霊〉から助けてくれたのに──どうして!?

「第八の『果実』をもって神に願う。出いでよ『架空兵士』!!」

　電子合成されたような声が響ひびき、地面から、鋼鉄の巨きよ人じんが姿を現す。

　背後の〝端末〟を守るようにそびえ立つ、身長二メートルを超こえる『架空兵士』。

　巨人は真下にいる〝傷〟へ手刀を振りおろす。巨人の指が──〝傷〟の肩かたに食い込む──僕の腕に、痛みのフィードバックが返ってくる。

「ぐがあああああああああっ!!」

　だけど気絶するわけにはいかない。向こうはいくつ能力を使える？　それに相手が『果実』を集めているんだとしたら、真白とリトを見み逃のがす理由がない。

〝傷〟に触ふれた巨人の腕が蒸発していく。巨きよ大だいな手刀は〝傷〟の右腕を付け根からもぎ取った。青白い腕が僕の足あし下もとに転がってくる。

「やめろって言ってるだろ!!　聞こえないのかディンタニア＝エシュオン!!」

　僕は痛みをこらえて〝傷〟の腕を『架空兵士』に投げつける。巨人の顔面に当たった瞬間、弾はじけて、鋼鉄の皮ひ膚ふに亀き裂れつを発生させる。同時に、一瞬で『架空兵士』の頭上まで飛び上がった〝傷〟が仕返しのように巨人の脳天に手刀を振ふり下ろす。青白い、細い指先が『架空兵士』の顔のない頭に食い込む。抉えぐる。潜もぐり込んでいく。

　そして胸まで食い込んだ〝傷〟の掌てのひらが『架空兵士』を蒸発させた。

『食ベテイイ？』

「……待って、〝傷〟」

『足リナイ──足リナイノ』

　指をくわえた〝傷〟が、おねだりをするように僕を見た。

『木の実』二つじゃ──足りなかったのか？

〝傷〟の身体からだがほどけた。赤い鱗粉になり、螺ら旋せんを描えがきながら、僕の右腕へと帰ってくる。髪の長い少女の姿、樹きの枝と絡からみつく根、そして、十二個の木の実が描かれたアザへと変わる。

「〝端末〟!!　全く次から次へとっ!!」

「そこまでです！」

　ぱぁん

　銃じゆう声せいがして、〝端末〟に鞘さやつきのハートブレイカーを振り下ろそうとした黒乃の足下に、火花が散った。黒乃が硬こう直ちよくし、銃声がした方向に顔を向ける。僕も。転がるみたいにして僕に抱だきついてきたリトも、何故なぜか、僕をかばうように大きく両手を広げた真白も。

　血にまみれて倒たおれていたはずのメイドさんが、僕たちに拳けん銃じゆうを向けていた。

「……退ひいてください『補正プログラム』さん。退いてくだされば、こちらも銃じゆうを捨てます」

　僕は、やっと分かった。

〝雑音ノイズ〟のおつきのメイドさんは、はじめから怪け我がなんかしてなかった。あれは僕をこの場につなぎ止めるための演技。そして目の前にいる〝端末〟も、僕を殺しに来た訳じゃない。

　だって、僕が言ったんだ。

『〝端末〟と〝雑音〟について、ディンタニアが持ってる情報を教えて欲しい。

　その代わりに、僕は僕の能力の全すべてをディンタニアに教える』──って。

　だからディンタニアたちは〝傷〟のことを知ろうとした。

　言葉じゃなくて、実際に戦うことで。

「お願いします。先に銃を捨ててください。そうすれば僕たちも引き下がります」

「……なに言ってるの天巡っ!?」

　黒乃は仮面の〝端末〟にハートブレイカーを向けたまま振り返る。

　僕の声に応こたえたのか、メイドさんが黒光りする拳銃を投げ捨て、両手を挙げる。

「黒乃、さがって。この人達はたぶん、もう僕たちになにもしない」

「うう、なにそれ。心配して飛んできたこっちがバカみたいじゃない……」

　ハートブレイカーを構えたまま、黒乃がゆっくりと後ずさる。

　僕の身体にしがみついたリトの手の中には携けい帯たい電でん話わ。

　どうしてこの場所が分かったのかと思ったら、ＧＰＳ使ったのか。僕の携けい帯たいには門限守ってるかどうか確かく認にんするために、ＧＰＳが仕込んである。緊きん急きゆう事態だから楓かえでさんに、僕の居場所を聞いたんだ。

「もうちょっと早く気づいてくれると思ってたの」

　仮面を被かぶった黒い〝端末〟が電子音で語り出す。

「……もうちょっと早く気づいてもよかった。

　本気で僕を殺すつもりなら、正体を隠かくす必要なんかないから」

　いつでも〝傷〟が起動できるように右みぎ腕うでを握にぎりしめ、僕は答えた。

「間ま違ちがったことはしてないつもり」

　黒い〝端末〟はフードを外し、顔を覆おおっていた白い仮面を外した。

　現れたのは光を宿したような流れ落ちるプラチナブロンドと、紫むらさき色いろの瞳ひとみ。

〝雑音〟の姫ひめ君ぎみ、ディンタニア＝エシュオン。

「カケルは、自分の能力を全部ディンタニアに教えてくれるって言ったもの。だから、見せてもらおうと思ったの。実戦で。手加減したら、カケルの実力が分からないでしょう？」

　ディンタニアの手から白い仮面が落ちる。その裏側にスピーカーのようなものが見えた。あれはたぶん、ボイスチェンジャー。ずっと聞こえていた電子音はあれのせいだ。

「わざわざそのメイドさんに演技をさせてまで？」

「ココリ？　うん。リアリティは大事だから。カケルは優やさしいの。名前も知らないココリを守るために、戦ってくれたんだから。でもね」

　ディンタニアはプラチナブロンドを翻ひるがえし、くるりとその場で一回転。〝雑音〟の姫君の名にふさわしく、腰こしをかがめて優ゆう雅がに一礼する。

「カケルは無む茶ちやしすぎ。このままだと──死んじゃうよ？」







　　　　４




「……ここが、ディンタニアの組織の本部？」

「正確には支部なの。いつでも廃はい棄きできるように準備してある、ただの仮の部屋」

〝雑音ノイズ〟の支部は建設途中のマンションの三階にあった。

　冷え切った階段を上る間、真ま白しろは震えながら僕の腕にしがみついてた。僕だって──恐い。このマンションの四階で、僕たちは二週間前〈侵しん略りやく者〉と戦ったんだ。

　でもディンタニアたちはこのマンションを〝雑音〟の支部に変えてしまった。三階は巨大な液晶ディスプレイが置かれた司令室に。二階から下は床をくりぬいて、二階分の高さを持つ吹き抜けの車庫に。そこには昨日、ディンタニアたちが乗っていたＲＶ車が停まってた。

　僕たちが案内されたのは三階の一室。仕切りのないコンクリートむき出しの部屋にはパイプ椅い子すと机が並んでいる。黒くろ乃のは最初から座る気はないみたいで、僕と真白の背後に立ち、鞘さやのままのハートブレイカーを握っている。真白は僕の右側に座り、リトは僕の左側に座ってる。

　僕たちは黙だまって、シャワー中のディンタニアが戻もどってくるのを待っている。

　机の向こうに、シャワーカーテンで仕切られただけのバスルームが見える。薄うすいカーテンを通して水音がここまで聞こえてくる。

　この部屋に来るまでの間、出会った人間は三人。一人は車庫でＲＶ車を整備をしていた黒服の男性。あとはディンタニアと、メイドのココリさんだけだった。


　水音に混じってパソコンのファンの音が響ひびいている。壁かべ際ぎわに並んだ三台のワークステーションと、巨きよ大だいな液えき晶しようディスプレイ。『The 18th temporary branch office.』『The 21st temporary branch office.』──映像と、細かい英語の文字が表示されている。



「〝雑音〟の支部、たいしたことなくてがっかりした？　でも、実体がないものは壊こわせないのよ、カケル。固定化した組織ほど狙ねらわれやすいの」

　シャワーカーテンが開き、ディンタニアが姿を現す──って、あれ。

　ぼん

　僕の顔が灼しやく熱ねつした。えと、僕は何を見てる？　シャワーから出てきたディンタニアは、なにも着ていなかった。身体からだを覆うのは湿しめったプラチナブロンドだけ。細い身体のラインと、ほどよく膨ふくらんだ胸とその先の──が見えたのは一いつ瞬しゆんだけ。耳元で「きゅむううううううううっ！」って声がして、僕の視界が熱い掌てのひらでふさがれる。

「な、なにしてるんですかっ!?　おにーさんがいるのにそんな格好しないでくださいっ！」

「──見てもらいたかったの」

「駄だ目めです！　ぼくねんじんのおにーさんでも男の子なんですっ！　早く服着てくださ──」

　リトの叫さけび声が、途と切ぎれた。真白の手がゆるんで、指の隙すき間まからディンタニアの姿が見えた。

　なめらかな背中に、なにかの紋もん章しようが浮うかび上がっていた。

　それは、大きく枝を広げた樹きだった。腰のあたりに根のようなものがあり、背骨に沿って幹が伸のび、肩けん胛こう骨こつのあたりで両りよう肩かためがけて枝が広がってる。

　そして枝からぶら下がっているのは五つの赤い『果実』。

　あれは──〝傷ペイン〟と同じものだ。

「〝端ガジエ末ツト〟の能力を使うと、背中にこれが浮き上がるの。浮き上がった状態で服を着るとね、こすれてすごく痛いの。だから、このままでいさせてね？」

「……姫ひめさま。一応、お客様の前ですので」

　真新しいメイド服に着き替がえた小こ柄がらな女性──ココリさんがディンタニアの肩かたに白衣をかけた。

「背中の紋章が消えるまでの辛しん抱ぼうです」

「カケルの前だから？」

　ディンタニアの問いに、ココリさんは頷うなずいた。

「うーん。しょうがないの。

　身体が濡ぬれてるうちは白衣がくっついて擦こすれないから──我が慢まんできるかなぁ」

　ディンタニアは溜ため息いきをついて、濡れたままの身体に白衣をまとった。袖そでを通し「うくっ」と、痛みをこらえるような声を漏もらす。白衣の前のボタンを、ココリさんが留めていく。濡れた身体に薄い白衣がべったりと張り付いて──身体のラインが、ほとんど透すけて見えてる。驚おどろくほど細い腕も、制服姿の時よりはっきりと形が分かる胸も、お腹なかのあたりも。

　僕の心臓が、どくん、と鳴った。

　落ち着け。僕は遊びに来たわけでも、ディンタニアの裸はだかを見にきたわけでも、ないんだ。生き残るために〝雑音〟の情報を聞きにきたんだ。こんな、うっすらと上気したディンタニアの肌はだとか、汗あせか水すい滴てきか分からないものが胸のあたりを流れ落ちるところとか──。

　僕はディンタニアから目を逸そらした。

「それで、なにが聞きたいの、カケル？」

　机をはさんだ向かい側で、パイプ椅子がきしむ音が聞こえた。

　ディンタニアの、くすぐったそうな声も。

　──遊びに来たわけじゃない。生き残る手段を探しに来たんだ。

　──照れてる場合でも、どぎまぎしてる場合でも、ないんだ。

　覚かく悟ごを決めて、僕はディンタニアに向き直る。

「その前に確かく認にんしておくけど……周す防おうさんとリト。バグった〈生命体〉と〈慈じ母ぼ〉に手を出さないって約束をしてほしい。ディンタニア」

「いらない。バグった『果実』なんか食べたら、ディンタニアがこわれちゃうの」

　ディンタニアはすねたように呟つぶやく。

「じゃあ──ディンタニアの組織について聞かせて欲しい。他ほかの〝端末〟がどこにいるのかも。わからないことだらけなんだ。〝雑音〟は、僕たちの敵なのか、味方なのか？」

「この部屋にいる人はみんな知っているはずね。この世界は偉い大だいなる〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟が見ている夢だってこと。神が夢に飽あきて目を覚ましたら、全すべてのものは『ぱちん』と弾はじけて消える。それを恐おそれた〝精デイヴ霊アイン〟が配置したのが十八体の〝端末〟。

　超ちよう越えつ者・創造者・教師・生命体

　政治家・慈母・恋こい人びと・侵しん略りやく者

　断罪人・放ほう浪ろう者・英えい雄ゆう

　困こん窮きゆう者・壊かい体たい者・調停者

　夢想家・心配症しよう・人形使い

　そして──角笛を吹ふく精霊

　例えば〈創造者〉は新しい技術を開発して〝普エ通キのス人ト間ラ〟の水準を上げる。それで起こった戦争などが、神を楽しませるイベントになるの。数々の新兵器を開発したアルキメデス。万ばん能のうの人と呼ばれたレオナルド＝ダ＝ヴィンチ。彼らも〈創造者〉だったの。

　もっとも今の〈創造者〉の技術レベルはそれを遥はるかに超こえて、昨日見た『妖よう精せい』のような疑ぎ似じ生命体を作るほどになっちゃってるみたいね」

　ディンタニアは長い足を椅い子すの上で組み替かえた。

「例えば〈侵略者〉はカルタゴの将軍ハンニバル。彼の軍には必ず『架か空くう兵士』が存在した。その後ローマに登場したジュリアス＝シーザーは文字通りの〈英雄〉。最さい期ごはブルータスという〝普通の人間〟に殺されることによって無限舞ぶ台たいを盛り上げた。

〈放浪者〉はマルコ＝ポーロにクリストファー＝コロンブス。彼らは世界の地図を広げ──それは最終的に異なる文化の衝突を生み出し、戦争の引き金にもなった。

　この国には〈調停者〉──サカモトリョウマなんて人もいたみたいね」

「歴史の授業みたいね」

　僕の背後で黒乃が吐はき捨てる。

「そんな基本設定は私たちも知ってるのよ、〝雑音〟」

「失礼『補正プログラム』さん。でも〝雑音〟を語るには、これは不可欠な前口上なの」

　ディンタニアはパイプ椅子から立ち上がり、くるりと一回転した。

「〝端末〟は神を楽しませる役者たち。この世界は、神を楽しませるためだけに存在する『無限舞台』。だけど、もう限界が来てるの。この世界はエンディングのないゲームだから、〝端末〟がバグを起こすようになったの。そして、その前兆として存在したのが〝雑音〟。ディンタニアの組織の名前でもあり、この世界に存在するバグの総そう称しようでもあるもの。

〝雑音〟は〝端末〟のなりそこない。『共感能力』『高い知能』──そんなささやかな能力を持ったために、片かたっ端ぱしから〝端末〟に狩かられることになった者達」

　ぎゅ──と、不意に、真白が僕の手を握にぎってきた。

　不安そうな、泣き出すのをこらえているような目で、僕を見上げてる。

「……周防さん、恐こわい？」

「大だい丈じよう夫ぶです。これは……あたしたちの問題なんですから」

　真白は左手の薬指にはめた銀色の指輪に唇くちびるを当てた。

　まるで、それが何かのお守りのように。

「〝端末〟は世界を動かすイベントのついでみたいに〝雑音〟を狩ってきたの」

　ディンタニアの話は続いている。

「例えば八回にわたる十字軍の遠えん征せい。聖地を奪だつ回かいするだけなら、あんなに繰り返し攻め込む必要はなかった。

　例えばヨーロッパの人々による新大陸の征せい服ふく。大地や動物と共感するシャーマニズムは〝雑音〟の共感能力によるもの。だから新大陸の先住民族は虐ぎやく殺さつされた。

　例えば魔ま女じよ狩がり。人に言葉の毒を埋うめ込む〈心配症〉に唆そそのかされた〝普通の人間〟たちは、こぞって魔女──〝雑音〟を狩りたてた。助ける条件は『魔女ではないことを証明すること』──絶対に証明不可能な言いがかり。

　それでね、とても長い時間迫はく害がいされつづけた〝雑音〟は、諦あきらめてしまったの」

「……諦めたって、何を？」

「この世界はできそこないなんだって」

　ディンタニアは澄すみ切った、ひとかけらの迷いもない笑え顔がおを見せた。

「〝雑音〟の偉大なる開祖、魔ま術じゆつ師しアグシーダはフランスの王に働きかけて、〝雑音〟を組織化しようとした。でも、王はそれを裏切り、結局アグシーダは処しよ刑けいされてしまったの。

　その跡あとを継ついだのが、弟子でしのケルトファリア。魔女と呼ばれた彼女は世界を放ほう浪ろうし〝雑音〟を組織化したの。〈断罪人〉や〈壊体者〉に何度潰つぶされても、根気よく、根気よく──」

　それは、まるで、波打ち際ぎわに砂の城を建てるような作業だったと、ディンタニアは言う。

「だから今も〝雑音〟は残ってる。アグシーダの生まれ変わりと言われる、博士はかせと共にね」

「──博士？」

「ディンタニアを人工の〝端ガジエ末ツト〟にしてくれた人。ディンタニアの身体からだには〈教師〉〈恋こい人びと〉〈困窮者〉〈調停者〉──そして〈侵しん略りやく者〉の果実が埋め込まれてるの。まだ五つ。もっとたくさん集めれば『果実』が臨界に達して──ディンタニアは〈世界〉になるの。

　そしたら〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟が目を覚まし、この世界は終わるの」

「ディンタニアは、それで、いいのか？」

　世界を終わらせるための〝端末〟。常に未完成で、完成した時には夢と共に消える。

　そんな生き物で──本当に？

「じゃあカケルは、この世界に価値があると思ってるの？

　正しい──間ま違ちがってる。強い──弱い。賢かしこい──愚おろか。

　常に変化する二元対立だけで作られたこの世界。

　カケルたちは学生さんだよね？　正しいと思って教わってることだって〝端末〟の都合ですぐに変わってしまう。そのこと、本当にわかってる？

　無限舞ぶ台たいなの、ここは、ただの。〝雑音ノイズ〟はそれを知っている。知りすぎるほど知っているから、絶望してるの。この世界を、今すぐに終わらせたくなるくらい」

　だから、ディンタニアたちは『果実』を集めてるのか。

　絶望した〝雑音〟にとっては、世界が終わることだけが唯ゆい一いつの救いだから。

「ディンタニアが〈世界〉になるには、あといくつ『果実』がいるんだ？」

「〝雑音〟の計算では九つ。

　十八体の〝端末〟の半分を超こえれば確実に臨界は起きるはず」

　ディンタニアは白衣の前を押さえて、僕の方に向き直った。

「だから、カケルに協力して欲しいの。

〝端末〟と正面から戦えるのは、〝端末〟と同じ能力を持つディンタニアと、〝端末〟を壊こわす力を持ったカケルだけだから」

　僕は、ディンタニアの話に圧あつ倒とうされてた。

　ディンタニアたちは本気なんだ。本気で世界を終わらせるつもりで〝端末〟と戦ってる。

　たぶん通じない。

　この世界が無限舞台でも、〝普エ通キのス人ト間ラ〟は精せい一いつ杯ぱい生きてるとか、そんな言葉。ディンタニアたちには。彼女たちは、ただ生き延びたい僕なんかとは覚かく悟ごが違ちがうんだ……。

「……〝雑音〟のことは分かったよ。ディンタニアが僕の敵じゃないってことも」

「うん。よかった。ディンタニア、カケルと戦いたくなんかないもの」

「聞きたいのは、その、もうひとつ」

「〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の情報ね？　ココリ、お願い」

　ディンタニアは隣となりに控ひかえていた小さなメイドさんに声をかける。ココリ、と呼ばれたメイドさんはメイド服のポケットから携けい帯たいを取り出す。全面液えき晶しようのそれに、ペンタブレットで何度かクリックすると、壁かべ際ぎわの液晶ディスプレイの表示が変わる。

「〝雑音〟にとってはいい時代なの。ネットワークを利用すれば、拠きよ点てんを持つ必要がない。ディンタニアはここにいる。でも、バックアップする組織は別にいて、それぞれが独自に連れん絡らくを取り合ってる。武器を調達する組織。能力者の組織。資金を調達する組織。それぞれが蜘く蛛もの巣すのように結ばれて、この時代の〝雑音〟は構成されている。

　ディンタニアも、ここをいつでも引き払はらえるようにしてるの」

　世界地図がディスプレイに映っている。１～18までの数字は──〝端末〟の番号。〈英えい雄ゆう〉〈放浪者〉〈政治家〉は所在不明。この国にいるのは──。

「今この国にいる──正常に稼働してる〝端末〟は〈創造者〉〈心配症しよう〉〈夢想家〉。〝雑音〟が確かく認にんしているのはそれだけ。

〈角笛を吹く精霊〉の位置は〝雑音〟にもわからないの。彼は自由にこの世界と、神が存在する『神の箱庭』の間を移動できる。一人だけ『中有のルー居城ガー』と呼ばれる拠点を持っているの。再生能力があり、『果実』が壊れないうちは不死。なのに、自分の手を汚よごすのは嫌いやみたいね」

　ぷち、と白衣のボタンを外しながら、ディンタニアは悪戯いたずらっぽく笑う。襟えり元もとから鎖さ骨こつのあたりまでボタンが外れて、鎖骨から胸までが……はっきり見えてる。ただでさえ身体のラインが見える薄うすい白衣が湿しめって白い肌はだに張り付いてる。

「『運命規定』は〈角笛を吹く精霊〉が選んだものの方向性ベクトルを決める能力。それを利用して物体を引き寄せたり、銃じゆう弾だんを発射する方向をゆがめたり、人の精神のベクトルをねじ曲げて妄もう想そうを見せたりするの。たぶん、全すべての〝端末〟の中で最強の能力。

　ただ──そうね。全てをドラマティックに展開させないと気が済まない──〈角笛を吹く精霊〉は他ほかの〝精デイヴ霊アイン〟にそういうふうにプログラムされているの」

「他の〝精霊〟？」

「うん。〝夢を見続ける神〟の存在する『神の箱庭』には他にも何なん柱たいもの〝精霊〟がいるの。でも、この世界に降りてきてるのは〈角笛を吹く精霊〉、ただ一人。

〈角笛を吹く精霊〉はたぶん、カケルを簡単に暗殺することができない。神を楽しませるための舞台を用意して、そこでドラマティックにカケルの最さい期ごを演出しなければいけないの。彼の弱点といえば、そのくらいね」

「……あいつは言ってた。〝傷ペイン〟が憑ついた右みぎ腕うでを切り落とし、私に差し出し義手をつけろ。そうすれば僕たちにこれ以上手は出さない。神に誓ちかうって」

「〈角笛を吹く精霊〉の言いそうなことね。でも不思議。〝夢を見続ける神〟に誓うという言葉は〈角笛を吹く精霊〉にとっては絶対の意味を持つのに。本当にそんなこと言ったの？」

　首をかしげるディンタニアに僕は頷うなずく。

「そうなんだ……？　じゃあ気をつけてカケル。きっと裏があるの」

　僕も同じことを考えてた。でも、それが分からない。

　あの時、〈角笛を吹く精霊〉は僕たちを殺そうと思えば殺せた。それでも三日間の時間を与あたえた理由って何なんだ？　あっさり僕らを殺してしまうのは、ドラマティックじゃないから？　神様を楽しませるには舞台装置が足りないから──それくらいの理由しか思いつかない。

「それより、聞かせて。カケルの答え。ディンタニアはカケルに恋パート人ナーになって欲しいの。だってね、ディンタニアと並んで立てるのはカケルだけなんだから。

　すぐに答えが欲しいとは言わないの。明日まで時間をあげる。カケルが〝端末〟の能力を無効化して、ディンタニアが能力で〝端末〟を殺す。それが一番強力な連れん係けいプレーなの」

　言いたいことを言い終わったディンタニアは、まるで無む邪じや気きな子こ猫ねこのような目で僕を見た。

　ディンタニアが語ったのは世界の終わりについてと、〝端末〟を殺すことへの協力依い頼らい。

　ディンタニアたちと連携した方が生き残る可能性は高くなる。それは分かるけど──でも、本当にそれでいいのか？　〝雑音〟に協力すれば、最終的に世界は終わってしまうんだ。〈角笛を吹く精霊〉や〝端末〟に勝ったとしても、結局行き着くところは同じ。

　世界の終末による、死。

　それは〝端末〟に殺されるのと──どこが違うんだ？

「駄だ目めですっ！」

　ばんっ

　不意に、真白がテーブルを叩たたいた。

「天あま巡めぐりくんは、あ、あたしの恋人なんです！」

　我が慢まんできなくなったのか、ディンタニアに向かって身を乗り出す。

「そんな話はしてないの。ディンタニアはカケルに、一いつ緒しよに戦って欲しいだけ」

「天巡くんはあなたのための武器なんかじゃないです！　天巡くんはいつも痛がってます。恐こわいのに、痛いのに我慢してあたしを守ってくれてるんです！」

「だから、なに？」

「ディンタニアさんの戦いに天巡くんを巻き込まないでください!!　あ、あたしも〝端末〟ってものらしいです。だから『果実』ってものが欲しいならあたしのをあげます！」

「バグった『果実』なんて食べたらディンタニアがこわれちゃう。なにもわかってないのね」

「確かにそうかもしれません。あたし、なにもわかってないです」

　握にぎったままの、真白の掌てのひら。焼けるほど熱くなった指先が、僕の指に絡からみつく。

「でも──見つけてみせます。天巡くんが戦わなくても、ディンタニアさんが世界を終わらせなくても、みんなが幸せになれる手段を、絶対に」

「そう？　でもディンタニアがカケルを必要としているのは変わらないの」

「ディンタニアは、五つの〝端末〟を取り込んだんだよね？」

　そうだ。ディンタニアが取り込んだ『果実』は〈教師〉〈恋人〉〈困こん窮きゆう者〉〈調停者〉〈侵しん略りやく者〉の五つ。その全ての能力が使えるなら、ディンタニアは無敵に近い。

「五つも能力が使えるなら、僕なんか必要ないんじゃないか？」

「……駄目なの。ディンタニア、体力がないから、能力を使うとすぐに疲つかれちゃうの。

〝端末〟と違ちがって、『衝しよう動どう』がない代わりのリスク。今まで一日に四回以上、能力を使った記き憶おくがないの。んと、今日は『完全なる恋人』と『架か空くう兵士』を使ったから、あと一回かな？」

　ディンタニアは指を折りながら、子供のように笑う。そして、

「第三の『果実』をもって神に願う。〈教師〉の能力、『ティーチング』！」

　右手に長い──蛇へびのようなものが生まれる。金色の、足あし下もとまで伸のびるあれは、鞭むち？

「これは〈教師〉の能力『ティーチング』。〈教師〉は正しい情報を他者に無む理り矢や理り埋うめ込むことが出来るの。ほら、教師は生徒を鞭打うって知識をたたき込むものだから。これに絡みつかれた者はディンタニアに逆らうことが出来なくなる。強力な、きょ──きょぅ──」

　ディンタニアの身体からだが揺ゆれ始める。僕たちの前で、コンクリートの床ゆかに膝ひざをつき、電池が切れたように、ぱたん、と倒たおれた。




「……え？」

　床にうつぶせになったまま、ディンタニアの身体がぴくん、ぴくんと震ふるえる。

　なにが起こってるのかわからなかった。

　パイプ椅い子すに座った僕たちが見守る中、しばらくしてディンタニアは顔を上げた。首を振ふり、自分がどこにいるのか分からないかのように、あどけない顔で僕を見た。

「あ、カケルだぁ」

「──え？」

「……えへへ」
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　小さな子供のように、人差し指をくわえるディンタニア。机を乗り越こえ、白衣一枚の姿のまま、僕に向かって飛びついてくる──？

「ええええええっ!?　ちょ、な、なんでっ!?」

　さっきまで世界の秘密について話していたのに──なんで、こんないきなり？

　小さな子供みたいに、無邪気に頰ほおずりしてくるディンタニア。さっきまでと同じ人間とは思えなかった。自分が白衣一枚しか着てないとか、ここが〝雑音〟の施し設せつだとかは全く分かってないみたいに、僕の身体にしなだれかかってくる。

「こらあっ！　おにーさんにそういうことしていいのはわたしだけですっ！」

「どさくさに紛まぎれてなに言ってるんだよリトっ!?」

　間に入ってきたリトと真白が二人がかりでディンタニアを引きはがす。床の上に転がったディンタニアは脚あしを上にして、ごろん、と転がる。できれば白衣の裾すそは押さえて欲しかったけど──今起こった出来事が信じられないかのように、きょとん、と僕を見て、それから──。

「う、うわああああああああああああああああああああああん。カケルがディンタニアのこと捨てたあああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

「え？　え？　えええええええっ？」

　大声で泣き出すディンタニア。な、なんで？

　ここは世界終末を企たくらむ秘密組織の支部で、ディンタニアはここのお姫ひめ様さまだったんじゃ？

「はい。姫さま、大だい丈じよう夫ぶですよ～。ココリがここにいますからね」

　音もなく近づいてきたココリさんが、ディンタニアを抱だき上げた。慣れた手つきで背中をなでると、ディンタニアの声が落ち着いていく。

「大丈夫ですよ～。天巡さまは、姫さまのことを嫌きらったりしません」

「ほ、ほんとう？」

「はい。だって天巡さまは、〝雑音〟の姫ひめ君ぎみのパートナーになる方なんですから。そんな小さな事で、姫さまを嫌ったりしません。そうですよね、天巡さま？」

　ぎん、と刺さすような視線で僕を見るココリさん。

　その勢いに圧あつ倒とうされて──僕は思わず頷うなずいてしまった。

「別に……嫌ってない。びっくりしただけ」

「わぁ……」

　ディンタニアはココリさんの小さな膝の上に頭をのせ、目を閉じた。

「ディンタニア、疲れちゃった。少し、寝ねるね」

　そういって、すぅ、と寝ね息いきを立て始める。ココリさんは愛いとしいものにそうするようにディンタニアの髪かみを撫なで、不意に、無表情に僕たちを見た。

「お話はここまでで結構でしょう。お帰りください」

　ココリさんは携けい帯たいの液えき晶しようを僕たちに示す。映っているのは、この町の地図。

「〝雑音〟の『共感エン能力者パス』より伝達がありました。この町の現在の状じよう況きようはクリアです。敵対勢力の〝端末〟の存在は確かく認にんできず。危険はないでしょう」

「……僕には、あなたたちのことがよくわかりません。なにが起こったんですか、今」

「姫さまは人じん為い的に作られた〝端末〟。『衝しよう動どう』の影えい響きようは受けないように調整を受けております。薬物的な処理に精マイ神ンド調コント整ロール。けれど、その分身体にかかる負担が強すぎるのです」

「人為的に？」

「そう。〝夢を見続ける神〟の加護により生まれたあなたたちとは違ちがう。私たちは神にも〝精霊〟にも背を向けた存在。姫さまがその能力を使えるのは──体調にも影響されますが、一日に三回が限度。体力が尽つきると、幼児化してしまうのです」

「子供に返ってしまう……ということですか？」

「姫さまだって無敵ではないのですよ。わかってあげてください、天巡さま」

　ココリさんはディンタニアを抱きながら、静かに笑えみを浮うかべた。

「お話はここまでです。お帰りください。天巡さま。バグを宿した〝端末〟の方々」

　話は終わり、とばかりに、小こ柄がらなメイドさんは僕たちに背を向けた。
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　夜。駅を一望できるビルの屋上。

「〝普エ通キのス人ト間ラ〟を巻き込まず、さっさとイレギュラーを片付けてしまえばよかろ」

　ローブを着た女性──〈創造者〉が呟つぶやいた。

「で、儂わしに〝傷ペイン〟を与あたえてくれると。いや、楽しみなことよ。神の細さい胞ぼうがあれば、儂の研究はどれほど進むことか」

「誰だれがそんなことを言った？　私は三日待てと言っただけだ」

　金かな網あみを背にして立つ〈創造者〉を、ハンチングを被かぶった〈角笛を吹ふく精霊〉が見下ろしている。彼は屋上に設置された看板の上。ローブの女性〈創造者〉は抗こう議ぎをするように、〈角笛を吹く精霊〉の白い顔を見上げる。

「ふざけてもらっては困る。三日でどれほど研究が進むと思っているのだ？　〝傷〟もくれない。無む駄だな時間は取らせる。それで〝端ガジエ末ツト〟としての役目は果たせと!?」

「その能力がないのであればバグを起こしていると見なすが？」

「……冗じよう談だんじゃよ。冗談」

〈創造者〉は口笛を吹いた。

　ビルの陰かげから、翼つばさだけのクリーチャーが飛んでくる。〈創造者〉の背中に張り付き、ローブを着た身体からだに触しよく手しゆを絡からみつかせる。「くく」と〈創造者〉は身体を震ふるわせ、一体となった翼を羽ばたかせて、〈角笛を吹く精霊〉の位置まで舞まい上がる。

「〈角笛を吹く精霊〉にしては寛かん容ようと思っただけじゃ。イレギュラーに選せん択たく肢しや時間を与えるなどとは」

「〝夢を見続ける神〟はドラマを必要としている。

　イレギュラーの葛かつ藤とう、迷いがドラマを生み出す。いずれにせよ彼は〈壊かい体たい者〉を消すという大罪を犯おかした。だが罪を犯したのは彼の右みぎ腕うで。

　右腕が罪を犯したならその右腕を切り落とせばいい。自らの腕うでを切り落とすか否いなかを迷うイレギュラーの葛藤。そのようなドラマは神が楽しめるものであろう。違うか？」

〈角笛を吹く精霊〉は頭上を飛び回る〈創造者〉に、苦々しい目を向ける。

「さての、イレギュラーに時間を与え、ドラマを生み出すのだけが目的なら、わざわざ〈心配症しよう〉を連れてくる必要はあるまい？　首切り役人の〈断罪人〉を連れてくればいいだけの話」

「〝端末〟が舞ぶ台たい裏うらを知る必要はない。〈心配症〉の方がわきまえているようだが」

　屋上の隅すみに、膝ひざを抱かかえた小さな少年がいた。名前を呼ばれたことに気づいたのか、彼は、ぴくり、と顔を上げる。居い心地ごこちが悪そうに、半ズボンに包まれた尻しりをずらし、〈角笛を吹く精霊〉と〈創造者〉にそれぞれ興味なさそうな視線を送る。

「わきまえもするであろうよ。突とつ然ぜん東方の島国まで連れて来られ、イレギュラーと戦えなどと言われたのだから」

「〈心配症〉は保険。イレギュラーが〝普通の人間〟に戻もどることを拒きよ否ひした時の」

「おうおう、言いおるわ。〝精デイヴ霊アイン〟よ、お主は〈心配症〉を使い、この場所で祭りを行うつもりじゃの？　イレギュラーたちを生け贄にえとして中世の魔ま女じよ狩がりを真ま似ねた祭りを」

〈創造者〉の言葉に、膝を抱えた〈心配症〉の背中が一いつ瞬しゆん、揺ゆれる。

「その準備のための三日間よ」

「黙だまれ」

「〈角笛を吹く精霊〉よ、お主は〝夢を見続ける神〟を憎にくんでおるのではないか？　お主は管理者ではあるが、〝夢を見続ける神〟に愛されてはいない。〝傷〟のことも知らされていなかった。神の夢を管理する者でありながら、神に顧かえりみられることもないとは哀あわれ──」

「黙れと言っている！　図に乗るな〈創造者〉！　君が作った疑ぎ似じ生命体などなくとも今回の件は片がつくのだ。君が〝傷〟を見たいと言ったから連れてきてやったまで。嫌いやならばとっとと帰れ。そうすれば私は〈断罪人〉を呼ぶ。それだけのことだ」

「恐こわい恐い恐いのぅ」

〈創造者〉は〈心配症〉の傍かたわらに舞い降りる。

　薄うすい皮ひ膜まくの羽根を伸のばし、小さな少年を包み込む。

「仕事をしろ〝端末〟。君たち二人の役目は〝雑音ノイズ〟の駆く除じよと、二日後、イレギュラーが愚おろかにも〝精霊〟の救済を拒否した時の準備だ。神に捧ささげる祝祭の」

〈角笛を吹く精霊〉は吐はき捨てる。上着のポケットに手を突つっ込み、チョコレートバーを取り出し、齧かじる。空いた方の手を宙に掲かかげ、まるで歌うように呟き始める。

「〝普エ通キのス人ト間ラ〟は元来、異物を排はい除じよするように出来ている。〝端末〟から身を守る手段さえも持たぬ、いつ死ぬかもしれない哀れな存在。いや、〝端末〟に限らずとも〝普通の人間〟同士のいさかい、事故──彼らが死ぬための要素は世界のどこにでも転がっている。

　ただ、彼らが目を逸そらしているだけの話」

〈角笛を吹く精霊〉は、朗々と語り続ける。

「〝普通の人間〟には価値がなく、力もない。己おのれが無力であることを本能で知っている。だから、自分たちが理解できない異物を嫌きらう。排除する──殺す。

〝普通の人間〟に〝端末〟の存在を教える必要はない。

　ただ──アマメグリ・カケルと〈生命体〉が自分たちの平へい穏おんをおびやかす異物だということを、魂たましいに刻み込んでしまえばいい。〈心配症〉なら簡単であろう？　青白い化け物を操あやつる少年と、〝普通の人間〟を超こえた美び貌ぼうと五百年の寿じゆ命みようを持つ少女──この二人を、〝普通の人間〟が嫌い、排除し、殺すように仕向けることなど」

　眼下の町を見下ろしながら呟つぶやく〈角笛を吹ふく精霊〉。

　それを横目で見ながら、〈創造者〉は〈心配症〉に手を伸ばす。

「辛つらかろうがしばらくは我が慢まんしておくれよ。〈心配症〉が報むくわれぬ〝端末〟であることは知っておるよ。お主はただ『衝しよう動どう』に動かされているだけなのにのう」

「……触さわるな」

　膝を抱えて俯うつむいていた〈心配症〉が呟く。

「ボクに近寄るな。ボクに触るな。ボクに優やさしい言葉をかけるな。

　不安になるだろう？　期待するだろう？　失うことが恐くなるだろう？」

〈心配症〉は顔を上げ、血の色の浮うき出た瞳ひとみで〈角笛を吹く精霊〉を見た。

「仕事は果たすさ〈角笛を吹く精霊〉。〝雑音〟の駆除と祭りの準備。ボクに帰るところなんかない。あらゆる場所に『心配性しよう』をまき散らし、人の間に疑心をはびこらせる、それが〈心配症しよう〉の役目。哀れむな。どうせボクのことなんか見下してるくせに──」
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　地面が揺れた。

　僕の手からジュースの缶かんが落ちて、床ゆかに転がった。

　ふるる、と背中が震ふるえた。

　頭から足あし下もとまで貫つらぬいた、信じられないほど不ふ吉きつな予感。

　どうしてそう思ったのか、今はもう分からない。虫の知らせ、みたいなものだった。僕は落ちたジュースの缶を放って、階段に向かって走り出した。

　それは五年前の、冬の日。

　デパートで靴くつを買いたいと言ったのは、ほのかの方だった。両親は仕事で忙いそがしくて、かといって小学三年生に一人でデパートまで行かせるわけにはいかなくて、結局、僕が付き合うことになった。靴を買う前に「トイレに行ってきます」といって地下のフロアに、ほのかは降りていった。トイレは偶ぐう数すう階と地下にしかなかったから。

　僕は一階の階段の前で待つことになった。

　そして、地面の震しん動どうと──爆ばく発はつ音が僕の足下からやってきた。

「ほのかぁっ！」

　僕は階段を二段飛ばしで駆かけ下りた。地下の食料品売り場で、人がざわついてる。焦こげ臭くさい煙けむりが、更さらに下の階から上ってきてた。考えるより先に身体からだが動いた。「関係者以外立ち入り禁止」のチェーンをまたいで、僕は地下二階の機械室に駆け下りた。

　そこにあったのは、

　火花を散らしている、管理用の配はい電でん盤ばんと、

　吹き飛ばされて廊ろう下かに転がっている、機械室のドアと、

　地面に溜たまった、ガスのにおい。

　それ──と、

　　どうして　ここにいるのか　わからない

　まよいこんだのだと　おもった

　　ひふがやけこげて

　かたうでがなくて

　　おなかにおおきなあながあいてた




　僕の妹、天あま巡めぐりほのか。




「──────────────────────────────────っ!!」

　さけびたかった。でも、のどがつまってこえがでない。

　ぼくは、あるきかたを、わすれた。じめんにはいつくばって、がすくさい──じめんをはうように、いそいでいるつもりで、ほのかにかけより、だきおこす。

　──ガスのにおいがまだ残ってる。爆発するかもしれない。急いで、急いで──。

　頭の中の冷静な部分が呟いてた。僕はほのかを抱だきかかえて走り出した。

　ほのかは、この時まだ、生きていた。

　身体のあちこちから、たくさんの血が流れて、僕の上着を染めてた。自じ慢まんの長い三つ編みがちぎれて、左右両方ともなくなってた。

　ほのかは濁にごった目で僕を見て、




「……ごめんね、お兄ちゃん。ほのかは──だから──」




　こときれた。




　誰だれも信じてくれなかった。

　一いつ瞬しゆんだけ見た機械室の中は、まるで見えない化け物が暴れ回ったように、コードやケーブルが引きちぎられ、天てん井じようを走るパイプが握にぎりつぶされてて──それに、砕くだけたコンクリートの壁かべに拳こぶしが食い込んだような跡あとがあった──こと。

　だって、

　僕がほのかを抱だき上げて、地下一階への階段を登り切った、直後。




　爆ばく音おんとともに、ほのかを殺した地下の機械室は吹ふき飛んでしまったから。







　──が──────ああああああっっ!!

　夢──夢。これは夢。夢だっ！

　自分に言い聞かせて身体を起こす。震えが止まらない。奥歯をぎりぎりとかみしめる。大だい丈じよう夫ぶ──大丈夫。あれはもう終わったこと。二度とあんなことは起こらない。身体の半分を吹き飛ばされたほのか。噴ふき出してくる血を僕が浴びることも、止まってしまった呼吸を呼よび戻もどそうと、意味もない人工呼吸を繰くり返すことも──もう、ないんだ。

「──大丈夫。大丈夫。大丈夫。大丈夫──」

　昼間、あんなものを見たから。

　ディンタニアが使った〈恋こい人びと〉の能力『完全なる恋人』で作り出した、偽にせ者もののほのかを。

　──あんなものを、見たから。

　ほのかはデパートの地下二階、機械室の爆発に巻き込まれて死んでしまった。

　どうしてほのかがあの場所にいたのか、今でも分からない。警察の調査では、事故という結論になった。トイレに行こうとしたほのかが地下二階に迷い込み、その時たまたま、老ろう朽きゆう化していたガス管から漏もれて──溜まっていたガスに配電盤の火花が引火した。

　そして爆発。通りがかったほのかが巻き込まれた。

　僕たちが逃にげたあと、もう一度爆発が起こり、機械室そのものを吹き飛ばしてしまった──。

「……水」

　僕はベッドから降りた。時刻は現在──午前四時。

　喉のどがからからだった。夢の中で叫さけびすぎたからだ。

　僕はパジャマの右袖そでをまくり上げた。窓から差し込む薄うすい月明かりに、赤黒い〝傷ペイン〟が浮うかび上がる。髪かみの長い少女と、十二個に減ってしまった『木の実』。

〝傷〟で〈角笛を吹く精せい霊れい〉に勝てるんだろうか？

『木の実』を一個余分に使ったら、〝傷〟が加速した。一昨日おとといは〈角笛を吹く精霊〉が打ち出す剣けんに串くし刺ざしにされたけど、もしかしたら──次はその前に奴やつを消せるかもしれない。

　──分からない。たぶん、確かなことなんかなにもないんだ。

　僕は部屋を出て、階段の壁に寄りかかる。

〝傷〟の使い方は、実際に使って学んでいくしかないんだ。誰も教えてくれない。

　二週間前、大人の女の人の声が、〝傷〟から聞こえてた。でも。

『あなたは可能性』

『〝精霊〟の創つくり出した舞ぶ台たいでもなく、ラガジュの曖あい昧まいな夢でもない、

　新たな世界を創り出せるかどうか』

　あれから何度呼びかけても答えは返ってこない。

『──でも、気を付けなさい』

『〝傷〟を使うたびに、あなたの細さい胞ぼうはそれに置き換かわっていく』

　どの細胞が？　使うたびにって──いつから？　もうどこかの細胞が〝傷〟に置き換わってるのか？　どれだけ『木の実』を使えば〈角笛を吹く精霊〉を消せる？　本当に〈角笛を吹く精霊〉を消せば、僕たちは助かるのか？

　答えはなにも返ってこない。

　溜ため息いきをついて、僕は階段を下りていく。




「────連れん絡らくです。────簡単に──ます」




　リビングからリトの声が聞こえた。

　二階で寝ねてるはずなのに、こんな時間に？

「はい──無事────は、時間を────」

　リトがこんな時間に電話する相手といったら、楓かえでさんぐらいしか思いつかない。急いで連絡取らなきゃいけないことが──何か起こったのか？

　僕は階段の途と中ちゆうで立ち止まった。リトにもプライベートはあるわけだし、聞いたらまずいか。こっそり電話してるってことは、僕に聞かれたくない話なんだろう。

　僕は足音を殺して、階段を上がろうとした。

「──ディンタニア──と、おに──が、接せつ触しよく」

　──!?

　微かすかに聞こえた「ディンタニア」って言葉に、僕の足が硬こう直ちよくした。

　誰だれと話してるんだ!?

　ディンタニア＝エシュオン──〝雑音ノイズ〟のことを、誰に？

　──ごめん、リト。

　僕は息を詰つめて、一階の廊ろう下かに降りた。リビングのドアの脇わきに張り付き、ゆっくりと、木製の引き戸をずらしていく。

　リトはソファの陰かげに座っていた。携けい帯たいの液えき晶しようの光に照らされた僕の妹分が、何故なぜか今だけ知らない人のように見えた。真しん剣けんな──でも、痛みをこらえているような──そんな顔だった。

「──予定通りですよね──が、〝雑音〟におに──の情報を──流したんですから」

　扉とびらの隙すき間まから、リトの声が流れ出てくる。

「分かってます──わたしたちの──には、それが一番いいってこと。でも、納なつ得とくなんか──。あの人たちはおにーさんを欲しい──ですから」

　僕は声をかけることが出来なかった。

　ほんの一歩踏ふみ出して、こんな夜中に誰と、なんの話をしているのか、

　ただそれを聞けばいいだけ、なのに。

「それは大人の理り屈くつです！　あなたは見つけたいんですよね？　わたしのおとーさんを。あの時から行方ゆくえ不明になってる──あのひとを」

　──なんの話をしてるんだよ！　リト!?

　頭が混乱してきた。リトのお父さんって、リトが生まれてすぐに死んだんじゃなかったのか？　じゃあリトが電話してる相手は──決まってる、楓さん以外に誰がいるっていうんだ。

　──楓さん。あんたは、リトになにをやらせてるんだ!?

〝端ガジエ末ツト〟だろうと何だろうと関係ない。リトはまだ十歳の子供なのに。

　リトは──話しているうちに興奮したのか、荒あらい息をついていた。

　幼い掌てのひらで目元をぬぐって、携帯に向けてはっきりと口にする。




「あなたはそのためにわたしを引き取ったんでしょう？──かーさん──楓さん」




　その瞬しゆん間かん、なにか巨きよ大だいなものがぶつかる音がした。

　まだ夜も明けない、窓の外から。











　幕間　〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の手記　二




　かつてこの世界は二度、終しゆう焉えんの危機を迎むかえた。

　一度目は神話の時代。

〝端ガジエ末ツト〟の存在が〝普エ通キのス人ト間ラ〟の知るところとなった時。

　彼らは世界を〝普通の人間〟のものとするため、バベルと呼ばれる要よう塞さいを築いた。しかし要塞は〈断罪人〉〈侵しん略りやく者〉により破は壊かいされ、また〝普通の人間〟の首長たちは〈教師〉により言葉が通じ合わぬように調教され、世界の各地へ散っていった。

　二度目は中世。

　フランスの王、シャルル六世を籠ろう絡らくし、国を〝雑音ノイズ〟の拠きよ点てんにせんと試みた魔ま術じゆつ師しアグシーダ。彼かの者は有史以来初めて〝雑音〟を組織化し、己おのれを〝端末〟に近づけんと、〝流転メタフ骨牌エシス〟を作り上げた。

　しかしシャルルに魔術師への不信感を与あたえた〈心配症しよう〉により、その目的は頓とん挫ざし、魔術師は〈壊かい体たい者〉に首を切られ、身体からだは一寸刻みに解体された。

　その後〝流転骨牌〟は、代々の〈壊体者〉により管理されることとなる。

　組織〝雑音〟はアグシーダの弟子でし、魔ま女じよケルトファリアにより受け継つがれたが、結局、魔女は百本の剣けんにより処しよ刑けいされ、その魂たましいも永と久わの牢ろう獄ごくに繫つながれることとなった。




　そして今、世界は三度目の危機を迎えている。

　問題は、二つ。

　一つは、組織〝雑音〟。

　既すでに〈教師〉〈恋こい人びと〉〈調停者〉〈困こん窮きゆう者〉〈侵略者〉の『果実』が〝雑音〟に奪うばわれ、ディンタニア＝エシュオンと呼ばれる少女の体内に取り込まれている。

〝雑音〟が〝端末〟より『果実』を取り出し、その身に宿すなど、有史以来一度もなかったこと。〝雑音〟にそれほどの術者がいるとは、到とう底てい、予想だにせぬことであった。

　まさか古いにしえの魔術師アグシーダが蘇よみがえったのでもあるまいに。

〝雑音〟は『共感エン能力者パス』の群れ。彼らは居ながらにして意思を、遠くの者と通じ合うことが出来る。まるで集団でひとつの生命体となったかのように、痛み、喜び、あるいは五感をシンクロさせることが出来る。

〝雑音〟の増加は、世界の均質化を促うながす。

　雑多な生命がいてこその世界。〝普通の人間〟全すべてが〝雑音〟になれば、単一の生命がそこにいるのと変わらない。〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟は世界に飽あき、目を覚ますことであろう。

　故に〝雑音〟は駆く逐ちくされなければならない。




　二つ目の問題は、〝傷ペイン〟の少年。

　彼はこの世界より〈壊体者〉を消しよう滅めつさせた。

〝精デイヴ霊アイン〟が緻ち密みつに編み上げたこの世界のシステム、その一角を崩くずしてしまった。修復には幾いく年とし月つきかかることであろうか。百年──あるいは千年？

　しかし彼は〝傷〟の使い方を分かっていない。また、彼自身も〝傷〟を恐れている。

　ならばその右みぎ腕うでを切り落とせば、全ては解決する。

　殺すのはそれからでも構わない。彼が〝精霊〟の救いを拒こばんだ場合のみ。

　それで──よかろう。




　ああ、これほどの問題を抱かかえているのに、何故なぜ、我はまだ汝なんじに囚とらわれているのであろうか。

　既に死したる者。幼き〈超ちよう越えつ者〉よ。

　バグを起こした〈英えい雄ゆう〉との戦いで命を落とした少女よ。

〈英雄〉は〈生命体〉と同等の再生能力を持ち、その拳こぶしは『架か空くう兵士』の鎧よろいを砕くだき、その足は一夜に千里を走る。目は昼間の空に満天の星を捉とらえ、耳は千人の声を聞き分ける。

　故に、我は彼を全力で殺害する必要があった。

　幼き〈超越者〉よ。汝の能力『根源回帰』は全ての〝端末〟の能力を打ち消す。

〈英雄〉を殺すためには、その能力は不可欠であった。

　しかし、汝は〈英雄〉の手にかかり死んだ。

　幼き〈超越者〉──〝夢を見続ける神〟に愛され、我が失敗により命を落とした少女よ。

　あれからもう時は流れたのだ。もう、我を解放してくれぬだろうか。

　管理者であるが故に、我は自分の記き憶おくを消すことが出来ぬ。

　我が記憶は管理者としての記録でもある。我がどのようにシナリオを作り上げてきたか、〝端末〟をどのように動かしてきたか──その記録もまた、管理者としての必要な使命。

　故に記憶を改変するということは、管理者であることを放ほう棄きすることに等しい。幼き〈超越者〉よ。我が汝を忘れることができないのはそのためだ。

　ああ──次のように呟つぶやくことが出来たら、我はどれほど楽になれるであろうか。




『運命規定』、幼き〈超越者〉の記憶よ。我が魂より消えよ──と。




　汝の記憶が消えれば、〝傷〟の少年を殺すことにためらいなど感じぬというのに。
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　夜明け前の商店街。

　家を飛び出してきた僕が見たのは、月をバックに飛び去っていく長い影かげと、こわれた三さん軒げんの店だった。

　被ひ害がいを受けたのは角のコンビニとドラッグストア。そして一番ひどい状態なのは、ドラッグストアの隣となりの『みみずく古書店』だった。重機にこそぎ取られたように、店の二階部分がなくなってる。一階の壁かべもほとんどが剝はがれて、柱が露ろ出しゆつしてた。

　近所の人たちが壊こわれた店を遠巻きにしてる。わざわざ自転車で来た人もいるし、僕みたいにパジャマに上着を羽織った姿で息を切らしてる人も。冷えた空気の中、奇き妙みような緊きん張ちよう感かんが商店街に漂ただよってる。

　人ひと垣がきの向こうでパトカーの赤いランプが光っていた。

「なにが、あったんですか？」

　僕は人垣の中の一人に声をかけた。

『みみずく古書店』には、みさおさんが住んでいるはずだ。

〝傷ペイン〟が『果実』を喰くらって、その能力も記憶も奪うばってしまった、元〈壊かい体たい者〉が。

「……その、古本屋の店主の人は？」

「ああ、みさおちゃんの知り合いかい？」

　髭ひげを生やした初老の男性が呟く。商店街の人みたいだった。僕は彼に頷うなずき返す。

「は、はい。みさおさんは無事なんですか!?　今、どこに──？」

「怪け我がはしてねぇよ。事情を聞くために警察につれていかれただけさ」

　なんてことはない、と、男性は肩かたをすくめた。

　でも、街灯に照らされたその顔は青ざめていて、

　信じられないものを見てしまった恐きよう怖ふに歪ゆがんでいた。

「なにがあったんですか……？」

「言っても信じねぇと思うよ」

「……言ってくれないと、信じるも信じないもないです」

　ドラッグストアの壁には、尖とがった巨きよ大だいな足が貫かん通つうしたような穴。

　道路に転がったみみずく古書店の柱には、太い指が食い込んだような跡あともある。

　僕はさっき飛び去っていった、羽根の生えた長大な影のことを思い出した。

「教えてください。たぶん、僕は信じます」

「なんか鎧よろいみたいなもんを着た巨きよ人じんと、羽根の生えた竜りゆうみたいな奴やつが格かく闘とうしていったのさ」

　ははは、と、乾かわいた笑いと一いつ緒しよに、男性は言葉を吐はき出す。

　そうじゃないかと、思ってた。

　巨人はたぶんディンタニアの『架か空くう兵士』。

　羽根の生えた竜はたぶん〈創造者〉が作った疑ぎ似じ生命体だ。

「……なにしてるんだよ……ディンタニア」

　みさおさんはもう〈壊体者〉じゃない。『果実』は〝傷〟が完全に破は壊かいした。みさおさんは〝端ガジエ末ツト〟の能力は使えないし、〝端末〟のことは覚えていないのに。

　僕は人垣から離はなれた。

　現場を見るのは──今は無理か。警察と救急車が来てる。

　みさおさんが戻もどって来てから、話を聞こう。

　そう思って振ふり返ると、




「……おにーさん」




　息を切らしたリトが、僕の前に立っていた。

　僕はパジャマにＧジャンを羽織った姿。一応、靴くつだけは履はいてきた。

　でも、リトは裸足はだしだった。

　パジャマのまま、全力疾しつ走そうしてきたのか、気持ち悪そうに胸を押さえている。




『────連れん絡らくです。────簡単に──ます』

『あなたはそのためにわたしを引き取ったんでしょう？──かーさん──楓かえでさん』




「化け物が、暴れたんだってさ。みさおさんの店が壊れてた」

「……おにーさん」

「詳くわしいことは、みさおさんが戻ってきてから聞くよ。帰ろう、リト」

「おにーさんっ！」

　リトは、拳こぶしを握にぎりしめて叫さけんだ。

「おにーさんは、いつから目を覚ましてたんですか？」

「……外で変な音が聞こえたとき」

「噓うそです」

「噓なんか言わない」

「だっておにーさんは、噓をつく時、右の肩が上がるんです」

　──え？

　僕は反射的に右みぎ肩かたを押さえた。

「ごめんなさい。噓です」

　ボブカットの髪かみを風に揺ゆらし、泣きそうな顔のリトが、僕の顔をじっと覗のぞき込んでくる。

「電話、聞いてたんでしょう？　誰だれと話してたか訊きかないんですか？」

「訊いてもいいのか？」

「質問に質問で答えるのは卑ひ怯きようですおにーさん」

「…………訊かない」

　ぽん、と僕はリトの頭に手を載のせる。

「リトは僕の妹分だろ？　妹を信じないお兄ちゃんがどこにいるんだよ」

　リトの小さな手が、僕の指を握りしめた。

　リトも〈慈じ母ぼ〉の〝端末〟なんだ。いつまた、〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉に狩かられるか分からない。まだ十歳なのに、大人でも逃にげ出したくなるような運命を背負ってる。

　秘密のひとつやふたつ、あったって構わない。

　リトは僕の妹分なんだから。

「お願いします、おにーさん。ずっと訊かないでください。さっきの電話は忘れてください。

　訊かれちゃったら、わたし、答えちゃいます。おにーさんに隠かくし事ごとなんかできません。

　そして──わたしの答えを聞いたら、おにーさんはきっとわたしを嫌きらいになります」

「──ならないよ」

　僕たちは家に向かって歩き出す。

「ならないし、リトが言いたくないなら、訊かない」

「うん。ありがと──です。おにー、しゃん──ぐすっ」

　リトの声が涙なみだまじりになる。僕はＧジャンのポケットからポケットティッシュを取り出す。僕の上着を洗ったあと、ポケットにティッシュとハンカチを入れておくのはリトの癖くせ。そこまで僕の身だしなみに気を遣つかう必要はないと思うんだけど──それが、僕の従妹いとこ『日本一包容力のある小学生』なんだ。

「うぅ、おにーさん、これはお肌はだにやさしいローション入りティッシュです。まずおにーさんに使ってもらって感想を聞きたかったのに……」

「今は、そんなのどうでもいいってば」

「……ちーん」

　諦あきらめたのか、リトはローション入りのティッシュで鼻をかんだ。

「僕は今日、学校休むことにしたから」

「……不良です。楓さ──おかーさんに報告します」

「説明しただろ〈角笛を吹く精霊〉のこと」

〈角笛を吹く精霊〉が一方的に通告してきた約束の日は明後日あさつて。

〝傷〟が取り憑ついた右みぎ腕うでを切り落として〈角笛を吹く精霊〉に差し出すか。

〝傷〟と共に、〝端末〟か僕か、どちらかが滅ほろびるまで戦うか。

　ぞくん

　右腕に鳥とり肌はだが立った。結論はたぶん、出てる。でも、僕にはそれを口に出す勇気がない。

「どうせ文化祭の準備だけだし、それに、周す防おうさんたちと一いつ緒しよにいた方が安心で──」

「すごく不良です！　不純異性交遊です。レポート書いて教育委員会に密告します」

　赤い目を擦こすりながら、泣き笑いの顔でリトは宣言した。

「なので、わたしも今日はお休みです。理由はおにーさんの保護観察のためですっ！」

「……うん」

　その方がいい。リトも、狙ねらわれてるのは間ま違ちがいないんだから。

〈角笛を吹く精霊〉は、たぶん明後日の日曜日、僕の前に現れる。

　僕の答えを聞くために。

　あいつを倒たおすとしたら、その時が唯ゆい一いつのチャンスだ。

『木の実』を食わせてブーストした〝傷〟で一気に食い殺す。それだけ。

　それだけ──なんだけど。

「お休みだからって昼まで寝ねてちゃ駄だ目めですよ、おにーさん──」

　そういって僕の腕うでにしがみついたリトの表情が──突とつ然ぜん、凍こおり付いた。

　家への角を曲がって、すぐの場所。

　電柱の下に、二人の黒服の男が立っていた。

「天あま巡めぐり翔かけるさま、我らの姫ひめ君ぎみがお呼びです。一緒に来ていただけますね？」

　それは提案でもなく、お願いでもなく、ただの、確かく認にんだった。

　商店街の入り口に、一昨日おとといと同じＲＶ車が停とまっていた。

　その後部座席のドアが開き、メイド服を着た女性が僕たちの前に姿を現した。
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「こちらへどうぞ、天あま巡めぐりさま」

　メイドさん──ココリさんが僕たちを促うながした。

　川沿いにある大きな駐ちゆう車しや場じようで、僕たちはＲＶ車からトラックに乗り換かえることになった。

　僕もリトもパジャマ姿のまま。財さい布ふも、携けい帯たいも持ってない。あるのは家の鍵かぎくらい。今が何時なのかも分からない。

　一度家に帰らせてくれって言ったんだけど、ココリさんの答えは一言。

「緊きん急きゆうです」──だけだった。

「……おにーさん」

　リトは僕の腕にしがみついたまま離はなれない。

　先に車を降りたココリさんは、トラックのコンテナのドアを開けた。

「姫ひめさまがお待ちです。お話が終わりましたら、自宅へお送り致いたします」

　僕は小さく頷うなずいた。

　そして僕たちはココリさんの後に続いて、コンテナの中に入った。




　コンテナの中は青白い光であふれていた。

　まるで、水の中にいるみたいだ。

　リトの顔も、手も、光のせいで青くなってる。なにか柔やわらかいものを踏ふんだと思ったら、それは半はん透とう明めいのチューブだった。どくん、どくんと鼓こ動どうしながら、青い不思議な液体がその中を移動してる。

　床ゆかの上は鼓動するチューブと、用よう途との分からないケーブルで埋うめ尽つくされてる。それを引っかけるのが恐こわくて僕は動くこともできない。コンテナの左右の壁かべには巨きよ大だいな液えき晶しようディスプレイ。画面はいくつも分ぶん割かつされて、それぞれどこかの建物の内部を映している。

　僕たちの背後でコンテナのドアが、がちん、と閉じてロックされた。

　微かすかに床が揺ゆれた。トラックが走り出したらしい。

「〝雑音ノイズ〟の支部にようこそ。歓かん迎げいするの、カケル」

　青白い光の源は、コンテナの一番奥にあった。

「……ディンタニア？」

「一日ぶりね、カケル。会いたかったの……」

　身体からだに絡からみつくプラチナブロンドの他ほかには何も身につけていないディンタニアが、笑った。

　コンテナの奥の壁かべ際ぎわに、透とう明めいな球体が置いてあった。たくさんのケーブルとチューブが絡みついていて、まるでコンテナの床からスイカかメロンが生えてるみたいだった。

　球体──カプセルの中は青白い液体で満たされてる。

　ディンタニアはその中で、膝ひざを抱かかえて座っていた。

　頭の上まで浸つかってるのに、息は普ふ通つうにしているみたいだった。ディンタニアが口を開くたび、ごぽ、と泡あわが立つ。よく見るとディンタニアの首の後ろからは、透明なケーブルが生えていた。ディンタニアはまるでプールの中にいるみたいに、身体を斜ななめにしたり、回ったり。

　コンテナの中にいるのは僕とリト、ディンタニアとココリさんだけだった。

「……おにーさん、見ない方が、いいです」

　リトが必死に背せ伸のびをして、僕の目をふさごうとしてる。

「これが当たり前だと思っちゃったら駄目です。普通の生活に戻もどれなくなっちゃいます」

「……わかってる」

　僕の身体はちゃんと震ふるえてるし、鳥肌が立ってる。視界はぐらぐら揺れてるし、喉のどの奥がひりついてきてる。おかしいって、ちゃんと、わかってる。

　こんなの、僕の世界の出来事じゃない。

「なんで僕たちを連れてきたんだ。ディンタニア」

「ディンタニアたちはずっと交こう渉しようを続けてきたの。元〈壊かい体たい者〉、海かい棠どうみさおに」

　青い水の中で膝をかかえたまま、ディンタニアは話し始める。

「平和的に譲ゆずってもらえると思ってたの。でも、駄だ目めだった。もうあの人にこれは意味がないはずなのに。元〈壊体者〉、海棠みさお。あの人はこれを譲ってくれなかった。

　しょうがないから、力ずくでもらうことにしたの」

「……ごめん、なにを言ってるのか分からない」

「でもあの人のことを〈創造者〉の『妖よう精せい』が見張ってたから、結局、戦いになっちゃった。

　大だい丈じよう夫ぶ。あのお店はディンタニアたちが責任をもって直してあげるの」

　元〈壊体者〉、海棠みさおさんに譲ってもらおうとしたもの──？

「それを一時的にカケルが預かってたことは、協力者からの情報で確認済みなの」

　ディンタニアが「協力者」と口にした瞬しゆん間かん、リトの身体が、びく、と震えた。

　僕がみさおさんから一時期預かっていたもの。

　そんなの、ひとつしかない。でも、どうしてそのことをディンタニアたちが知ってるんだ？

　あれをみさおさんから預かってたのは四日間くらい。あれの存在を知ってるのは僕と、真ま白しろを見つけるために〈生命体〉の駒こまを使った黒乃と、一いつ緒しよに住んでいたリトだけ。

　でも──協力者って──誰だれだ？




『──ディンタニア──と、おに──が、接せつ触しよく』

『──予定通りですよね──が、〝雑音〟に、おにーさんの情報を──流したんですから』




　さっきリトが掛かけていた電話の内容が頭をよぎった。

　電話の相手は多分──楓かえでさんだ。

　でも、どうして楓さんが〝雑音〟に僕のことなんか話す必要がある？

　それに──みさおさんから僕が預かっていたもの。今いま更さら、なんであんなものが関係してくるんだ？

「姫さま、こちらを」

　メイド服を着たココリさんが、いつの間にかディンタニアのカプセルの脇わきに立っていた。

　ココリさんが捧ささげ持もっているのは、四角形の木箱。

　蓋ふたを開けるとそこには、円形の盤ばんと、十七個の白い、チェスの駒に似たものが入ってる。

　見なくても──分かる。あれは、

「……〝流転メタフ骨牌エシス〟」

　古いにしえの魔ま術じゆつ師しが世界のなりたちを表すために作った占せん盤ばん。

「元々これを作ったのは〝雑音〟の開祖アグシーダ。ディンタニアたちは取り返しただけ。

　ずっと、代々の〈壊体者〉が管理していたから、手が出せなかったの。

〈壊体者〉がいなくなって、すぐに取りに行こうと思ったんだけど──二週間前の事件で、日本支部の人たちが八人も死んじゃったから、慎しん重ちようになってたの」

　透明なカプセルに掌てのひらを押しつけて、ディンタニアが僕を見ていた。

「〝流転骨牌〟は世界を終わらせるのに必要なものなの。

　だって、これがあればラガジュの居場所への門を開くことができるんだもの」

　ディンタニアの芸術品みたいな身体のラインとか、大きすぎず小さすぎない胸とか、それ自体が光ってるみたいな白いお腹なかとか──この場所じゃなかったら、僕は真っ赤になって目を逸そらしてたと思う。

　でも、今は、別の意味で頭の中が真っ白だった。

　ディンタニアが次に何を言うか、分かってしまったから。

「箱の中には牌はいが十七個しかなかったの。

〈壊体者〉の牌がないの……カケル、知らない？」




　　　　３




「真ま白しろ急いでっ！」

　肩かたからボストンバッグを提さげた黒くろ乃のが、真白の前を走っている。

　──なに、この胸むな騒さわぎ。

　風になびく双ふた子ごの妹の黒くろ髪かみを、真白は必死に追いかける。

　やっと白みはじめた空の下。

　人ひと気けのない住宅街の道路。いるのは真白と黒乃、二人だけ。

　──あれは確か、みさおさんって人が住んでる古本屋。みみずく古書店、だっけ。

　真白の脳のう裏りに、さっき商店街で見た光景がよぎる。

　壁かべと屋根が崩くずれ落ち、ほとんど廃はい墟きよと化していたみさおの店。

　二週間前、あの店の前で真白は〈侵しん略りやく者〉に襲おそわれた。

　今はもう〈侵略者〉はいない。〈壊体者〉だった海かい棠どうみさおは記き憶おくと能力をなくした。真白はそのことを、翔かけるに教えてもらった。

　──だけど、壊こわれてた。

　真白は走りながら胸を押さえた。

　昨日、ディンタニアのところから帰る途と中ちゆう、翔がくれた提案を覚えている。

『明日と明後日あさつては、ずっと一緒にいよう。周す防おうさん』

　天あま巡めぐりくん……。

　思い出すだけで真白の胸はときめいていく。

　今が非常事態だってことは分かっている。

　バグった〝端ガジエ末ツト〟である自分。その『補正プログラム』の黒乃。

　そして〝端末〟と呼ばれる人たちが生み出す、化け物を消してしまう能力を持った翔。

　二週間前は真白が狙ねらわれていたけれど、今は翔が狙われている。

　──天巡くんを、傷つけさせたりしません。

「駄だ目め！　家にかけても携けい帯たいにかけても出ない！　自分から『学校サボって一いつ緒しよにいよう』って言い出したくせに、電話しても出ないってどういうこと!?」

「天巡くん、まだ眠ねむってるんじゃない。やっぱり早すぎたんだよ」

「日付が変わった瞬しゆん間かん出かけようとしたの真白でしょ？」

「だって、眠れそうになかったんだもん」

「それからシャワー浴びて顔洗って、どうして準備に三時間もかかるわけ？」

「それはその──女の子には色々準備が必要なの。天巡くんは男の子だからそういうのないし、きっとまだ寝ねてるんじゃないかな……」

「それはないよ真白。だって、真白も見たでしょ？」

　黒乃の言葉に、真白は頷うなずいた。

「あの商店街の有り様。天巡はいつも痛がりで怖こわがりですごく慎重なんだよ。こんな近くであんな事件があったのに、気づかないわけないでしょ!?」

「──うん」

　真白と黒乃は表札に『天巡』と書かれた家で立ち止まった。

　真新しい門を、黒乃は問答無用で押し開き、家の敷しき地ち内に突とつ入にゆうする。チャイムのボタンを押し、黒乃はドアに耳を押し当てる。翔の部屋は二階。カーテンが引かれていて、中の様子は分からない。結構大声で話していたから、翔が起きているなら気づくはずだった。

　──駄目、やっぱり、悪い予感がする。

　翔は眠っているだけ。昨日も一昨日おとといも戦いに巻き込まれて、疲つかれて目をさまさないだけ。

　真白は自分に言い聞かせる。

　それでも、背中に冷たいものを流し込まれるような気配が消えない。

「……真白？」

　真白の不安そうな顔に気づいたのか、黒乃は何かを決意したように顔を上げた。

「目覚めろ！　はああああああと！　ぶれいかあああああああっ!!」

　叫さけびながら家の横、リビングがある方へと黒乃は駆かけ出す。

「く、黒乃、なにする気なの!?」

「真白はこれ持ってて！　私はリビングのガラスを叩たたき割る！」

　黒乃はボストンバッグを放ほうり出す。反射的に拾い上げた真白は、妹の左手に銀色の輝かがやきが生まれるのを見た。何度か見たことがある、翔の右みぎ腕うでのアザ。髪かみの長い少女と樹きと根と枝。それと同じかたちのレリーフが施ほどこされた銀色のショートソードを。

「だ、駄目だよ黒乃！　ガラス割ったりしたら天巡くんに口きいてもらえなくなっちゃう！」

「真白は窓ガラスと天巡とどっちが大事なのっ!?」

「天巡くんっ!!」

「了りよう解かい！　いっけええええええええええっ!!」

　カーテンが引かれたままの、リビングの窓ガラス。

　黒乃はハートブレイカーをバットのように構え、リビングの窓ガラスに向かって振ふりかざす。

「……や、やっぱり駄目っ！　待って黒乃っ!!」

　真白が地面を蹴ける。今にもガラスを叩き割ろうとしている黒乃に飛びつく──直前。




「ひとんちでなにやってるのかなぁ、君たちは」




　突とつ然ぜん、玄げん関かんの方から、のんびりとした声がした。

「──誰だれっ!?」

　黒乃が身体からだを翻ひるがえす。

　真白は黒乃に飛びつこうとして目標を失い、地面にヘッドスライディング。黒乃は倒たおれた姉の身体を避よけて、窓ガラスを破るはずだったハートブレイカーを、現れた人ひと影かげに向けた。

　そこに立っていたのは背の高い女性だった。

　スレンダーな身体。着ているのはグレーのパンツスーツ。そのポケットに手を突つっ込んで、ノンフレームの眼鏡めがねの向こうから、真白と黒乃に楽しそうな視線を向けている。茶色の髪に、真横に伸のびたポニーテール。女性が軽く頭を振ると、長いポニーテールが生き物のように旋せん回かいし、黒乃の目をかすめた。

「──くっ！」

「よくないなぁ。翔の留守に勝手に家に入り込もうなんて。ウチの子がそんなことしたら、裸はだかにして縛しばってお風ふ呂ろにつけ込むのにねー」

　──誰？

　真白は頭を振って起き上がる。

　背の高い女性が、黒乃の手首を摑つかんだ。ぎり、と尺骨のあたりで音がして、黒乃がハートブレイカーを取り落とす。女性はそのまま身体を沈しずめ、肩かたから黒乃の足あし下もとに滑すべりこんだ。横で見ていた真白にさえ、何が起こったのか分からなかった。

[image: ]

　次の瞬間、真白は双ふた子ごの妹の身体が宙を舞まうのを見た。

「手加減はしてあげたからねー。駄目だよ。出来心でも空き巣なんて」

　ずどん

「黒乃！」

「あがああああああっ！」

　黒乃は背中を押さえて地面を転げ回る。

「どうしようかなぁ。警察呼ぼうかなぁ。楓かえでさんびっくりしちゃったもんね」

「──え、楓さん？」

　真白は、その名前に聞き覚えがあった。

　昨日リトが話していた『楓おかーさん』。リトの母親にして、翔の保護者。

「……あ、うぅ」

　黒乃が呻うめきながら起き上がるのが見えた。真白は楓の横をすり抜ぬけ、黒乃に駆け寄る。

「……大だい丈じよう夫ぶ。これくらい〝端末〟相手にするのに比べたら、なんてこと、ない」

　黒乃の背中をさすりながら、真白は道路に停とまっているスクーターに気づいた。楓が乗ってきたものらしい。真白と黒乃がここに来た時にはなかった。隠かくれていたのか、少しだけ遅おくれて来たのか、真白には分からない。早朝だから音の少ないバイクで来たのかもしれない。

　──天巡くんのことで頭がいっぱいだったから──気が付かなかったんだ。

　真白は天巡家の庭に立つ、パンツスーツの女性に向き直った。

「あの、もしかして、リトちゃんのお母さんですか？」

　大きな目をこれ以上ないくらいに見開いて訊たずねる真白に、女性はあっさり頷うなずき返す。

「そーよ。なーんだ、君たち翔のお友達？」

「ごめんなさいっ！」

　黒乃を支えた格好のまま、真白は楓に向かって頭を下げた。

「今日は天巡くんと一いつ緒しよにいるって約束してたのに、連れん絡らくが取れなくて──勝手に入ってごめんなさいっ！」

「あー、そんなに恐きよう縮しゆくしないでいいよ。こっちもいきなり投げ飛ばしてごめん」

「あたし、周防真白っていいます。こっちは妹の黒乃。

　リトちゃんにはいつもお世話になってます。ほんとに、本当にすいませんでしたっ！」

「ましろ。すおう──ましろ？」

　パンツスーツの女性──天巡楓は、必死に頭を下げる真白から視線を逸そらした。

　何かを思い出そうとするように、宙を見ながら頭を搔かく。

「あー、そういうこと。なんだ、君がそうなんだ」

「……え？」

「ん？　こっちの話。

　それより翔もリトも留守みたいよ？　せっかくだから楓さんは家中ガサ入れしていこうかと思うんだけど、良かったら付き合わない？」




「で、つまり翔の事が恋こいしくて、いてもたってもいられなくて会いに来たら留守だったから、かわいさ余って憎にくさ百倍、窓ぶちやぶって家に乱入しようとしたってことでいいのかな？」

　天巡家のリビング。

　真白と黒乃を家に上げた楓は、宣言通りに部屋を漁あさりはじめた。

　ほのかの写真が入ったフォトスタンドをひっくり返し、テレビ台の下に手を突っ込んでまさぐる。リトが見たら泣き出しそうな乱雑さでサイドボードのカップやコーヒーの瓶びんを取り出し、じっ、と中を覗のぞき込む。

「翔もタイミングが悪いよね。こんな可愛かわいい女の子が二人も訪ねて来てるのに」

「あ、あの、なにやってるんですか？」

「ん？　言わなかったっけ？　ガサ入れだよ？」

　楓は空っぽになったサイドボードに、床ゆかに転がったカップとソーサーを押し込む。

「片付けとかはリトに任せてるからさぁ。楓さん、ちまちました作業は苦手なんだよね……」

　呆ぼう然ぜんと立っている真白と黒乃に、楓は照れたような笑えみを浮うかべる。

　──この人が、リトちゃんのお母さん？

　全然似てない、と思った。

　リトが器用な小動物なら、楓は触ふれたものを壊こわしてしまう肉にく食しよく獣じゆう。テレビ台の前には楓が無む理り矢や理り引きずり出したせいでぼろぼろになった雑誌が落ちているし、サイドボードに押し込んだコーヒーの瓶は蓋ふたが取れて、粉がフローリングの床にこぼれている。

「ないなぁ……二階かな？」

「待ってください！」

　真白は両手を広げて楓の前に飛び出した。

「なんでこんなことするんですか。天巡くんも、いないのに」

「うーん、緊きん急きゆう事態だから、かな？」

「……緊急事態？」

「さっき電話があったの。あなたの甥おいっ子こを預かった。返して欲しければ代だい償しようを差し出せって」

　目だけで笑いながら、楓は言い放った。

「だから身代金になるものを探しに来たの。楓さんには、それが必要だから」

「あんた本当に天巡のオバサンなのっ!?」

　黒乃が楓の背後から指を突つきつける。前に真白、後ろに黒乃。

　前後を白黒双ふた子ごの姉妹にはさまれた楓は、困ったように肩かたをすくめた。

「それに、天巡がさらわれたって──誰だれに？」

「楓さんの知り合いに。

　心配しなくたっていいわよ。あいつらに翔を傷つけるほどの度胸はないから。リトも一緒らしいし、そのうち帰ってくるでしょ？」

「本当にあなたは、天巡くんの叔母おばさんなんですか？」

　真白は大きな目で楓を見つめながら、妹と同じ質問を繰くり返す。

「あたしには信じられません。天巡くん言ってました。この部屋はリトちゃんがいつも綺き麗れいに掃そう除じしてるんだって。昨日、リトちゃん、天巡くんに美味おいしいコーヒーを淹いれてあげてました。なのに──どうして、こんなにしちゃうんですか？」

　真白は転がったコーヒーカップに哀かなしそうな視線を向ける。

「楓さんは翔の叔母さんで間ま違ちがいないわよ？　家の鍵かぎ持ってるの見たでしょ？

　そして、楓さんがこういうことしてるのは、大事な捜さがし物があるから。

　逆に聞きたいんだけどさ、君たち、翔とどういう関係なの？」

「あたしは、天巡くんの彼女です」

　一いつ瞬しゆんの迷いもなかった。

　真白はまっすぐ楓を見つめ返し、左手の薬指にはめた指輪を目の前にかざした。

「あたしはたぶん、天巡くんに命がけで恋をしてます」

「ふぅん……で、君と翔、どっちから告白したわけ？」

「はい、天巡くんから。あたしが手紙を貰もらって──」

「噓うそね」

　ぴき、と。

　空気に亀き裂れつが走ったような、気がした。

「だって、翔にそんな甲か斐い性しようがあるわけないもの」

「う、噓なんかじゃないです！　あたし、天巡くんから手紙を貰いました。好きだって。あたしの一番欲しい言葉をくれたんです！」

「オバサン──ううん、楓さん。天巡は結構がんばりやさんなんだよ。そりゃ恐こわがりで痛がりで、すっごい臆おく病びようものだけど、それでも真白のために一いつ生しよう懸けん命めい戦ってるの。

　楓さん、天巡をちょっと見くびってるんじゃない？」

　真白の必死の言葉を、黒乃が継ついだ。

　楓は眼鏡めがねのレンズの向こうで目を細め、すっ、と二人から視線を逸そらした。

「昔話をしましょうか」

　──え？

　反応できなかった。

　真白が瞬まばたきする間に、楓は彼女の脇わきをすり抜ぬけ、廊ろう下かへと抜け出ていた。

「五年前、翔の妹が死んだの。名前は、天巡ほのか。まだ八歳で、リトの親友だった。

　翔は、ほのかが死ぬ場に居合わせてしまった」

「……ほのかちゃんの、死？」

　楓がどんな顔をしているのか、真白には分からない。翔の叔母は真白に背中を向けたまま、足音もさせずに二階への階段を上っていく。

　真白はどくん、どくんと鼓動を繰り返す胸を押さえながら、楓を追いかける。

「五年前に──妹さんが亡くなるところを、天巡くんは、見たんですか……？」

「それがそれほど翔を傷つけたか、君は知っているはずよね？

　五年前──ほのかが死んだ日、君は翔と出会っていたんだから」

　楓の言葉が、真白の心臓に突き刺ささった。

「周防真白さん、ね。覚えてるわよ。忘れるわけないじゃない。

　ほのかを亡なくしたショックで放心状態の翔と一いつ緒しよに、冬の川にダイブした張本人。みんな、翔が自殺したんだと思ったわ。姉さんも義兄にいさんも、楓さんもリトも、生きた心地ここちがしなかったんだから」

「冬の川に──あたしが？　天巡くんと──？」

　数日前に見た夢が、真白の中で蘇よみがえる。

　冬の日。

　他人とは違ちがう自分。綺麗で健康すぎる子供。それが神の恩おん寵ちようか、それとも悪あく魔まの呪のろいなのか、深い切り傷なら一瞬で──骨折でも数日で治ってしまう子供。

　それに不安を感じた両親が、真白を病院に入院させた。人と違うところを探すために続く検査。なにひとつ隠かくすこともできない。身体からだの隅すみ々ずみまで顕けん微び鏡きようで見られるような──でも、なにも見つからないことを真白だけが知っている検査。

　それが嫌いやで、病院を抜け出した自分。

　真白は──そこで──妹を亡くして泣いている男の子と出会った。




　──神様。この世界の神様。〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟。ひとつだけお願いをします。

　──あたしに、誰かを選ぶことが許されるなら。

　──あたしは──この子を──守ってあげたい──です。




「あれは──夢じゃなかったの？　あれは、天巡くん？」

　真白の足あし下もとが揺ゆらいだ。

　階段のステップから足が滑すべり、そのまま転げ落ちそうになる。

「あたしは、五年前──ほのかちゃんが亡くなった時には、もう、天巡くんと会ってたの？」

　──はじまりはいつだったの？

　真白の、考えごとをするには向いていない頭の中を、無限の疑ぎ問もん符ふが駆かけ巡めぐる。

　──二週間前、天巡くんから手紙を貰った時？　それとも天巡くんが転校してきた時？

　──それとも。

　数日前に見た夢が物質的なリアリティを持って真白の脳のう裏りに甦よみがえる。

　雪の日の寒さも。化け物扱あつかいされた検査のことも。

　橋の上で──小さな男の子を抱だきしめたときの温かさも──。

　──五年前、あの時、あたしたちの運命はもう始まってたの──？

「真白っ！」

　倒たおれそうになる真白を、後ろから黒乃が支えていた。

　黒乃は真白に頷うなずきかけ、それから、つり上がった目で楓を睨にらんだ。

　二階の廊下で立ち止まった楓が、真白と黒乃を見下ろしていた。

「翔は覚えてないでしょうね。あれから四十度近くの熱を出して、二週間以上寝ね込んでたんだから。私たちも、思い出させようとはしなかった。これも運命かしらね」

「運命ならいいじゃない！」

　真白の手を引いて、黒乃は階段を駆け上がる。計ったように、楓が足を速める。真白たちが階段を上りきった時には、もう楓は翔の部屋へと入っていた。

「本当にそれは翔の意思？」

　翔の部屋の中央で、楓が振ふり返る。

　殺風景な部屋だった。勉強机にベッド、壁かべ際ぎわのハンガーには制服が掛かかっている。隙すき間まだらけの本ほん棚だなには雑誌やマンガ、ロードマップに昨日真白が見せてもらったアルバム。テレビやゲーム機の類たぐいは置いていない。

　──なんだか、寂さびしい部屋。

　──男の子の部屋って、みんなこうなのかな……。

　自分と一緒にいる時の翔とは、イメージが一いつ致ちしない。翔にはもっと優やさしい部屋が似合うと真白は思った。照れ屋で、抱だきつくとすぐにどぎまぎして、でも、危ないことがあると一いつ生しよう懸けん命めい自分を守ってくれる翔には。

　この部屋には感情がなさすぎる。

「翔は──大事なものを作るのを、ずっと怖こわがっていたのにね」

　楓は透とう明めいな笑えみを真白に向けた。

「だから、楓さんには信じられないの。翔があなたの彼氏だってことがね。

　本当にそれは翔の意思なの？　〈生命体〉の〝端ガジエ末ツト〟が、その能力を使って、翔に無む理り矢や理り言うことを聞かせてるんじゃないの？」

　──〈生命体〉の〝端末〟!?

　真白は──ざくん、と刃物で胸を切り裂かれたような気がした。

　──天巡くんの叔母さん──楓さん、あたしのこと──知ってるの!?

「……あんた、何者なのよ!?」

　黒乃が真白をかばうように前に出た。

　左手で胸むな元もとの十じゆう字じ架かを握にぎりしめ、右手で楓に指を突つきつける。

「〝端末〟のこと知ってるのは、あんたがあのちびっこのお母さんだから？　それともあんたも〝端末〟なの？　偶ぐう然ぜんにしてはおかしいと思ったのよ。真白、私、そしてあのちびっこ。天巡の周りには〝端末〟の関係者が多すぎる。

　一体なんなのよ！　あんたは一体何者なわけ!?」

「楓さんの正体は簡単。元はバグった〈断罪人〉。〝精デイヴ霊アイン〟に作られた首切り役人」

　楓は部屋を見回しながら、なんでもないことのように答えた。

「他ほかの〝端末〟の『果実』を喰くらって〝端末〟を辞やめた。

　今は何の能力もない、ただの〝普エ通キのス人ト間ラ〟よ」

「天巡くんの、叔母おばさんなんですよね──？」

　かすれる声で真白は問いかける。

「楓さんは天巡くんの叔母さんで、リトちゃんのお母さんなんですよね!?」

「ごめんなさい、リトは楓さんの子供じゃないの」

　淡たん々たんと楓は答える。

「リトは大切な人の忘れ形がた見み。だから楓さんが引き取って、育てることになったの。

　でも、詳しい事情を君に話す必要はないよね？　他人なんだから」

「──あ、あたしは他人なんかじゃ──」

「これ以上、楓さんたちの事情に踏み込んで欲しくないの」

　真白の言葉を断たち切るように、楓はきっぱりと言い放った。

「他人の君たちにここまで話したのは、翔と別れてもらうため」

　楓は何かに気づいたように指を鳴らし、机の脇わきにある本棚に手を伸のばした。

　本棚の一番下、左の角すみに入っていたアルバムを引き抜ぬく。

「できれば穏おん便びんに別れて欲しいんだけどな。でないと翔を、楓さんのとこに無理矢理引き取るとかしなきゃいけなくなるから」

「……どうして、ですか」

「リトから君たちの事は聞いてる。バグった〈生命体〉と『補正プログラム』。あなた達が、他の〝端末〟に狙ねらわれてることも。

　でも翔のことも考えてあげて欲しいの。五年前、目の前でほのかを亡なくして──今度は君が殺されるところを見てしまったら、もう翔は立ち直れない。

　ほのかを失ったあとの二年間を、楓さんは見てきたのよ。リトと一いつ緒しよに。

　ずっとうずくまったまま、死体のように動かない翔を」

　楓は無造作にアルバムをめくり、溜ため息いきをついてから翔の机に置いた。

「この部屋を見れば分かるでしょ？　翔は大事なものを持つのを怖がってる。だからなにも欲しがらない。いつかそれが、自分のところから消えてしまうかもしれないから。なくした時、辛つらくないようにね。本当に大切なものをなくしてしまった人間は臆おく病びようになるのよ。

　君が〝普エ通キのス人ト間ラ〟なら良かったのにね。そしたら、楓さんは祝福してあげられたのに」

「じゃあリトちゃんは!?」

　真白は楓に向かって叫さけんだ。

「リトちゃんだってバグった〝端末〟だってこと、リトちゃんのお母さんなら知ってるはずですよね？　他の〝端末〟に狙われてるのはリトちゃんも同じなんじゃないんですか──？」

「翔とリトだけなら楓さんが守ってあげられる。

　楓さんはずっと〝雑音ノイズ〟に協力してきたの。

　彼らに情報を提供して、その代わりに楓さんとリトを〝端末〟から守ってもらう。〝端末〟が近づいてきたら教えてもらう。そういう約束を。いざとなったら逃にげられるように」

　真白と黒乃の視線を避さけるように、楓は部屋の中をもう一度見回した。

　一人、なにかに気づいたように頷うなずく。

「翔も狙われてるって知ったのはつい最近。〝雑音〟の姫ひめ君ぎみが翔に興味を持ってるみたいだから、黙だまってても守ってくれるとは思うんだけどね──色々あってさ。

　ま、ガサ入れにきたのもその一いつ環かんなんだけど」

　そして楓は、部屋に置かれた本ほん棚だなに再び手を伸ばした。
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　プラモデル。ぬいぐるみ。パソコン。ゲームソフト。超ちよう合金。フィギュア。

　数え切れないほどの玩がん具ぐが散らばった部屋。

「なぁに、ママ」

　窓まど際ぎわに座っていた少年が顔を上げる。

　薄うすく開いたドアの向こうで、エプロン姿の女性が少年を見ていた。

「あのね、怒おこらないで聞いて欲しいんだけど」

「だからなに、ママ」

　少年は女性から目を逸そらし、手の中の携けい帯たいゲーム機に視線を落とす。

「忙いそがしいんだから、早く」

「あなたは本当に私の子供なの？」

　意を決したような問いかけ。

「思い出せないの。思い出せないのよ？　あなたの名前も、いつからこの部屋にいたのかも」

「──〈心配症しよう〉の言葉はあなたに不安を与あたえる」

　少年は短く切りそろえた前まえ髪がみを搔かき上げて呟つぶやく。

「『ママはボクのことを忘れてしまったの？　母親失格じゃないの？　本当は他ほかに好きな人がいて、ボクが邪じや魔まになったんじゃないの？　だからそんなこと言うんだ──』」

「──ち、違ちがいます。ママは──」

「『戸こ籍せきにボクの名前がなかったから？　だって、ボクはママの隠かくし子ごなんだもの。勝手に産んで、捨てて、面めん倒どうだからボクのことを忘れてしまったんだよね？　育ての親の家で酷ひどい目に遭あわされて、やっと逃げ出してきたのに。

　実のママも、ボクのことを捨てるんだ──』」

「ごめんなさい！」

　ドアの向こうで、女性が頭を抱かかえる。

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい。もう言いません！　ママが悪かったの──だから、許して──!!」

「今日の朝ご飯はパスタがいいな。あと、このゲーム飽あきちゃった」

　からん、と少年は携帯ゲーム機を投げ捨てる。

「少し眠ねむるから、朝ご飯になったら起こして。愛してるよ、ママ」

「──はい」

　少年の無機質な視線から逃げるように、女性はドアを閉めた。

　女性の足音が遠ざかっていく。それが完全に聞こえなくなってから、少年は立ち上がり、窓を開けた。

『ほほ、凶きよう悪あくな能力よの、〈心配症〉とは』

　窓の外から声がした。

　硬かたい音がして、窓まど枠わくに褐かつ色しよくの鎌かまのようなものを引っかけた、子犬サイズの『妖よう精せい』たちが姿を現す。

　背中にはトンボの羽根。身体からだには甲こう虫ちゆうに似た鎧よろいをまとった、複眼を持つもの。

〈創造者〉の使い魔まがそこにいた。

『もともと子供など存在せぬ夫ふう婦ふの元に自分の居場所を確保してしまう。己おのれの記き憶おくさえ信じられない状態に追い込む。能力もそうじゃが、汝なんじの話術もたいしたものじゃて〈心配症〉』

『妖精』は裂さけた口からはみ出した犬歯をきしませながら〈創造者〉の声で呟く。

「……〈創造者〉……なにか用？」

　冷め切った声で少年──〈心配症〉は瓦かわら屋や根ねに張り付く『妖精』を見下ろしている。

「用がないなら帰れよ。どうせボクをからかいに来ただけなんだろう？」

『──仕事じゃ』

　キシシ、と『妖精』が歯を擦こすり合わせる。

『〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉より指令。祭りの準備を始めよと。今回は町ひとつを崩ほう壊かいさせても構わぬそうじゃ。イレギュラーとの約束は明後日あさつてじゃがの。それまでに奴やつらを精神的に追い詰つめておけ、とのことじゃよ』

「で『妖精』通して通信してるのはいいけど、あんたの本体はどこにいるのさ」

『〝雑音ノイズ〟を追っておる。「流転メタフ骨牌エシス」を奪うばわれてしまってのぅ』

「……馬ば鹿かじゃないの!?」

〈心配症〉は携帯ゲーム機を屋根の上の『妖精』に投げつけた。

『妖精』が右みぎ腕うでの鎌を振ふるう。

　断たち割られたゲーム機は、分解しながら屋根を転げ落ちていく。

「なにやってんだよ！　なにやってんだあんたは！

　どうせボクに尻しりぬぐいさせるつもりでいい加減な仕事してたんだろ!?」

『お主は何故なぜそうすぐ癇かん癪しやくを起こすのかのぅ』

「うるさい!!　『創造衝しよう動どう』で好き勝手に疑ぎ似じ生物作りまくってるあんたに、『不安衝動』抱えたボクの気持ちがわかるのかよ！」

〈心配症〉は床ゆかから超ちよう合金を摑つかみ取とり、ガラス窓にたたき付ける。

　ガラスが割れ、頭上から降り注ぐ破は片へんに『妖精』たちが逃にげ惑まどう。

「不安なんだよ！　誰だれかに『心配性しよう』をかけると少しだけ落ち着くんだよ！　〝端ガジエ末ツト〟は〝端末〟を殺せない。その禁忌タブーさえなければあんたもストレスで自殺させてみせるのに！」

『儂わしはお主がそれほど嫌きらいではないのじゃがのぅ』

　巨きよ大だいな複眼を備えた首をかしげて、『妖精』が呟く。

『まあいい。奴らの町までこいつらに運ばせる故ゆえ、準備せい』

「──ボクに命令するな」

〈心配症〉が振り返る。

　部屋のドアがいつの間にか開いていた。

　入り口に立つ女性の足あし下もとに空っぽの片手鍋なべと挽ひき肉にくのパックが転がっていた。

「────ナポリタンとミートソース、どっちが──いい、の？」

「ごめんママ。食べてる時間、なくなっちゃったんだ」

〈心配症しよう〉は──たぶん、この家に来て初めて──笑った。

「ママはどっちがいい？　『心配性』のせいで自殺するのと、『妖精』に喰くわれるの。

　お世話になったから、選ばせてあげる。十秒以内。無言は『妖精』の餌えさね」

　破れたガラス窓から一いつ斉せいに、子犬サイズの『妖精』たちが、部屋に飛び込んできた。
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「〝流転メタフ骨牌エシス〟で、ラガジュの世界への門を開く──？」

　青白い光があふれるコンテナの中、僕はディンタニアの目を見つめていた。

　片手で、震ふるえるリトの背中を撫なでながら。

　二週間前の戦いのあと、〝流転骨牌〟はみさおさんに返した。だけど、〈壊かい体たい者〉の牌はいだけは、自分の部屋に隠かくしておいた。あれを見たら、自分が〝端ガジエ末ツト〟だったってことを、みさおさんが思い出す、そんな気がしたから。

　それと、もうひとつ。

　僕が〈壊体者〉を壊こわした。あのひとの記憶も能力も奪ったこと──それを、忘れないために。

「でも、みさおさんが持ってたのはレプリカだって──」

「なにも知らないのね、カケル。〝流転骨牌〟のレプリカなんか存在しない。

　この世界に〝流転骨牌〟はひとつしかないの。魔ま術じゆつ師しアグシーダが作り、魔ま女じよケルトファリアの生き血を受けた、たったひとつの〝流転骨牌〟だけ」

「魔術師アグシーダ──ケルトファリア？」

　また同じ名前が出てきた。何百年か前に死んだ、魔術師とか魔女とか。

　そんな人たちがどうして今の僕たちに関かかわってくるんだ？

　僕たちは、現在いまのことだけで精せい一いつ杯ぱいなのに。

「魔術師アグシーダは〝雑音ノイズ〟の開祖。十五世紀に首を落とされた魔術師。

　そしてケルトファリアはその弟子でし。〈世界〉の〝端末〟に最も近かった存在。アグシーダの死後、〝流転骨牌〟はずっとケルトファリアが持ってたの。でも彼女は〈角笛を吹く精霊〉と〈壊体者〉に殺され、〝流転骨牌〟も奪われた。それが十七世紀に起きたこと。

　それから〝流転骨牌〟は、歴代の〈壊体者〉が管理してきたの」

「……そしてディンタニアたちはそれを取り返した」

　全部、つながってた。

　ディンタニアがこの国にやってきたのは巨大なバグ、僕を見つけたから。

〝流転骨牌〟を手にすることができたのも、僕が〈壊体者〉を消したから。

　その情報を楓かえでさんに流したのは、リト。それを更さらに楓さんが〝雑音〟に伝えた。

　でも、わからない。

　はじまりは、どこだったんだ？

　僕が真白に告白された時から？　〝傷ペイン〟が僕の右みぎ腕うでに取り憑ついた時から？

　それに、楓さんはいつから〝雑音〟と接せつ触しよくしてたんだ？

「もう……訊きいてもいいです。おにーさん」

「リト？」

「わ、わたしの秘密のせいでおにーさんが危険な目に遭あうのなら、わたしは、おにーさんに嫌きらわれた方がいいんです」

　リトの顔が真っ青だった。唇くちびるをかみしめて、がたがたと震えながら、僕にしがみついている。

　カプセルの中で、ディンタニアが不思議そうに首をかしげる。段々眠ねむそうな目になってきてる。〝端末〟の能力を使う回数をリセットするためには青い水の中での眠りが必要だって言ってた。その前のわずかな時間、話がしたいって。

「カケル、教えて。無む理り強じいはしたくないの。〈壊体者〉の〝流転骨牌〟はどこにあるの？」

「……よく、覚えてない。あの時は必死だったから。

　ディンタニアたちは〝流転骨牌〟を手に入れてどうするつもりなんだ？」

「〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の『果実』を奪うばうの。

〝流転骨牌〟はラガジュの居場所への門を開くことができる。神が存在する空間には〈角笛を吹く精霊〉の居城、『中有のルー居城ガー』というものがあるの。ディンタニアたちはそこに攻せめ込む。そして、奴やつの『果実』を奪うの」

　丸い、透とう明めいなカプセルの中、ディンタニアの白い身体からだが揺ゆれている。頭まで青白い水に浸つかり、時折、こぽ、と透明な泡あわを吐はき出してる。

　身体を覆おおうのは長いプラチナブロンドだけ。でも、自分が怯おびえてるせいか何も感じなくなってきた。ディンタニアは僕たちと考え方もものの見方も違ちがう。まるで別の生き物のように。

「〈角笛を吹く精霊〉は『運命規定』の他ほかに、二つの能力を持っているの。

　ひとつは『端ガジエ末ツト感知』。世界に散らばった〝端末〟の居場所を感覚的に探さぐることができる能力。その〝端末〟がどこにいるのか、どんな人間なのか、バグっているのかどうかさえ分かってしまうの。

　そしてもうひとつは──記き憶おく」

「──記憶？」

「そう〈角笛を吹く精霊〉は、この無限舞ぶ台たいが始まってからのことを全すべて覚えている──と言われているの。舞台の流れを把は握あくするために。

　彼は過去の記憶を基もとに、これから舞台をどう動かすかを決めているの。そして〝端末〟に命令を下している。

　この世界の管理者は〈角笛を吹く精霊〉だけ。『神の箱庭』にいる他の〝精デイヴ霊アイン〟は、あいつから情報を受け取るだけの──神と同じ傍ぼう観かん者。

　これはただの推測。でも〝雑音〟が長年かけて研究した、かなり真実に近い推測なの」

「ディンタニアは……〈角笛を吹く精霊〉に取って代わるつもりなのか？」

「やだ。そんなの冗じよう談だんじゃないの!!」

　青白い水の中で、ディンタニアは心底嫌いやそうに首を振ふった。

「だけど〈角笛を吹く精霊〉の能力があれば、もう世界は終わったようなものでしょ？

〝雑音〟の完全なる勝利。〝端末〟の『果実』なんか、あっという間に集まっちゃう。〝端末〟の居場所も、どんなふうにプログラムされてるかも分かっちゃうんだから。

　そのためにディンタニアたちには〝流転骨牌〟が必要なの。〈角笛を吹く精霊〉の能力を奪い、無限舞台の全てを把握して、この間ま違ちがった世界を終幕に導くために」

　ディンタニアの結論は、昨日と同じところに行き着く。

「〝雑音〟は共感エン能力者パスの集まりって言ったよね、カケル。

　いつも、ディンタニアには声が聞こえるの。〝雑音〟の声。悲しみに満ちた『雑音ノイジイの歌・ソング』。

　──痛い、苦しい、死にたくない、どうして？　悪いこと、したの？　許して──恐こわい。

〝端末〟に殺される〝雑音〟の声が、ずっと聞こえてるのよ？

　ディンタニアは哀かなしい歌を止めてあげたいの」

　──それが、ディンタニアの願いなのか。

　この世界は間違っていて、自分たちは迫はく害がいされるしかないから、終わらせる。

　救いはない。

　救いがあるとしたら、それは──終わることだけ。

「カケルは、こんな世界終わっちゃえって思ったことないの？」

「──あるよ」




　覚えてる。

　こんな世界、終わってしまえって。

　世界が終わらなければ、自分が終わってしまえって──思ってた時のことを。




「だからお兄ちゃんは考えすぎなんだってば！」

　僕たちの家に、リトと楓さんが遊びに来た夏休み。

　二人が荷物を置いた瞬しゆん間かん、ほのかはリトの手を引いて外へ駆かけ出した。

　当時、僕が九歳で、ほのかが七歳、リトはまだ四歳。

　一人だけ家で遊んでようかと思ったら楓さんに背中を蹴け飛とばされ、僕も結局、二人と一いつ緒しよに出かけることになった。

「思い出作りだよリトちゃん！　夏休み、絶対に忘れられない思い出を作ろっ！」

　幼よう稚ち園えん年少組のリトの手を引きながら──ほのかは言ってた。

　ほのかにしては、結構まともなセリフだった。

　行った先はゲームセンターだったんだけど。

　ほのかは店に入った瞬間、一番手前にあったクレーンゲームに張り付いて、

「ほのかおねーちゃんがリトちゃんにプレゼントをあげますっ！

　大だい丈じよう夫ぶ、この猫ねこさんなら一回で取れるよ、ほのかの直感！」

　で、結局、その日はそれでおしまいだった。

　ほのかはぬいぐるみを一個取るのに、自分と僕と、リトの小こ遣づかいまで全部使い果たしてた。

　なのにほのかは胸を張り、僕とリトに向かって、

「思い出はお金に代えられないんだよ？　ここでほのかとお兄ちゃんとリトちゃんがぬいぐるみをゲットしたってことは、一生の思い出になるんだよ？

　それに比べたら財さい布ふが空からっぽになることぐらい、なんてことないの！」

　全然、後こう悔かいも反省もしてなかった。

　ほのかはその日の青空のように、澄すみ切った笑え顔がおで言い放った。

　僕も、空っぽになった財布に泣きそうになってたリトも──もう笑うしかなかった。

　笑ってるうちに本当に楽しくなってきて、交代でぬいぐるみのチンパンジー──結局猫は取れなかった──の腕うでを摑つかんで振り回しながら、三人で家に帰った。

　無む駄だ遣づかいがばれて、母さんと楓さんに正座させられて、結局その夏は一文無しで過ごさなきゃいけなかった。でも、覚えてる、楽しかった。

　だから僕は、ほのかには絶対に敵かなわないって思ってたんだ。

　直感だけで動いて、でも、それを絶対に後悔しない少女、天あま巡めぐりほのか。どんな時も前向きで、世界に愛されてた女の子。ほのかが不幸になることなんか、絶対にないと思ってた。

　だから──僕は。




「……ごめんね、お兄ちゃん。ほのかは──だから──」




　　ひふがやけこげて

　かたうでがなくて

　　おなかにおおきなあながあいてた




　ほのかが死んだ時、こんな世界なくなっちゃえって思った。

　でも、僕がそんなことを思ったところで、世界はなにも変わらなかった。

　普ふ通つうに朝が来て、夜が来て、日付は毎日変わっていく。

　ほのかが死んだのに、何かを食べたくなる自分が許せなかった。

　ほのかが死んだのに、夜になると眠ねむくなる自分が大だい嫌きらいだった。

　世界が終わらないなら、自分が終わってしまえって──思った。

　お腹なかに大きな穴が空いて、片かた腕うでを吹ふき飛ばされた、ほのかのように、朝起きたら自分の身体からだが吹っ飛んでればいいって、何度も願ったんだっけ──。

「あったけど、でも、そんなの忘れた」

　震ふるえるリトの頭に手を載のせて、僕は噓うそをついた。

「ディンタニアたちの絶望は、僕なんかよりずっと深いんだと思う。分かるって言ったら怒おこられるかもしれない。だけど、似たようなことを、僕は五年前に経験した。その時だったら、僕は〝雑音〟の仲間になってたかもしれない」

　二年間の暗くら闇やみからリトが救い出してくれたあと、僕は誰だれも近づけないように生きてきた。人との間に壁かべを作ってた。それでいいと思ってた。人はいついなくなってしまうか分からない。だから、大事な人は作らない。人とぶつかったりしなければそれでいい。そう思ってた。

　でも、真ま白しろには僕が張り巡めぐらしてた壁なんか、通用しなかった。

　まるで薄うす紙がみを破るように真白は壁をぶちやぶって、いつの間にか僕の側そばに居場所を作ってた。

　昨日、なくしたくないって思ったんだ。

　僕の家で笑ってる真白と、ふくれて真白に突つっかかってるリトを見た時。

「〈角笛を吹く精せい霊れい〉は──僕が消す」

　僕は、この世界を終わらせたくない。

「あいつが唯ゆい一いつの管理者なんだろう？　〝端末〟を管理する奴やつがいなくなれば、ディンタニアたち〝雑音〟が〝端末〟に迫はく害がいされることもなくなる。そうなれば──たぶん、この世界を終わらせる必要だってなくなるんじゃないのか？」

　しん、と、静せい寂じやくが鉄製のコンテナを満たした。

「……ふふ」

　やがて、ディンタニアが静かに笑いはじめる。

「ふ、ふふふふうふふぅっ。ふふっ。やだカケル、そんなこと考えてたの？」

　口を三日月形に開いて、ディンタニアはカプセルに柔やわらかい身体を押しつけてくる。

「カケルって可愛かわいい。ディンタニア、二週間前の事件の時にカケルを見つけたの。とっても大きなバグの人。あのねあのね、ディンタニア、カケルはもっと立派な戦士だと思ってた」

「……僕は、そんないいものじゃないよ」

「ううん、こっちの方がずっといいの。赤くなったり、じたばたしたり、カケル、可愛い」

　ディンタニアはくすぐったそうに笑う。

「そういう発想もあるのね。ディンタニア、気づかなかった。

　でも、駄だ目め。これは〝雑音〟の〝端末〟への復ふく讐しゆうでもあるの。

　ディンタニアが〈世界〉になって〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟を目覚めさせること、それが〝端末〟に殺された〝雑音〟たちへの鎮ちん魂こんでもあるんだから。

　それに〈角笛を吹く精霊〉を消されて、他ほかの〝精霊〟が黙だまってると思う？

　今は傍ぼう観かん者でも──きっと動き出す。そんなことじゃ終わらないの」

　紫むらさき色いろの瞳ひとみが、僕を見た。

　──終わらない？

〝精霊〟は他にもいて──〈角笛を吹く精霊〉を消しただけじゃ終わらないのか？

　管理者がいなくなれば、それで終わりだと思ってた。

　バグった〝端末〟が殺されることもなくなって、〝端末〟同士もお互たがいを把は握あくできなくなって、みんなゆっくり、バグっていくんだと、そう思ってた。

〈角笛を吹く精霊〉を消せば、僕たちが生き残る確率は上がる──たぶん。

　だけど、それだけだ。解決にはならない。

　じゃあどうすればいい？　僕たちはどうすればこの無限舞ぶ台たいから抜ぬけ出せるんだ？

「カケル、可愛い。けど、甘いの。

　カケルの考えてる終末は、ディンタニアたちが考えてる世界の終末よりも、ずっとずっと甘い。その程度じゃこの世界のシステムは壊こわせないのよ──？」

「お話の途と中ちゆうですが、協力者より連れん絡らくがありました」

　青白いカプセルの脇わきに立った、メイドのココリさん。

　いつの間にか彼女は、開いた携けい帯たいを耳に当てていた。

「天巡さまの自宅にて〈壊体者〉の〝流転骨牌〟を発見。回収を求む──と？」







　　　　６




「……やっぱりね、隠かくすならほのかのところ、か」

　楓かえでは、翔かけるの部屋の本ほん棚だなの奥から無造作に引きずり出したものを掌てのひらに載のせた。

　ほのかの思い出を閉じ込めていたアルバム。それが入っていた棚たなの奥、本棚の間仕切りの下側に、クッションシートに包まれテープで留められて、隠されていたもの。

　不ふ審しんな目を向ける真ま白しろと黒くろ乃のを見ながら、楓は携帯片手にシートを剝はがしていく。

　そこにあったのは、チェスの駒こまに似た白いもの。

　無地の、四角形の墓標。




〈壊体者〉の〝流転メタフ骨牌エシス〟だった。




「協力者より〝雑音ノイズ〟へ。〈壊体者〉の〝流転骨牌〟を発見。

　これで『神の箱庭』に通じる門を開くことができるでしょう。回収を──」

　言いかけた楓の表情が凍こおり付いた。

　右手の携けい帯たい電でん話わと、左手の〝流転骨牌〟。

　両手がふさがっているのが仇あだになった。だから──反応が遅おくれた。

「いっけえええええええっ！　はあああああと、ぶれいかああああああっ!!」

　黒乃が天あま巡めぐり楓の喉のど元もとへ白銀のショートソードを突き出す。

　鞘さやがついた発動状態前のハートブレイカーを、楓は首を逸そらして避よける。

　瞬しゆん間かん、真白が楓の左手に嚙かみ付いた。〈生命体〉の健康すぎる前歯と犬歯が、楓の手ての甲こうを嚙み裂さく。血が流れ、激痛に楓は左手に握にぎっていた〈壊体者〉の牌はいを取り落とす。

　楓が真白をふりほどく前に、黒乃が手を伸のばし〝流転骨牌〟と、一いつ緒しよに落ちた何かのキーを拾い上げる。その勢いのまま黒乃は手首を返し、今度はハートブレイカーを上段から楓の眉み間けんに向かって振ふり下ろす。

「……何のつもりなんだよ君たちはっ!?」

　楓はそれをバックステップして躱かわす。

「これは天巡くんのものです」

　真白の心臓は──張り裂けそうだった。

　楓が、本棚の内側から、翔が隠していた〝流転骨牌〟を引きずり出した時。

　──天巡くんの傷口を開いて、えぐりだしたみたいだった。

　それは、してはいけないことだと思った。昨日見せてもらった、ほのかの写真が入ったアルバム。翔にとっての大切なもの。その奥に隠してあった〝流転骨牌〟。翔の秘密の場所に無む理り矢や理り手を突つっ込み、隠していたものを無造作に奪うばい取った楓のことが許せなかった。

「返しなさい。それの価値が、君たちには分かっていないんだ」

　楓は目を細め、長いポニーテールを振りながら真白たちを見ていた。

　──楓さんも、〝端ガジエ末ツト〟。元〈断罪人〉？　わかんない、あたし。

　──でも、勝てないかもしれない。ううん。それでもいい。

　──あたしは天巡くんを守るって決めたんだから。

「真白、これ、預かってて」

　黒乃がハートブレイカーを構えて、楓の前に立ちふさがる。思わず差し出した真白の掌に、鍵かぎ──おそらく、スクーターのもの──と、純白の墓標〈壊体者〉の〝流転骨牌〟を載のせる。

「元〈断罪人〉。あんたの言うことが本当なら、あんたは他の〝端末〟を殺して『果実』を奪って喰くったってことよね──」

　黒乃の首筋を汗あせが伝う。

「つまりあなたは人殺しってことよね。天巡があんたを怖こわがるのも当然よね」

「君たちにわかってほしいとは思わないよ」

　楓は冷ややかな笑えみを返し、ハートブレイカーに手を伸ばす。

　また投げられると思ったのかもしれない。鞘を摑つかまれそうになり、黒乃が飛び退のく。

　真白は掌に載せた〈壊かい体たい者〉の〝流転骨牌〟に視線を落とす。真白には、これが何なのか分からない。けれど、とても重要なもののような気がする。

　二週間前〈壊体者〉──海かい棠どうみさおに襲おそわれた時と、同じ匂においがした。

　人を殺すのが、痛くて、辛つらくて──泣なき叫さけんでいる声が、聞こえるような気がした。

「……楓さん」

　真白は〝流転骨牌〟を握りしめ、楓に問いかける。

「天巡くんがどこにいるのか教えてください」

「それを聞いてどうするのかな。無む駄だなことをしようとしてるのが分からない？」

　楓はあきれたように肩かたをすくめた。右手に握ったままの携けい帯たいを手の中で一回転させる。

「楓さんは君と翔を絶対に別れさせる。君が翔に〝流転骨牌〟を返したところで、翔はどうせ楓さんには逆らえない。結局〝流転骨牌〟は、楓さんのところに帰ってくる。時間の無駄じゃない？」

　氷のような楓の視線を、真白はまともに受け止めた。元〈断罪人〉──その言葉に身体からだが震ふるえ出す。でも、温かいものが自分を支えてる。一昨日おととい、自分を守って戦っていた翔の背中。彼とお金を出し合って買った指輪。翔の『周す防おうさんが死んだら僕も死ぬ』という言葉。それだけあれば戦っていける。真白はそう信じている。

「天巡の居場所を教えなければ、私が〝流転骨牌〟を壊こわすって言ったら？」

　黒乃が呟つぶやいた瞬間、真白の視界から楓が消えた。

　──え？

　動くのは見えていた。けれど、反応できなかった。リビングであったのと同じだった。予備動作がない、空気のような動き。武術の達人か、舞ぶ踏とうの達人のような。

「真白っ！」

　真白は、避よけなかった。

　逆に楓に向かって手を伸ばした。

　真白の指が楓の掌てのひらに届く、と同時に、楓の左拳こぶしが真白の胸むな元もとに食い込んでいた。

　呼吸が止まる。

　楓が驚おどろきで目を見張るのが見えた。

　殴なぐられたと思った時には、真白は廊ろう下かの壁かべに叩たたきつけられていた。楓に突き飛ばされる格好で、部屋から弾はじき出されたのが分かった。真っ青になった黒乃が駆かけ寄ってくるのが見えた。けれど、それは一いつ瞬しゆんだけ。真白は楓に再び視線を固定する。両手をしっかり握りしめて、胸元と背中に受けた衝しよう撃げきと、せり上がってくる気持ち悪さをこらえる。

　──あ、あたしは大だい丈じよう夫ぶ。

　胸元を押さえ、必死で息を整える。

　──あたし、人間じゃないんだから。バグった〝端末〟で、多少の怪け我がならすぐに治っちゃうんだから──だから。

　翔の家に来る前、真白が時間をかけて手入れした爪つめに、赤いものがこびりついていた。

　そして真白の手の中には、楓から奪い取った携けい帯たい電でん話わがあった。

　ぽた

　楓の掌から血の滴しずくが落ちた。

　真白の犬歯が嚙かんだ左手と、真白の爪が裂さいた右手。両方の傷口から、だらだらと血が流れ落ちる。楓は呆ぼう然ぜんと真白を見ていた。捕つかまえようと手を伸のばしたら、それが相手の急所に入ってしまった──そんな顔をしていた。

　楓が頭を振ふる。表情が、さっきまでの笑みを浮うかべたものに切り替かわる。

「嚙み付いてひっかいて──動物かい、君は」

「動くなっ！」

　黒乃がハートブレイカーの先せん端たんを楓に向ける。

「動いたら、私が〝流転骨牌〟を壊すから！」

　──黒乃。

　──あたしは、大丈夫。それよりこの携帯。これで天巡くんと連れん絡らくが取れる。さっき楓さん、誰だれかに電話してた。それが〝流転骨牌〟ってものを渡わたす相手なら、そこに天巡くんもいるはず。

　呼吸が上手うまくできない。目の前が真っ赤だった。真白は必死に口の動きだけで、黒乃に訴うつたえかける。黒乃は楓に視線を向けたまま、何度も頷うなずく。

「行くよ。真白」

　──う、うん。

　咳せき込みながら真白は黒乃に〈壊体者〉の〝流転メタフ骨牌エシス〟を渡し、黒乃はそれにハートブレイカーの柄つかを突つきつける。

「もう一回しか言わない。動かないで、天巡の叔母おばさん」

「……痛いね」

　楓は吐はき捨てた。

「やってることが痛々しくて見てられない。君たちは翔に〝流転骨牌〟を返したいの？　それとも壊したいの？」

「……選びたいんです」

　真白は胸を押さえながら、やっとそれだけを口にした。

「か、楓さんの方が正しいのかもしれません。天巡くんも、楓さんには逆らえないのかもしれません。でも、結果が分かりきってるとしても、あたしはそれを自分で見るまでは信じません。

　この〝流転骨牌〟をどうするかを決めるのは、天巡くんです」

「真白、頑がん固こだから」

　黒乃は不敵な笑えみを浮かべる。

　真白は黒乃の肩にしがみつく。

　楓を睨にらみ付けたまま、二人は、ゆっくりと階段を後ろ向きに下りていく。

　──大丈夫。楽になってきたから。

　──思い出した、あたし、いつもこうだったんだ。痛いことも、苦しいことも、あっという間に治っちゃう。

　──でも。

　真白は左胸に手を当てた。心臓が、さっきからずっと高鳴っている。翔のことを考えるたびに体温が上がっていく。

　──天巡くんが、あたしを作り変えちゃったんだ。

　真白を侵おかしてしまった、恋こいの病。

　それだけは〈生命体〉の治ち癒ゆ能力でもどうにもならない。

「……行こう、黒乃」

　楓は階段の上から、真白たちを見下ろしていた。

　真白は息を整えた。殴られた痛みは消えている。呼吸も、元通り。黒乃から身体を離はなして立ち上がる。細い足で床ゆかをしっかり踏ふみしめて、真白は頭上にいる楓をまっすぐに見返す。

「あたし、天巡くんと別れたりしません」

　それだけをきっぱりと言い切って、真白は外へと駆け出して行った。




　後に残された楓は、疲つかれたように翔の部屋のベッドに腰こし掛かけた。

「行っちゃったか。まぁ、予定通りだね」

　楓は悠ゆう然ぜんと天てん井じようを仰あおぎながら、ほくそ笑む。

「あれを簡単に〝雑音〟に渡すわけにもいかないしね。逃にげてよ、お嬢じようちゃんたち。

　せいぜい世界が長く続くようにね」




　　　　７




「……協力者は失敗したようですね。

　天あま巡めぐりさまの恋こい人びとたちが〝流転メタフ骨牌エシス〟を持って逃とう走そうしたとのことです」

　メイド服のココリさんが冷ややかに呟つぶやく。

　恋人たちって──まさか、真ま白しろと黒くろ乃の？

　心当たりはあの二人しかいない。でも──どうして真白たちまで巻き込まれてるんだ？

「天巡さまにはご協力いただけないようですし、姫ひめさま、お手数ですが、言うことを聞いていただけるように説得していただけないでしょうか？」

「説得？　どうするのココリ？」

　紫むらさき色いろの目を見開き、カプセルの中でディンタニアが首をかしげる。

「もしかして〈教師〉を使うの──？」

　ディンタニアの言葉に、僕の背筋を寒気が走った。

　昨日、聞いたような気がする。

〈教師〉の能力『ティーチング』は、相手がディンタニアに逆らえないようにする能力だって。

「姫さま、今日はまだ能力をひとつしか使ってませんよね？　あと二つ使えるはずです。

　申し訳ありませんが『ティーチング』で、天巡さまを素す直なおにしていただけませんか？」

　ココリさんの言葉に、カプセルの中のディンタニアが首を振ふる。

「カケルにそういうことするの、嫌いや。それに、カケルは巨きよ大だいなバグの人だから『ティーチング』が打ち消されちゃうかもしれないの」

「素直になった天巡さまなら、一いつ緒しよにカプセルの中で眠ねむってくださるかもしれませんよ？」

　なに──言ってるんだ、この人。

　ココリさんは僕から目を逸そらしたまま。

　ディンタニアは白い身体からだを揺ゆらして、青い水の中から僕を見つめている。

「……うん、やってみるの」

　初めて見る表情だった。

　ディンタニアは冷えた笑みを浮うかべ、ココリさんに向かって頷うなずいた。

　ココリさんが手の中の携けい帯たいを操作する。なにかのロックが外れる音がして、透とう明めいなカプセルを満たしていた、青白い液体が減っていく。半分まで減ったところでカプセルの上半分が花のように開き、身体を濡ぬらしたままのディンタニアが立ち上がる。

　──僕に『ティーチング』をかけて自由に操あやつる!?

　そういうことが出来る人たちなのか〝雑音ノイズ〟って。

　ぺたん、ぺたん、と、濡れた足あし跡あとをつけて、ディンタニアがカプセルから出てくる。

　すぐにまた眠るつもりなのか──服を着ようとしない。

「ずっと操るつもりはないの。痛くもしない。だから、素直になって、カケル」

　涙なみだなのかカプセルを満たしていた液体なのか、潤うるんだ目で僕を見ているディンタニア。

　──ディンタニアに〝流転骨牌〟を渡わたすか？

　駄だ目めだ。それをやったらとりかえしのつかないことになる。

　ディンタニアたちは〝流転骨牌〟で〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の居場所に攻せめ込み、『果実』を奪うばうつもりでいる。もしもそれに成功して、ディンタニアが〈角笛を吹く精霊〉の能力まで手に入れたら、もう手が付けられない。他ほかの〝端ガジエ末ツト〟でも手が出せなくなるかもしれない。

『果実』があっという間に集まって、

〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟が目を覚まし、

　そして──この世界は終わる。

　真白も黒乃もリトも、僕も、みんないなくなる。

　僕は右みぎ腕うでを摑つかんだ。

〝傷ペイン〟には物理的な攻こう撃げき力がない。だから、カプセルの中にいるディンタニアは攻撃できなかった。でも、ディンタニアが出てきた──今なら。

　──ディンタニアの『果実』を喰くらったら、〝雑音〟は間ま違ちがいなく僕の敵になる。

〈角笛を吹く精霊〉は敵、正常に稼か働どうしている〝端末〟も敵、〝雑音〟も敵。

　僕の味方は真白と黒乃、それにリトだけ。

　だけど──ティーチングで操られて、世界を終わらせる片棒を担かつぐよりいい！

「おかしなことは考えないでください、天巡さま」

　ココリさんがメイド服の内側から拳けん銃じゆうを抜ぬき出した。

　黒光りする銃じゆう口こうを、まっすぐ僕に向けた。

「何のために〝傷〟の能力を見せていただいたと思っているのですか？　そんなことだろうと思っていました。姫さまがカプセルから出た状態なら、〝傷〟の手が届きますものね」

「──そこまで、するんですか──〝雑音〟は!?」

「そこまで？　いいえ、あなたを撃うつつもりはありませんよ？」

　ココリさんがゆっくりと銃口を下げていく。床ゆかにじゃない。僕の心臓より少し下。

　リトの──頭に向けて!?

「な、なにしてるんだよあんたはっ!!」

「今の〈慈じ母ぼ〉に価値はないのです。バグった『果実』を取り込んだところで、姫ひめさまは〈世界〉にはなれない。逆に今の〈慈母〉が死ねば、次代の〈慈母〉が生まれてきます。正常に稼働している〝端末〟として」

　淡たん々たんと呟つぶやくメイドの──ココリさん。でも、

「──ふざけるな」




　ぼくのいもうとがしにました

　　ばくはつにまきこまれてしにました

　からだがはんぶんになっていました

　　ちがどろどろとながれでて

　ぼくのうわぎもまっかになりました




　ああ、そんな作文を書いたこともあったっけ。真っ青になった先生に取り上げられたけど。

　僕はリトの腕うでを摑んで引き寄せ、小さな身体を背中に隠かくした。

「……ディンタニアは、本当にこの世界に価値がないと思ってるのか？」

「ないの。ここは間違った世界だから」

　ぴちゃん、と青白い液体をまとって、ディンタニアの身体が近づいてくる。

「〝雑音〟が世界を終わらせることだけが、唯ゆい一いつの正しい結果なの」

「……だったら、僕なんかに話しかけるな」

　どくん、どくん、と心臓が鳴ってる。足も震ふるえてる。恐こわいのは、当たり前だ。目の前にいるのは世界終しゆう了りようを狙ねらう秘密組織のひとたちで、僕たちはそれに拉ら致ちされた。彼女たちは目的のためなら小さな子供に拳銃を突つきつけることができる。

　もっと早く、気づいてなきゃいけなかった。

　この人達に近づいちゃいけなかったことを──でも、気づかなかった。

　警けい戒かいするのを、忘れてしまった。

　昨日見た、幼児化したディンタニアが無む邪じや気きで──無防備だったから。

「全部無意味なんだろ？　この世界にあるものには意味がないんだろ？　ディンタニアにとっては全すべてが利用するための道具で、僕はただのバグ──記号でしかないんだろ？　だったら話しかけてなんか来るな！　好きだとか、自分のこと知って欲しいとか。全部無む駄だだっていうなら意味なんかないだろっ!!」

「──『ティーチング』」

　しゅる、とディンタニアの右手の先に、金色の鞭むちが出現する。

　ディンタニアのむき出しの白い脚あしに絡からみつき、床まで伸のびる、金色の蛇へびのようなものが。

「僕は、そんなの認めない。

　なくしたくないって思ったんだ。真白のことも、リトのことも、黒乃のことも！

　やっと普ふ通つうの日常を大事だって思えるようになってきたんだ。

　それをなくしたくないから〝傷〟なんか抱かかえて戦ってるんだよ！」

「ディンタニアにはわからないの。カケルがなくしたくないものって、なに？」

　何故なぜか、僕を哀あわれむようにディンタニアは呟く。

「だって、カケルが大事にしてる日常なんか、最初からないのに」

「……おにーさん」

　──え？

　どん、と背中に小さな衝しよう撃げきが来た。

「放して──ください。おにーさん」

　リトが、僕の腕をふりほどいて、

　顔をぐしゃぐしゃにゆがめて、涙なみだをこぼしながら、

　コンテナの前──ディンタニアとココリさんに向かって走り出した。

「わたしに人ひと質じちの価値なんかないです」

　銃口に身体からだをさらして、リトが僕に向かって振ふり返る。

「だって、わたしはおにーさんのことなんか好きでもなんでもないんですから」

　ボブカットの頭が揺ゆれてる。膝ひざとか、首とか、腰こしとか、身体の関節がゆるんでしまったみたいに、リトの身体は左右に揺れていた。声だってまともに出てない。ひぅ、って、壊こわれた笛のような息をしてる。それでもココリさんの銃じゆうの前から動かない。

　ココリさんの銃から、僕を守ろうとしているかのように。

「〝傷ペイン〟を使ってください、おにーさん。わたしのことなんか構うことないんです。わたしとディンタニアさんの『果実』を食べちゃってその隙すきに逃にげてくださいおにーさんっ!!　わたしは〝雑音ノイズ〟側の人間なんです。おにーさんにはもううんざりですっ!!」

「な、なに言って──」

　言ってることがむちゃくちゃだった。パニック状態──違ちがう。リトの〈慈母〉の『衝しよう動どう』が暴走してるのか？　リトの『衝動』は僕を慈いつくしみ守ること。そのためならリトは自分を簡単に投げ出すことができる。銃じゆう口こうの前に立ちふさがることだって。

　でも、違う。いくら包容力があったって、リトはまだ小学五年生で。

　──僕の、妹分なんだ。

「わたしは〈慈母〉の〝端ガジエ末ツト〟ですから、包容力を発散する相手が欲しかっただけです！

　おにーさんにかばってもらうなんて不ふ愉ゆ快かいです！　シャワーの時に言ったはずです！　わ、わたしはおにーさんのうなじに興味があっただけです。おにーさん本人に、価値なんか──な、な、ないんですからああああああっ！」

　リトはパジャマの裾すそを摑つかんで泣なき叫さけぶ。

　僕は、ぐしゃぐしゃのリトの顔から目を逸そらせなかった。

　だから、気づかなかった。

　ディンタニアのむき出しの足に絡みついていた金色の鞭『ティーチング』が、するりと蛇のようにコンテナの床ゆかを這はい──リトの足あし下もとに迫せまってきたことに。

「カケル。この子は噓うそをついているの」

「──っ!?」

　パジャマのズボンに包まれた、リトのまっすぐな足を、金色の鞭が這い上のぼっていく。

「バグった〈慈じ母ぼ〉の〝端末〟よ。真実を語りなさい。

　あなたがカケルに隠かくしていた真実を全て、あなたの口から。

〝雑音〟の姫ひめ君ぎみの名において命令を刻み込むの！　『ティーチング』！」

　リトの両足を搦からめ捕とった鞭が一気に頭上まで伸びる。

　そして──金色の鞭の先せん端たんが、リトの眉み間けんを打った。

「……おにーさん……お願い……………………………………嫌きらいに……ならないで……」




　リトの両目から、光が消えた。

　バグった〝端末〟であることを示す、赤い点てん滅めつも。

「あ──あああぁぁぁああああああぁああぁあぁぁぁぁああああああぁああぁああぁぁ」

　リトの身体が痙けい攣れんして、小さな頭が、かくん、と垂れる。

「カケルに教えてあげる」

　濡ぬれたプラチナブロンドを身体にまとわりつかせて、ディンタニアは微笑ほほえむ。

「カケルの本当の味方は、ディンタニアたちしかいないってことを。

　語りなさい〈慈母〉の〝端末〟。あなたは知ってるはずなの。

　あなたの母親──天巡楓かえでが〝雑音〟の協力者になった理由。あなたの正体。

　そして──五年前の冬に起きた事件の真相について」

　どくん

　心臓が、壊れたかと思った。

　左胸からはみ出した鼓こ動どうが、ディンタニアの言葉をかき消そうとしているみたいに、耳の奥で鳴り響ひびいてる。

　五年前に起きた、事件の真相。

　──五年前の──冬って──ほのかの死？

「はじまりは──五年前──この町にやってきたバグった〝端末〟でした」

　リトは途と切ぎれ途切れの声で話し始める。

　小さな身体を縛しばっていた金色の鞭むちが弾はじけた。光る粒りゆう子しに変わり、リトのパジャマにしみこみ、溶とけていく。

「その人は九年前に奥さんを亡なくして以来、ずっとさまよっていたんです。〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉はその人を殺すために、当時はまだバグっていなかったわたしに、餌えさになるように言いました」

　リトの瞳どう孔こうが震ふるえている。鞭の色が乗り移ったような、金色に光る大きな目。

　喉のどを押さえて言葉を絞しぼり出してる。リトの身体からだに染しみこんだ、ディンタニアの『ティーチング』が、リトを操あやつってるんだ。

　唇くちびるにぬるりとした感かん触しよくがあった。僕は、知らない間に唇をかみ切ってた。

　動けない。ココリさんは拳けん銃じゆうをリトの頭に直接突つきつけてる。

　頭の中がぐるぐる回ってる。『ティーチング』に強制されて、僕の知らない言葉を語っているリトを止めてやりたい。そんなこと言わなくてもいい。いつもどおりでいいんだって頭を撫なでてあげたいのに──なんで僕は、心のどこかで。

　リトが語る真実を最後まで聞きたいって思ってるんだ!?

「わたしは〈角笛を吹く精霊〉の言う通り、その人をおびき寄せる餌になりました。

〈角笛を吹く精霊〉が殺そうとしたバグった〝端末〟、その人は──。

　わたしのおとーさん。〈英えい雄ゆう〉の〝端末〟でした」




『あなたは見つけたいんですよね？　わたしのおとーさんを。五年前、あの時から行方ゆくえ不明になってる──あの人を』




　電話口でリトはそう言ってた。

　五年前、殺そうとした──バグった〈英雄〉。

　リトの言葉が僕の心臓に突き刺ささっていく。

　悪い予感が止まらない──寒い。

　ディンタニアは服を着るのも忘れて、僕とリトを見ている。コンテナの中は空調が効いてる。ディンタニアが裸はだかでいても寒くないくらいには。なのに震えが止まらない。身体の奥から冷えたなにかが噴ふき出したように。目の前が暗くなっていく。

　ここがどこなのかも、わからなく、なって。

「〈英雄〉は戦せん闘とう能力では最強の〝端末〟です。皮ひ膚ふは鉄よりも強く、銃じゆう弾だんも刃は物ものも通じません。パンチは『架か空くう兵士』の鎧よろいをこなごなにして、視力は赤外線を探知し、肌はだで人の気配を感じとってしまうそうです。

〈英雄〉に立ち向かえるのは〈断罪人〉くらいです。

　だけど五年前はまだ〈断罪人〉は生まれたばかりでした。

　何故なら、楓おかーさんがバグった〝端末〟の『果実』を喰らい、〈断罪人〉を辞めたばかりだったからです」

　リトの、かすれる声。

　楓さんが──元〈断罪人〉？　リトの他ほかにも僕の身内に〝端末〟が──？

「バグった〈英雄〉は殺されることになりました。〈英雄〉は強力でしたが、〈角笛を吹く精霊〉には勝算がありました。

　なぜなら〈角笛を吹く精霊〉の側そばには、全すべての〝端末〟の能力を打ち消してしまう、別の意味で最強の〝端末〟がいたからです。

　でもその子はまだ、八歳の女の子でした」

「カケルは全てを知らなくてはいけないの」

　液体の抜ぬけたカプセルに胸を押しつけながら、ディンタニアが言う。

「カケルが甘いのは、なんにも知らないから。自分は〝普エ通キのス人ト間ラ〟の世界に生きてると思ってる。日常にしがみついてる、でも、カケルの日常ってどこにあるの？」

　濡れた髪かみを揺ゆらして、ディンタニアは楽しそうに笑う。

　リトの告白は──終わらない。

「〈超ちよう越えつ者〉がいれば〈英雄〉も〝普通の人間〟になってしまう。〈角笛を吹く精霊〉なら簡単に、お、おとーさんを殺せるはずでした。でも、作戦は失敗でした。

〈角笛を吹く精霊〉のミスにより、逆に〈超越者〉が殺されてしまったからです。

　五年前。この町で、場所はデパートの地下二階──十二月の──できごと」

「〝端末〟は遺伝しないの」

　リトの言葉を、ディンタニアが継つぐ。

「けれど、同じ血筋に〝端末〟がたくさん生まれることはあるの。役者が一カ所に集まった方が、舞ぶ台たいは盛り上がるから」

　言葉が、うまく、聞き取れなかった。

　血が逆流しそうだった。ずっと、知らなかった。僕だけ知らなかったのか？

　ほのかが死んだのは事故だって思ってた。誰だれも恨うらんじゃいけないって。

　でも──違ちがったのか？　騙だまされてた──誰に？　リトに？　楓さんに？

　混乱してる。リトの言葉の意味が、よく分からない。五年前にバグった〈英雄〉が、リトに会うためにこの町にやってきた。でもそれは〈角笛を吹く精霊〉が〈英雄〉を殺すためにリトをおとりにした作戦。リトはバグった〈英雄〉の子供だった。そして〈英雄〉の能力を無効化する能力を持った八歳の〈超越者〉がかり出された。でも彼女は〈角笛を吹く精霊〉のミスで〈英雄〉に殺された。

　じゃあ、その〈超越者〉の名前は──？

「〈超越者〉は死にました。腕うでをもぎとられて、お腹なかに大きな穴を開けられて──」

　がりがりと魂たましいを削けずられるような声こわ音ね。なんだ、これ。寒い。身体が、動かない。

　僕はいつの間にか床ゆかに座り込んでた。

　まるで五年前の十二月──あの冬の日に戻もどってしまったように。

　寒くて、痛くて──動けない。

　目の前が真っ暗に、なっていく。

「五年前に死んだ〈超越者〉。わたしのおとーさんが殺した女の子の名前は」

　ぐい、と、身体を引き起こされる。

　リトとディンタニア、ココリさんの銃じゆう口こうに気を取られていたから、気づかなかった。

　いつの間にか停まっていたトラック。音もなく開いたコンテナの扉とびらから入ってきた男たち。

　黒い服を着た二人が、僕の両りよう腕うでを摑つかんでいた。




「──天巡ほのかちゃん。おにーさんの妹です」




　が、ごん

　視界が揺れた。後頭部に何か硬かたいものがぶちあたった──殴なぐられた？

　意識が──途と切ぎれて──。

　微かすかに見えたのは、リトの身体からだから金色の粒りゆう子し──たぶん、リトに食い込んでいた『ティーチング』のなにか──が弾はじけて消えるところと、

「分かってくれた？　カケル。

　この子たちが大事なことを隠かくしてたってこと。

　お願い、わかって。カケルの本当の味方になれるのは、ディンタニアたちだけなの」

　僕の顔を覗のぞき込んでくる、ディンタニアの紫むらさ色きいろの瞳ひとみ。

　──寒い。

　濡ぬれた腕が僕の頭を抱だいている。でも、寒い。

　僕は生まれた時から〝端末〟に囲まれていた。

　リトが〈慈じ母ぼ〉、楓さんが元〈断罪人〉。

　そして僕の妹のほのかは──〈超越者〉。

　僕だけが、知らなかった。

　逃にげ場ばなんか、最初からなかった。この世界は〝夢を見続ける神〟を退たい屈くつさせないように無限に繰くり広げられる舞台。〝端末〟がその主役。僕たち〝普通の人間〟は何も知らなくていい者たち。〝端末〟に振ふり回されて、傷ついて泣いて──苦しんで、後こう悔かいするだけの。

　──もういい。

　頭が割れそうだった。考えることを、やめたかった。

　──もういい。終われ。

　でも意識が途切れる直前まで、病やんだ言葉が頭の中を飛び交かっていて、僕は。

　薄うすれていく意識のなかで。

　──終わってしまえ。




　五年ぶりに、こんな世界終わってしまえって──本気で思った。




　　　　８




　銀色のスクーターが朝の住宅街を疾しつ走そうする。

　明け切らない、薄うすむ紫らさきの空の下、黒くろ乃のの長い髪かみがたなびいている。ふらつくスクーターの荷台で、真ま白しろは必死に黒乃の背中にしがみつく。

「く、黒乃！　本当に乗り方分かって動かしてるのっ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ！　自転車とおんなじ！」

「自転車って──これ一応バイク──きゅむううううっ！」

　ノーヘル、二人乗り、無免めん許きよ。

　警察に捕つかまったら停学どころか退学になりかねない。

　──でも、天あま巡めぐりくんのところに行かないと──。

　──話してあげなきゃ、リトちゃんのお母さんが〝端ガジエ末ツト〟の関係者だってこと。ディンタニアさんの組織と関かかわってるってことも──ううん。

「とにかく会いたいの！　会って抱きつきたいんだからぁっ！」

　黒乃はスピードメーターに顎あごを押しつけて、必死でハンドルを握にぎりしめている。

　グリップを回せばスクーターは走る、ということは理解したらしい。

「真白はさっさと〝雑音ノイズ〟に連れん絡らく取って！　言うこと分かってるよねっ！」

「うんっ！」

　──〝流転メタフ骨牌エシス〟は預かってる。

　──返して欲しければ、天巡くんと引き替かえだ。さもないとこれは破は壊かいする──だよね。

　真白は黒乃にしがみついたまま、片手で制服のポケットを探さぐる。

　ハンカチにくるんだ〈壊かい体たい者〉の〝流転骨牌〟は胸ポケットに入れた。後ろに巨きよ大だいなクッション──つまり胸──があるから多少の衝しよう撃げきを与あたえても〝流転骨牌〟は大丈夫と言ったのは黒乃。楓かえでには「動いたらこれを壊こわす」と言ったけれど、それは口実。少なくとも真白にそんなつもりはなかった。

　これは、翔かけるのもの。

　二週間前の戦いが終わったあとも、翔はこれだけを残しておいた。その気持ちが、なんとなく真白には分かるような気がした。忘れたくなかったんだと思う。自分が、一人の〝端末〟という生き物を破壊してしまったことを。その能力も記き憶おくも奪うばい取って、〝普エ通キのス人ト間ラ〟以下の存在に変えてしまったってことも。

　──天巡くん、まっすぐすぎて不器用だから。

　──でも、そんなところも大好き……。

「真白っ！　ぼーっとしてないでっ!!」

「は、はいっ！」

　真白は慌あわててスカートのポケットに手を突つっ込んだ。瞬しゆん間かん、微かすかな振しん動どうが指に伝わって来る。

　──着信？　もしかして、天巡くんを捕まえた人たちから!?

　反射的に震ふるえている携けい帯たいを摑つかんで引っ張り出す。

「あれ、これ──あたしの携帯？」

　取り出したのは真っ白な、新調したばかりの真白自身の携けい帯たい電でん話わだった。

　液えき晶しように相手の名前が表示されている。揺ゆれるスクーターの荷台で、真白は小さな画面に目をこらす。

「──花か壇だんちゃん？　こんな時間に!?」

　真白は片手で携帯を開き、耳に当てた。

「どうしたの花壇ちゃんっ！　こんな時間に？」

『──しろ、真白！　今どこにいるのっ!?』

「え、あ、はい。天巡くんちを出たところ──」

　真白が答えた瞬間、携帯の向こうで花壇が悲鳴をあげた。

『真白？　黒乃も一いつ緒しよ？　今すぐそこから離はなれなさいっ!!』

「なに、どうしたの花壇ちゃんっ!!」

『天巡の周りは危険なんだってばっ!!』

「──な、なにっ!?　なにがあったの花壇ちゃん!?」
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　──初めて聞いた、こんな、必死な声。

　真白の親友でクラス委員長、芙ふ蓉よう崎ざき花壇。彼女には、なにも起こらないはずだった。

　──だって花壇ちゃんは、〝端末〟じゃないのに──？

『宿直の先生から連絡がありましたの！　学校に、男子が集まってたんですわ。百人ぐらい、バットとか角材とかナイフとか持って！　みんな天巡の家に向かってるんですっ！』

「な、なんで？」

『みんなでシュプレヒコールを上げてたんですって！　天巡を殺せ！　周す防おうさんを奪い返せ──って！　真白を好きな男の子たちが暴走してるんですのっ!!』

　──噓うそ。

　がくん、とスクーターの後輪が浮ういた。真白は必死で黒乃の背中にしがみつく。

「──黒乃？」

「真白、どうしよう。道がふさがってる」

　大通りに向かう途と中ちゆうの、片側一車線の道路。

　そこに──通る車を食い止めようとしているかのように、人が並んでいた。

　全員、真白の学校のブレザーを着た、男子生徒。

　彼らが持っているのは角材、金属バット、ナイフに鉄パイプ。

　一いち撃げきすれば、簡単に人を殺すことができる凶きよう器きの群れ。

　ぎこちない動きで、ゆっくりと──まるで錆さび付いたロボットのように歩いて来る。

「真白！　今の電話はなに？　花壇ちゃんなんて言ってた!?」

　急停止したスクーターの上で、黒乃が荷台の真白に問いかけてくる。

「な、なんだかわかんない！　でも、男の子たちがさっきまで学校に集まってたって！　天巡くんを──殺して、あたしを奪い返せって叫さけんでたって！」

「なによそれっ!?　あいつら集団で天巡を殺しに来たわけ!?」

　無言で歩を進める、男子生徒の行列。

　その気配に気づいたのか、周囲の家の窓が開き、住人たちが顔を出す。

　微かな男子生徒たちのうめき声が、真白の耳に届いてくる。

『取り返せ──周防さんを』

『──彼女は、誰だれのものにもならない──なっちゃ、いけない』

『救い出せ』

『彼女は──騙だまされてる』

『周防さんは天使のような、無む垢くな──人の手で触ふれてはいけないもの』

『誰のものにもならないなら──ふられても、よかった』

『──天巡──なんか殺せ』

「なに言ってるのみんなっ!?」

「わ、わかったっ！　あれは多分〈心配症しよう〉の能力よっ!!」

　タイヤがきしんだ。黒乃はグリップを思い切り回して、アクセルをふかした。横転しそうになりながら、なんとかスクーターはＵターンに成功する。

「いくら真白にふられたからって、いきなり『天巡を殺す！』なんて極きよく端たんすぎるもん！

　それに本気で天巡を殺したいなら、もっと目立たない方法を使うはず！　集団で向かって来たら一発で見つかるじゃない！　そんなことも忘れてるんだよみんなは!!」

「黒乃──〈心配症〉って!?」

「〝端末〟の第十六位！　『魂たましいに毒を注ぐ者』──」

　黒乃は不意に言葉を切り、ハンドルを握にぎりしめた。

　男子生徒の群れに背中を向けて、スクーターが走り出す。

「〈心配症〉の能力にかかった人間は精神的に不安定になるの。劣れつ等とう感とか罪悪感とか不安感とか、そういう幻げん想そうに取り憑つかれて、そのことしか考えられなくなるのっ！　あいつらが天巡を殺そうとしてるのは多分、『天巡なんかに真白を取られて本当にいいの？』って『心配性しよう』をかけられたんでしょ。ば、ばかみたい！　付き合ってらんないっ!!」

「待って黒乃！　みんなはどうするの？」

「私たちに『心配性』なんかどうにも出来ないでしょ！　とにかく天巡と合流して、じぇのさいどぱっくんで〈心配症〉本体を消してもらうの！」

　真白は、黒乃の背中が異常に熱くなっているのに気づいた。肩かたを激しく上下させながら、黒乃は浅い呼吸を繰くり返している。

　真白は背後を振ふり返る。手に武器を握りしめて、亡ぼう霊れいのように早朝の車道を向かってくる、男子生徒たち。数は──百人くらい。

　──なんで、あたし──なの？

　自分のことを好きな男の子がそんなにたくさんいるなんて知らなかった。真白は、クラスに普ふ通つうに溶とけ込んでいただけ。心を開いて話せるのは芙蓉崎花壇くらいだった。彼女は特別な家の出身で、真白と似たような、普通の人間とは違ちがう立場にいたから。だから親友になることができた。クラスの男子や、別のクラスの男子に告白されたことも──なんとなく覚えている。

〝端末〟に関係する記き憶おくは、真白の中にはほとんど残っていない。

　だから、自分が告白を全部断ってきた理由を、真白は忘れていた。

　数日前、あの冬の日の夢を見るまでは。

　──だって、本当のあたしを知ったら、みんなあたしを嫌きらいになるんだもん。

　どんな怪け我がでも数日で治ってしまう、驚きよう異い的な再生能力。風邪かぜならその日のうちに治ってしまう。インフルエンザで学級閉へい鎖さになっても真白だけは平気。車にはねられた時は、両足の粉ふん砕さい骨折が三日間で完全治ち癒ゆした。

　──あたしはバグった〈生命体〉の〝端末〟なんだもん。人間じゃないの。

　──でも天巡くんは受け入れてくれたの。本当の、あたしを。

　顎あごだけの化け物に襲おそわれた時、一いつ緒しよに逃にげてくれた。

　鎧よろいをまとった巨きよ人じんを操あやつる人と、人をバラバラにしてしまう女性と戦って傷を負った。それでも翔は逃げなかった。

　真白のせいで異常な運命に巻き込まれてしまったのに、決して真白を責めたりしなかった。

　──一緒にいてくれるだけでいいの。

　真白は、左手の指輪に唇くちびるを当てた。

　──それだけであたしは幸せなんだから──。

「真白！　ぼんやりしてないで天巡に連れん絡らくっ!!」

「──う、うん!!」

　真白は再び制服のポケットに手を伸のばす。楓から奪うばった銀色の携けい帯たいを取り出す。

　──楓さんはさっき、〝雑音〟の人に電話してた。だからリダイヤルすれば同じ人に繫つながるはず！　そこにきっと天巡くんもいるの！

　不安定な荷台の上で、真白は必死に携帯のボタンを押す。リダイヤルの画面を呼び出し、通話ボタンを押し、携帯を耳に当てる──。

　──今行きます天巡くんっ！




「『補正プログラム』よ、君の『心配性』を起動する。

『君が〈生命体〉とイレギュラーの恋こいを邪じや魔ましているのに気づいていないのかい？』」




　スクーターがバランスを崩くずした。

　シートの上で、黒乃が身体からだを折った。ハンドルが左右にぶれ、前輪が真横を向く。がくん、と衝しよう撃げきが来た。楓の携帯が真白の手を離はなれる。なにが起こったのか分からなかった。真白は黒乃を抱だきしめる。荷台の感かん触しよくが消え、つんのめったスクーターが一回転するのが見えた。

「く、黒乃っ!!」

　アスファルトに叩たたきつけられた制服のブラウスが裂さける。むき出しになった真白の腕うでに血が滲にじむ。黒乃の身体を両りよう腕うでに抱かかえたまま、真白はアスファルトの上を転がる。

「……くろの、くろの──くろのっ!!」

　地面の上で何回転したのか覚えていない。

　気づくと真白は、電柱の真下に倒れていた。

　抱だいていたはずの黒乃の身体が、真白の隣となりに転がっている。

「黒乃──黒乃っ！　どうしたの一体っ!!」

　返事はなかった。

　黒乃のスカートがぼろきれのようになっていた。むき出しの腿ももと膝ひざから血が流れ落ちている。プラスチックの破は片へん──たぶん、スクーターの一部──が、黒乃の左ひだり腕うでに突つき刺ささっている。

「……黒乃？」

　なのに黒乃は子供のように膝をかかえたまま、動かない。

「ひ、ひぅ──ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい。

　私がいけないの。もうちょっと早く家を出れば、天巡を捕つかまえられたのに。ううん、元々私なんかいらなかったんだ。だって、昨日だって一昨日おとといだって役に立たなかったんだもん。真白と天巡の邪魔してただけ。私がいなければ二人とも普通に恋してたかもしれないのに──!!」

「くろ──の」

　──なに、これ。

　道路に広がる長い黒くろ髪かみ。

　自分の両りよう肩かたを抱いて、ひぅ、と悲鳴のような息を吐はく黒乃。

「なに言ってるの!?　黒乃はなにも悪いことなんかしてないよ!?」

「してるもん！」

「してないっ！　黒乃はいつもあたしを助けてくれてるじゃない！」

「私、『補正プログラム』なのにまだ真白と天巡を『繁はん殖しよく』させてない。二人はまだキスだってしてない。どうしよう……どうしよう……私、いらないの……？」

　黒乃は真白から目を逸そらしたまま、うわごとのように呟つぶやき続ける。

　がちがちに固まった身体。

　錆さび付いたようにきしむ関節。

　そして──なにも見ていない虚うつろな瞳ひとみ。

「……さっきの男の子たちみたい。それに、今聞こえた声は、なに？」

　早朝の住宅街。

　道路に広がり、男子生徒たちがゆっくりと真白たちに向かって歩いて来る。

　近所の人たちが、それを遠くから見ていた。窓から顔を出した人。スクーターが壊こわれた音を聞きつけて、玄げん関かん先さきに飛び出してきた人。たぶん、窓の向こうで息を潜ひそめて見ている人も。

　真白は救いを求めるように、ざわめき始めた住宅街を見回した。




「救いなど来ないよ。『心配性しよう』を与あたえる。

『〝普通の人間〟は家の中に引っ込んでいるがいい。目を閉じ、何も見ず、聞くな。

　さもなければ男子学生すべてが君達の家を襲い、火を放つ』」




　住宅街に声が響ひびいた、瞬しゆん間かん。

　全すべての家のドアと窓が閉じ、厚いカーテンが引かれた。

「──誰だれっ!?」

　真白は黒乃を抱きしめ、叫さけぶ。

「誰がみんなを操あやつってるの!?　黒乃に何をしたのっ!?」

「ボクのはそういう能力だからしょうがないじゃないか」

　頭上から、甲かん高だかい声が降ってくる。

「全く、めんどくさい。〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の命令なんか面めん倒どうばっかりだ」

　空中に浮うかんでいる人ひと影かげと、それを取り囲む、甲こう虫ちゆうのような鎧よろいをまとった『妖よう精せい』。

　それを見た瞬間、真白ははじかれたように立ち上がった。

　うずくまる黒乃の脇わきに手を入れ、無む理り矢や理り引き起こそうとする。

「立って。お願いだから立ってよ黒乃！　逃にげないと──」

「駄だ目め。学校に行くの。普通に文化祭するの。キャンプファイヤーで真白と天巡をキスさせるの──そういう計画なんだもん。私、今回の文化祭で二人を『繁殖』させるつもりだったの。そうしないと──私が真白と天巡の恋を邪魔してることになっちゃう──！」

「黒乃！」

　膝をかかえたまま黒乃の身体は固まっていた。

　四匹ひきの『妖精』が、真白の前に舞まい降りる。

『妖精』に支えられた人影──小さな少年も、アスファルトに降り立つ。

　半ズボンにフードのついたトレーナー。まっすぐ切りそろえた前まえ髪がみの奥にある目は、世界の全てを恨うらんでいるかのように、暗い光を放っていた。

「言っても分からないかな？　ボクは〈心配症しよう〉。〝端ガジエ末ツト〟の第十六位。

　人々に不安を与え、固定化した世界を揺ゆり動うごかす者」

「誰──どうしてこんなことするのっ!?」

　真白は正面に立つ小さな少年に怯おびえた視線を向ける。

　半ズボンに、ヨットのプリントがされたトレーナー。見た目は普通の子供なのに、ただ、世の中全てを唾だ棄きするように、目だけが暗い。

　赤い、血の色を宿した瞳だけが。

「祭りをやりたいんだってさ、〈角笛を吹く精霊〉は」

「──祭り？」

「そう。魔ま女じよ狩がりのお祭り。町をあげてのイベントにしたいんだよ。

　イレギュラーが〝傷ペイン〟を宿した右みぎ腕うでを差し出せば、その右腕を生け贄にえにした祭り。

　イレギュラーが〝傷〟を宿した右腕を差し出さないなら、彼本人を生け贄にした祭り」

〈心配症〉は楽しそうに両手を叩たたいた。

『心配性』に取り憑つかれた生徒たちが、真白に向かってゆっくりと歩いてくる。

「『心配性』は不安の源をなんとかしないと消えない。学生たちがキミの恋こい人びとを殺そうとしてるのも、そういう理由なんだよね。イレギュラーがいなくなれば、キミを取られた劣れつ等とう感が消えるからって。バカみたいだよねぇ」

〈心配症〉は、からから、と笑う。

　黒乃は──動かない。

　真白は黒乃を置いて行けない。

　──全部、あたしから始まったことなの？

　──天巡くんが戦いに巻き込まれるのも、黒乃が傷つくのも──学校のみんなが、こんなことに巻き込まれてるのも……？

「さて、キミにも『心配性』をかけておこうか──」

　真白の目を〈心配症〉の赤い視線が射い貫ぬいた。

「『心配性』

『キミはイレギュラーの少年が、本当に自分を守ってくれると思っているのかい』？」

　真白の周囲に映像が浮かんだ。




　真白と翔の足あし下もとに無数の剣けんが突つき立つ。

　二人は手を繫つなぎ合って、夜の校舎を走る。

　真白たちの背後にはハンチングを被かぶった〈角笛を吹く精霊〉。〝傷〟は十本の剣に串くし刺ざしにされた。白目を剝むき、舌をだらりと垂らして、廊ろう下かに転がっている。

　真白の手を引いて、翔は必死に駆かけていく。

　──あったかい。

　男の子の、自分よりがっしりした手。触ふれているだけで胸が温かくなっていく。銃じゆう弾だんのように打ち出される剣が、真白の首をかすめ、栗くり色いろの髪かみを切り落とす。それも気にならない。

「『だが、イレギュラーの少年は、最後にはキミを見捨てる』」

　するっ、と翔の指がほどけた。うしろめたそうな目が、真白を見た。

　冷えた床ゆかの上で、真白の足が滑すべる。

「『どんなに愛していても〝普エ通キのス人ト間ラ〟は無難な日常を選ぶ。彼はキミを見捨てる。〈角笛を吹く精霊〉が呼び出した剣が降りしきる場所にね。そして彼だけが生き残る』」

　床が冷たかった。廊下に転がった真白は翔の姿を捜さがす。けれど、もうどこにもいない。足音が遠ざかっていく。ただの映像のはずなのに、剣が空気を切り裂さくのが耳元で聞こえる。

　──天巡くん、行っちゃったんだ。

　寂しい。誰だれもいない廊下が、まるで冷れい凍とう庫こになったかのようだった。両りよう肩かたを抱だいて震ふるえ出す真白。目の前に〈角笛を吹く精霊〉が立っている。真白を取り囲むように、飾かざりひとつない両りよう刃ばの長ちよう剣けんが宙に浮いている。

「『さすがに〈生命体〉でも全身を串刺しにされれば再生しない。これは大いにあり得る可能性。彼は、キミを見捨てて生き残る。その不安を抱かかえてこれからも生きていくのかい？』」

　──あたしを見捨てて、天巡くんが、生き残る。

　──天巡くんは、生き残る。

「『その前にイレギュラーの少年を殺してしまったほうがいいんじゃないの？』」

　無骨な長剣が降ってくる。それが自分の制服を裂いて、身体からだを貫つらぬくのを、真白は見た。

　まっすぐ、目を見開いたまま。

「……だからどうだっていうんですか？」

　真白は姿の見えない〈心配症〉に問いかける。

『心配性しよう』に侵おかされた真白の幻げん想そう世界。廊下の壁かべに手をついた真白の背中に、剣が突き刺ささっている。刃やいばは背中から胸までを貫き、切っ先からしたたる血が、床に赤い模様を描えがく。

「あ、あたしはバグった〝端末〟かもしれません。でも、命がけで恋こいをしてるんです。

　あたしが天巡くんの楯たてになれるのなら、こんなのどうってこと、ないですっ!!」

「これでも？」

　ざしゅ

　真白の両足に、二本の長剣が突き刺さる。

「これでも？」

　打ち出された剣が、真白の身体を廊下の壁に繫ぎ止める。

「これでも？　これでも？　これでも？」

「あ、ぎゅ──あ」

　もう、声にならなかった。

　両手両足に一本ずつ、そして、背中に三本。

　幻想の中で六本の剣に貫かれた真白は、それでも必死に首を振ふる。

「……ふぅん。自分を犠ぎ牲せいにする覚かく悟ごはカンペキなんだ。すごいね。

　やり方変えようかなぁ。めんどくさいけど」

〈心配症しよう〉の声が真白の頭の中に響ひびいた。

　真白を貫いていた剣と、薄うす暗ぐらい学校の廊下が消失した。

　身体を繫いでいたものが消えて、真白の身体が崩くずれ落ちた。




　──あ。

　甘いにおいがした。

　気づくと真白は、一面の菜の花畑にうずくまっていた。

　──天巡くん。

　遠くに翔の姿が見えた。

　真白は腕うでを持ち上げた。剣が刺さった痕あとは残っていない。制服も、スクーターから転げ落ちた時のままだった。身体に穴なんか空いていないし、血も流れていない。

　真白は翔に向かって走り出す。

「天巡くんっ！」

　まるで主人を慕したう子犬のように。

　胸を押さえる。ここが〈心配症〉の作り出した幻想世界だということは、頭の片かた隅すみに残っている。けれど、翔がいれば大だい丈じよう夫ぶ。飛び込んで抱きつきたい。不安になったりしない。なにが起きたって一いつ緒しよにいたい。

　翔が照れたように笑って、手を伸のばした。




　まるで──真白のことが見えていないかのように。

　突とつ然ぜん隣となりに現れたディンタニアの肩かたを摑つかんで、引き寄せた。




「──え？」

　制服姿の翔と、裾すその長い白衣を着たディンタニア。

　翔の黒い瞳ひとみと、ディンタニアの紫むらさ色きいろの瞳が見つめ合う。翔はディンタニアの細い顎あごに指をかけ、引き寄せる。ゆっくりとディンタニアが目を閉じていく。

「ど、どうして。天巡くんと、ディンタニアさん。噓うそ。うそうそうそうそうそっ！」

　見たくなかった。

　幻想だってことは分かってる。でも、これだけは駄だ目め。

　真白だってまだ翔とキスなんかしたことない。翔の前に、黒乃とはしちゃったけど、双ふた子ごだからあれは数には入らない。黒乃がハートブレイカーを起動するために翔にしたのは、ほっぺただった。だからあれもノーカウント。なのに──。

「やだ──」

　翔とディンタニアの顔が近づいていく。

「だめええええええええええっ!!」

　唇くちびるを合わせた二人に向かって、真白が飛びつく。

　けれど──触ふれることが出来なかった。真白はまるでその場にいない人のように、翔とディンタニアの身体をすり抜ぬけた。翔はディンタニアの背中に腕を回して引き寄せる。二人の間にある、ほんの少しの距きよ離りも許せないように。ディンタニアはくすぐったそうに身体をよじる。プラチナブロンドが翔の身体に絡からみついていく。

　二人を、一つの生き物に変えていこうとするかのように。

　一いつ瞬しゆん、翔の冷えた視線が真白を見た。

「……だって、周防さんは『繁はん殖しよく』のための化け物じゃないか」

　薄うすく、笑うかたちに開いた口から、刃のような言葉が流れ出す。




「──────っ!!」




　幻げん想そうは終わらない。

　真白は薄黄色の花の間に座り込み、ぽろぽろと涙なみだをこぼし続ける。

　どこまでが幻まぼろしで、どこからが本当なのか、あやふやになっていく。

　この場所は辛つらすぎる。帰りたい──でも、どこに？

　──天巡くんのところに……。

　真白は呟つぶやく。

　けれど、翔は目の前でディンタニアと抱だき合っている。真白が翔のことを考えるたびに、目の前の光景はリアリティを増していく。

　繰くり返される幻想。

　これが〈心配症〉の能力だった。

「やだ……天巡くん、とっちゃやだ。やだぁ……」

　帰りたい──学校に。天巡くんのところに。あたしたちの日常に……。

　泣きじゃくりながら、真白は、




「無理だね。キミたちが戻もどる日常なんか、もうどこにもないんだから」




　微かすかに〈心配症しよう〉の声を聞いたような気がした。











　幕間　〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の手記　三




〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟が、我に言葉を投げかけてくれなくなったのはいつからだったろうか。

　否いな、答えはとっくに出ている。

　あの日、幼き〈超ちよう越えつ者〉が命を落とした、その瞬しゆん間かんからであった。

　あの少女は、それほど神にとって特別であったのだろうか。

　繰り返される無限舞ぶ台たいの中で、神が一人の〝端ガジエ末ツト〟に興味を覚えるなど、もう久しくなかったというのに。




　我は何度、神に許ゆるしを請こうたことだろう。

　百回、千回──もはや数えることも叶かなわぬ。

「管理者」と、〝端末〟たちは我を呼ぶ。

　疎うとましげに。あるいは、怯おびえながら。

　かつて我を精霊、御み使い、天使と呼んだ〝普エ通キのス人ト間ラ〟たちは、我の存在を忘れた。

　無数の柱のかたちをした同どう胞ほうの〝精デイヴ霊アイン〟たちは、無言のままたゆたっている。

　そして神も、もう我に言葉を授さずけることはない。




　我は一体何者なのであろうか。




　五年前のあの冬の日、〈慈じ母ぼ〉に会うために、バグった〈英えい雄ゆう〉は姿を現した。

　一目見て分かった。

　彼はもう、死ぬべきであると。

　異常なまでに発達した両りよう腕うでと両足。硬こう質しつ化した皮ひ膚ふが鱗うろこのようだった。我に見えたのはコートの膨ふくらんだ袖そでからはみ出した両手と首筋と顔だけであったが、他ほかの部分が正常な状態であったとはとても思えなかった。鱗は顔までも覆おおい、赤く染まった眼球だけがかろうじて人の形をとどめていたのだから。

　あの日のあの時、現れたのは異形と化した〈英雄〉であった。

　──取り逃にがすはずはなかったのだ。

〈超越者〉の『根源回帰』で能力を失い〝普通の人間〟と化した〈英雄〉に、我が能力で剣けんを打ち込む。その時、我は離はなれた場所にいた。『根源回帰』の影えい響きようを受けぬように。範はん囲い外がいから剣を飛ばすだけで良かった。

〈英雄〉は串くし刺ざしになり、息絶える。

　──そのはずであった。




　何故なぜ、我が剣は〈超越者〉の右みぎ腕うでを串刺しにしたのだ？

　デパートの地下の機械室で、幼い少女が右腕を刺さされて泣なき叫さけぶ。その光景を見たとき、我の身体からだは冷えた。〝端末〟は〝端末〟を殺せない。〝精霊〟自らが定めた禁忌タブーに触ふれた痛みに、意識さえ消し飛んだ。

〈超越者〉の『根源回帰』は消え、〈英雄〉は腕うでの届く場所にあるもの全すべてを破は壊かいした。

　少女の身体と、地下の部屋にあった機械を、全て。

　そうして人の目にも止まらぬ速さで逃げ去ったのだ。




　我は──〈超越者〉に嫉しつ妬としていたのか？

　神にも〝端末〟にも〝普通の人間〟にも愛されなくなった故ゆえに、あの幼き少女に嫉妬を。

　だから『運命規定』で打ち出した剣が逸それ、〈超越者〉を傷つけた。

　もしも我の心を読み取れる者がいたなら、我にそう告げたかもしれない。

　あの後、我は『運命規定』で地下の部屋を爆ばく破はし、全てを忘れた。

　忘れた──はずだったのだ。

〝傷ペイン〟を宿したイレギュラーと出会うまでは。

　彼のプロフィールを調べた時、我はかつてない恐きよう怖ふに震ふるえた。




　偶ぐう然ぜんではあるまい。

　幼い〈超越者〉、天あま巡めぐりほのかの兄に、〝夢を見続ける神〟が己おのれの細さい胞ぼうを与あたえたのは。

〝傷〟の無む垢くなる、赤い目。

　我にはあの目が、幼い〈超越者〉のものに見えて仕方がない。

　ああ、我は混乱しているのだ。故に、彼に時間を与えてしまった。

　決して考えてはいけないことを、考えてしまう。

　イレギュラーの少年が備えた、〝傷〟の少女。

　あれに喰くわれることこそ、〝夢を見続ける神〟の意志ではないかと。




　だがそれでも、我は、管理者の使命を捨てることは出来ぬ。
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　──寒い。

　ここはどこだろう。

　コンクリートの床ゆかにパイプベッドが置かれた、小さな部屋。

　窓はなくて、入り口は鉄製の扉とびらだけ。

　微かすかに空調の音が聞こえる。

　明かりはどこかにあるはずだけど、スイッチの場所がわからない。

　立ち上がってそれを探すだけの気力も、なかった。

　寒気がして、頭がふらついてて、立ち上がる気にもならない。

　ここに入れられてからどれくらいの時間が経たったのか分からない。

　さっきまで声が聞こえていた。

　僕を呼ぶディンタニアの声と、それを止めるココリさんの声。

　今はもう聞こえない。

　リトがどこに行ったのかも、教えてもらえなかった。

　──ほのかは〈超ちよう越えつ者〉だった。

　ずきん

　胸の奥が痛み出す。

　──ほのかの死は事故じゃなくて、〝端ガジエ末ツト〟の殺し合いのせいだった。

　ずきん　ずきん

　リトも楓かえでさんも、それを隠かくしていた。

　当たり前か、真ま白しろと出会うまで、僕は〝端末〟のことなんか何も知らなかったんだから。

　言われても信じなかっただろうし──それに、ほのかの死で二年間も落ち込んでた僕に、リトがそんなことを言えるわけがないんだ。この世界が〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟の夢で、神様を楽しませるために、〝端末〟が僕たち〝普エ通キのス人ト間ラ〟を操あやつってるなんてこと。

　──寒い。

　真っ暗な部屋。

　自分が起きてるのか眠ねむってるのかも分からなくなる。

　さっきから心臓と──右みぎ腕うでの〝傷ペイン〟が──突つき刺ささるみたいに、痛い。

〝傷〟は真白から離はなれると痛み出す。真白と黒くろ乃の、今はどれくらい遠くにいるんだろう。

　──真白、黒乃。二人は〈壊体者〉の〝流転メタフ骨牌エシス〟を持って逃にげるはずだ。〝雑音ノイズ〟が二人を捜さがしてる。〝傷〟が痛いってことは二人は離れた場所にいるってことだから、〝雑音〟にはまだ捕つかまってないはず。

　でも真白と黒乃は〝端末〟にも狙ねらわれてるんだ。

　僕がこんなところで膝ひざを抱かかえてる場合じゃないのに──。

　寒くて、身体からだが動かない──寒く、て。

　──前にも、こんなことがあったような気がする。




　僕の視界を──雪が舞まってる。




　──夢を見てるのかもしれない。

　十二月の真夜中。

　橋の上で膝を抱える小さな僕を、今の僕が見つめている。

　ほのかの血に染まったジャケットとジーンズを着て、雪の中、声を押し殺して泣いてる。

　五年前、ほのかが死んだ日の僕だった。

「どうして泣いてるの？」

　白い影かげが、僕の目の前に立った。

　小さな腕うでが伸のびてきて、綺き麗れいな掌てのひらが、泣きじゃくる僕の頭を撫なでた。

「……ごめんなさい、この世界のかみさまはとても意地悪だから」

　入院患かん者じやの服を着た、小さな女の子がそこにいた。

　栗くり色いろの髪かみと、大きな目。

　薄うす闇やみに浮うき上がる、綺麗な白い肌はだ。

　誰だれだろう──。

　──僕は、この子を知ってる──？

「この世界は〝夢を見続ける神〟の夢だから。

　──あなたの妹が死んじゃったのも、そのせいかもしれない」
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　寒いのに、身体の中が熱い。熱があるんだ、きっと。

　見えてるものが夢なのか幻げん覚かくなのか分からない。違ちがう──思い出した。

　これは、ほのかが死んだ日の記き憶おくだ。

　夢だと思ってた。

　あの後、すごい熱を出して生死の境をさまよって──〝端末〟とか〝夢を見続ける神〟とか、分からない言葉を話す女の子のことを、熱にうかされたせいで見た夢だって。




　小さな女の子が橋の欄らん干かんから落ちる。

　小さな僕が彼女に向かって手を伸ばす。




「いなくならないよ、あたし」




　思い出した。

　川に落ちるまでの短い時間、必死に小さな僕を抱だきしめようとしていた女の子のことを。

　彼女が今も──僕の側そばにいることを。

　まっすぐな瞳ひとみは、五年経たった今も変わってない。




　──行かなくちゃ。




　真白と黒乃は〈壊体者〉の〝流転骨牌〟を持ったまま逃げてるはずだ。

　あの時、橋の上で僕はこう言ったんだ。




「……ほのかを殺した、やつ──なんか、やっつけて──世界がそんなふうになってるなら──ぼくが、こわす──」




　──やっと、思い出した。

　あの子に、あんな偉えらそうなことを言ったのに、ずっと、忘れてた。

　ずきん　ずきん　ずきん

　胸の痛みは治まらない。でも──僕は行かなくちゃいけないんだ。

　あの子の──真白のところに。




「大好きです。天あま巡めぐりくん」




　五年前、雪が舞い散る橋の上で、僕に世界のなりたちを教えてくれた少女。

　彼女は〈生命体〉の〝端末〟、周す防おう真白だった。





終









　あとがき







　こんにちは、九ここの重え一いち木きです。

『ガジェット　２．終しゆう末まつ時じ間かん ＰＬＡＴＩＮＵＭプラチナム ＧＩＲＬガール』をお贈おくりします。

　一巻では裏方だったディンタニアが、今回やっと表舞ぶ台たいに出てきました。天使なのか悪あく魔まなのか、大人なのか子供なのか──それは本編を読んで頂くとして、ディンタニアの乱入によって話が一気に膨ふくらみ──翔かけると真ま白しろと黒くろ乃の、ディンタニアたち〝雑音ノイズ〟、そして〝端ガジエ末ツト〟を巡めぐる戦いは次巻も、もうちょっと続くことになります。願わくは今しばらくお付き合いのほど──。




　それはさておき。

　突とつ然ぜんですが、九重はかなりの方向音おん痴ちです。

　地図を見ながら歩いても道に迷います。

　なのに地図と直感が矛む盾じゆんすると、問答無用で直感を信じます。なので迷まい子ご率が半はん端ぱないです。

　受賞後、初めて角川書店の編集部に伺うかがった時も、お約束のように迷子になりました。

　その日は、久しぶりの東京。

　ＪＲ飯田橋駅の東口を出てから三十分。ネットから印刷した地図によると「角川書店は東口から歩いて十五分」──なのに自分がどこにいるのか、さっぱり不明になりました。地図がおかしいのか異空間に迷い込んだのか──さまよっているうちに九重は交番を発見しました。

　迷った時はスタート地点に戻もどるのが基本です。

　そこで、九重はお巡まわりさんに道を訊たずねることにしました。

「飯田橋駅はどっちですか？」

　お巡りさんは、黙だまって右手を指さしました。

　そこには、

「飯田橋駅　西口」

　──という表示と、改札口が。

　どうも九重は三十分かけて、駅の周りをぐるりと一回りしてきたようです。謎なぞです。




　最近、友人と一いつ緒しよに上京した時、飯田橋に泊とまることになりました。

　駅についた瞬しゆん間かん、何を思ったか九重は「このあたりは何度も打ち合わせで来ている。故ゆえに道案内は任せたまえ！」と、何故か空を指さしながら宣言し──予約したホテルがあるのとは反対側の出口へと突とつ撃げきしました（その後一時間放ほう浪ろう）。

　……そろそろ本格的にＧＰＳを導入した方がいいのかもしれません。

　ここでちょっと宣伝など。

　十二月号の「ザ・スニーカー」では『ガジェット』が表紙の半分を飾ってます（もう半分は伏ふし見みひろゆきさんの『Ｒ‐15』です）。一巻が出てまだ四ヶ月でこんなことになるとは……十月号を見るまで、担当Ｈさんのエスプリの効いたジョークだと思ってました。

『ガジェット』が表紙になるなんて異例も異例、九重も未だに半信半疑なくらい──なので気になった方は書店で十二月号を探してみてください。ラブコメな短編も掲載中です。




　最後にお世話になった方々に御お礼れいを。

　イラストの植うえ田だ亮りようさん、今回も美び麗れいなイラストをありがとうございました。白はく衣い一枚のディンタニアは九重の脳内イメージそのままでした。担当のＨさん、今回も的まとの中心部をずどん、と射い貫ぬくアドバイスをありがとうございました。校正者様、いつも細かなご指し摘てきをありがとうございます。足を向けては寝ねられません。

　そして、この本を読んでくださった皆みなさん、ありがとうございました。

『ガジェット　３巻』は二〇一〇年春頃ごろ発売の予定です。できるだけ早くお届けできるように、九重は現在、パソコンのキーボードと格かく闘とう中です。

　それでは、また。


二〇〇九年　十月　　　九重　一木　　
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